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は じ め に

我が国初の本格的深海潜水調査船として建造された「しんかい2000」は、平成10年4月、

通算1000回の潜航を達成いたしました。昭和57年1月26日の初潜航以来、16年目の記録です

。

「しんかい2000」は、世界最深の潜航能力を誇る「しんかい6500」の先駆けとして、数々

の技術面、運用面でのデーターを蓄積・提供したことはもちろん、調査活動の面でも初島沖

のシロウリガイの発見、伊平屋海嶺で熱水マウンドの発見、伊是名海穴でブラックスモーカー

の発見、CO2ハイドレートの発見、熱水噴出孔生物群集の発見、北海道南西沖地震域の海

底調査など深海研究の上でも第一級の成果を挙げてまいりました。

この間、事故なく調査活動を続けてこられたのは、運航にあたる職員、支援母船の乗組員、

点検・整備の担当者の努力とともに、関係海事機関や研究機関のご支援のお蔭と深く感謝い

たしております。

海洋科学技術センターは、この実績を十分に活用し、通算潜航四百数十回に達した僚船

「しんかい6500」とともに、今後とも世界の深海調査に大きく貢献してまいる所存でござい

ます。

関係各位におかれては、何卒変わらぬご指導とご支援をいただきますようお願い申し上げ

ます。

平成１０年１０月

海洋科学技耐センター

理事長　平野　拓也



祝 辞

深海調査研究推進委員会委員長

深海調査研究推進委員会委員長

海洋科学技術センター評議員会議長

科学技術庁参与・東京大学名誉教授　奈須紀幸

潜水調査船「しんかい2000」が本年（平成10）年4月11日、1000回目の潜水調査を達成さ

れた。その立案・設計・建造・完成・就航段階からその活躍を見守ってきた者の一人として、

心からのお喜びを申し上げる。

私の手元に1枚の委嘱状が残っている。昭和45年4月25日付、財団法人・日本舶用機器協

会・会長・甘利　昇氏のお名前で、「貴殿を昭和45年度、6000m深海調査船の開発研究委員

会の委員に委嘱いたします」、と記されている。これが出発点であった。

海洋科学技術センターか、科学技術庁傘下の認可法人として設立されたのは、昭和46年10

月である。早速、シートピア計画、外洋における波力発電実験など、目覚ましい活動が開始

された。上記委員会も、センターの内部に移された。昭和49年2月15日付で、海洋科学技術

センター・会長・駒井健一郎氏のお名前で、「深海潜水調査船研究開発委員会委員を委嘱し

ます」、という辞令を頂戴している。

潜航調査500回達成記念誌に祝辞を述べさせて頂いた際にも記したが、委員長・吉識雅夫

先生の御発案で、慎重を期して、「しんかい2000」を建造・使用して経験を積み、次いで

「しんかい6000」の建造に進む方が堅実である、という御示唆を委員全員が賛成申し上げ、

センターもこの見解を諒とされ、ここに「しんかい2000」の建造が、「しんかい6000」の建

造に先行して実施されることとなった。

「しんかい2000」の建造に先立って、昭和55年8月、その支援母船である「なつしま」が

進水し、翌昭和56年1月に「しんかい2000」が進水した。

「しんかい2000」の公式第1回の潜航調査が行われたのは、昭和57年1月26日である。し

たがって、建造計画の発足から第1回の潜航調査実施まで10年余の年数がかけられている。

いかに慎重に立案・設計・構造が進められたか、という経緯を伝える年数である。そのため、

御承知のように、就航当初より、通常、船にはつきものの初期故障もなく、実に順調な潜航

調査が間断なく継続された。そして、15年を経て1000回の潜航が達成された。研究・調査の

主体はセンターであるが、全国的に研究者に開放されてきた。その間、「しんかい2000」が

挙げた数多くの成果については、本記念誌の中で詳述されている。

当初目指した「しんかい6000」は、この「しんかい2000」の成功の基礎の上に立って、少

し水深を伸ばして「しんかい6500」とされ、7年後の平成元年に完成された。支援母船は

「よこすか」である。有人潜水調査船としては、現存するものとして世界最深の潜水能力を



持つ。その輝かしい成果の数々についても周知の事実として世界中に知られている。「しん

かい6500」の行動範囲は全球的となりつつある。本年度、国際海洋年を記念して開催中のリ

スボン海洋万博への表敬訪問を兼ねつつ、世界周航の研究・調査航海を実施した。

海洋科学技術センターでは、以上、2隻の深海用有人潜水調査船に加えて、今や、無人の

深海潜水調査船である、3000m級の「ドルフィンー3K」と、世界最深のマリアナ海溝チャ

レンジャー海淵の水深軋920m付近へ数回に亘って到達し、試料の採取に成功を収めた「か

いこう」を所有しておられる。海洋の最深部へ到達できる潜水調査船としては、これまた現

存するものとしては、「かいこう」1隻のみである。

これら4隻の、センター所有の深海潜水調査船の、海洋研究への寄与は、計り知れないほ

どの広さと深さを持つ。その先頭をきって、大海原を4次元的に掛ナ巡ってきた「しんかい

2000」が、ここに1000回潜航の記録を達成されたのである。快挙である。

設計者、造船関係者、研究者、操縦者、直接的支援者、それらの方々を支えるセンターを

はじめとする諸機関の関係者の方々の御苦労に対して、深く関与した者の一人として心から

の感謝の念と、お祝いの言葉を捧げるものである。

船艇の運航に関しては、安全を計るため、現場では船長・艇長が最終判断を下し、具体案

については、船舶の所有者が最終案を決定されるのか、海の鉄則である。この場合はセンター

の理事会がその任に当たられる。

その前に部外者も交えて広く運航に関する意見を聴する委員会が設けられている。私は

「しんかい2000」の誕生以来、こうした委員会の長の役目を仰せつかってきた。続く「しん

かい6500」や「かいこう」についても、同様の役目を仰せつかってきた。重責である。今回

の快挙を伺って、いささかでもこうした重責の一端を果たせたという思いで一杯である。祝

盃を挙げさせて頂く。



しんかい2000

カラー画像ハイライト
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しんかい2000 のこれまで



「しんかい2000」の開発

海洋技碕町究恥研究主幹 高 川 真一

「しんかい匐圃」システムの開発は、私か海洋科学肢祷センターに人社して袖めて参ｉ ｔ

た開発鞐画である．

学生ａ 畤に海洋丹字技萄センタ一で芻縻本犀60闥ｍまで 爾航できる潜水調査畑を闥発する

竍・ かあると鬩いて是謇事加したいと燃え立．た私lj、駟和51 年1ご海拝月孝枝極センターに

入社した．そしてこ匐升画叨扱遠部署であった当時の「 海洋開発技術部」のＳｐ室と貉す･る

グループlこ齠● とな 、た。 ＳＰとはSb ●町siMeRr4gsC 潜水譱 升画）の濔橡で あるか、

匐洋科学技膏センター圃立からわずか４年しjii ・ ていない時羂でゐ・ たために、私と、同

期入社ａ 種マ1リンワ ータスジャパン鶻矗の坂龠●Ｓ氏か杤のＳＰ痼生え詼き巻員とな・ た．

もちろλた、たこ Åの、しかも新入社員でこの計溯か振盪できるはずかなく、運輸省から出

自の 海洋闕発技術齠長の大和圃驍氏かlg －ダーとなり．Ξ菱贐工業 株式会禄神戸迫萄荊とJll

鴫重工１ 匏式会社呻戸工場叨いずれも潜水皿を鬨発しているグループ からの出向者か奥賢的

な靈直カとなり．さらに． 繍・襴元戔氏を今橋とする非・ 勣の？ 廡証衰者グループ も加もっ

てこ倡ＳＰ童が榻成されていた．

EOMm& 海淵本罰査船闖畳升ｉ は．昭和43年の海洋圖発・ 黷全で答申されたものであり．

この曹甲を受けて昭和44 年から同47年まで舶用橇蠢闕発協全で戔素饋・ 開発か打なわれてお

り．これを引き埀ぐ彫で同41年から海摩科学岐緇センターで爾究か実羞されていた．

１、初仕事と高匠 異験水槽棟

研究項 且は多岐にうたるか、とりわlj 重要視されていたのかÅ聞か入る匍分である耐圧覯

の刹料とその加工方法の周題である．豺刈としてはできるだlj 強く．かつ忿揚か小さいに黼

したことはなiゝ いろいろな材丹か候補にな 、たか、耐圧昏を 氛亶するのに足 る羞の襴とし

て豺料か謚皿できなければならないので．チタン合 金はこの時合で|ま落第となり、毒鋼の中

から選ぼうとしていた．その最廁･力黼禎は１ 碕日本の潜水鵬|ご使用することか桟剖されてい

た晧匐と言う襴椙名仞嶄力 鵑㎏1／・ 劬 鋼と．|卵j －・o 繝と 瑤芻する爾力12皿gf ／・ 旬 鋼

である．強度だけであれぱ鏝者か有利であるか、その譱1ご溶接性匂の加工tl鮠や、櫑事に刔

する貉り くいわ睹るｖノ･.チ・シャルピー値）も11分考慮しなくてはならず、草加ではない．

累升で皿百偉s 崎尺噸星耐圧竦の匠墻試験結果を踏まえて．さまざまな角度から脯脯さねた．

なお「 しんかい2aog」では麹貉的に詬90飼丿鶚 月されることになった．

このようなことを・ 謫している昭和１ 年からs1年にかけて、淘洋科学技倆 センターの目匡

となる餡哽の剱設か着々と直行してtl た．「爾圧実験水桶桶」である．童幽の日本擱價所で
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膕逾された飼の巨大丸棒か三菱重工１ 芻式会社神戸 追舶廊で刳り貫かれて 耐圧水槽本倖とな

り．それi 喘 難で・ 岸科学技銜センターに運び込まれた．当時は櫚在のグｊ ンドから先の部

分は誨・ であり、水槽本体を襦載した バージか咄凭海岸lご盾くと．很|ま古代の ピラ ミ． ﾄﾞ麹

驫を彷彿とさせるコ卩を用いた方法で、ホ梱事体を運ぴ廼み、今の斗・ に据え付けた．

剛卻51年に完成した癲に、デモンストレージ３ンとして直径約ｌｓ で皿さ鉤ｌａ の溷０球

ｃ匠壊試験か行われた．飜饂と高彊カ飼の友験体か用い られたか、・ 爾の嘩 は鉐0気圧で廝

屬し、童似か畿けたゴムマリのように一劔かへこんだ．これに対し 高瞿力釧の球11115a 気圧

で座屈し．裂けてしま．た．両方の球の友験でli 癧・ 圧壗の衝牟で、センターの敷岫か趣輿

に轢わねたように覩れた．この試験か行われることを釦らなかったÅは．崎震かと思．て靤

物から飛ぴだしたと君う笑い顋ｉｇｉ・ ている．なお、両雄の破観ｇ 様子から皿飼の方かＭむ

だけで良いように 見えるかもしれないか、これは・ 鈍にｊ 柵の容櫚か小さいために、嘩か凹

んだこと4こよ９て 水槽内の 攻JFカQあさくなり、 韋を それ堋上1こ酳さな か
うた だけである．実

・ 叨梅であれぱ完全|ご岬し湟してしまうこと|よ男らかである．

２． ｒｔ んかい2010」閼戛

邵誨用憮器の鉞●鐃Ｉ である高圧水 槽を手に入れた誨律丹９ 技衢センターは．月時に犀淘

耆水圃 査舳鬧発酵・ に餉 てヽも新たに段隴に入、て有く．目標の釦前部潮本調査鉛で|ぎなく、

中圃母鵬としてのＩｓom 膠本 置毒柚の偈発である．

中間慶階は、次叨 よう な酸鴣の結果である．すな わち、当時曩大でも水蕘聊em まで潜航

できる「しんかい」しか運月したことのない日本か、いきなり水深で10倡の能力を涜求され

る潜水船を、しかも 世犀でもまだ例ｃ ないこのような大深度膳水船を燧直できるだろうか．

麹遊してもうまく迦用できるだろうかと言うことか同匍になってきた．そこで、丱間段階の

嵩本飴をまず 碌まして暹辨することにより、胴発岐 術と運用眩 衢、そして運用経験の蓄瞿を

図ることとし．＊ 可匐齠ｍまで潜航できる潜本鯛査匍 を闘発することにな 、た．これか「し

んかい2図gj であ る．

壘大潜航深度を訣定する|ご当たうて15齠ｍ寔と加Ium 寔かあり．それぞれの 深度まで潜航

するとどれだljの料学岶威果か見込まれるかとｚう扁論を緤て．漸く匍匐・ 凛に落ち墳いた

ものである．

昭和騙年から雇本設・ か始まり．璽昭和s3琴から建造か岶まった．・il の高圧水槽ｕ 各楯

観瞿の高圧Ｔｓ様 に大詆閹した．とり わけ、インバータ１ の小 物を収勧する耐圧書魯め圧墻

試龜は見物であ・ た．人・ か入る●匠鷁と異な・ て 小徊であるため．チタン合全で鬟ａ する

ことｇ できたこの 耐圧容・ ｇ 圧牘1ま、なかなか見る 機全かないことから大勢の見零者か 扇め

かljだ．弘は・ 力訝の 指示値か圧穡で急撒|ご下かる魯子をビデ オに櫑澎しようとカメラを回

し銃ljていた．と ころ か皿定していた圧力にな・ て も圧墻Ｌない．今まで旬緤琅から．水槽

の胛圧を・ 止して いる間でも圧崎することかあ るので．ビデオを止めてテープを交換す るこ
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とかできない。|よらはらしているうち|こテープ かなくなり。新しいテープを入れて 再スター

1 する・ に差墻して しまった。

圧墻圧力か愬｡定よりもかなり高か、たことについて、兪拓を皿り過きた飜升と言う戸 か一

匐にも 、たか、むしろ強さ|ご安心したと言う雰囲輿か睡倒していた。r 彌さに安心』と 言う

直について若干鰉喫かいるかもしねない。容毒の内飼に大きな圧力かかかる構造勧は、ｔ９

プ ラント辱で 扣鴟気圧を遡えるもａ か§ａ に用い られている。しかし外夕から圧力かかかる

槽遺物ａ 爾水圧搦 造●以外ljとんどなく。笹験かなか、た。そして破壊すれば一気に褥し贋

されるので水圧ｕ 怖いと言う一黻的な考えか底巌1ごめ・ たため、外圧による水圧試験を 難な

くクリアしたことで「安心した」というわけである。

この 試驗だりでなく、皿たちは多 くの圧櫚眞●を釐驗してきたか、これらの経験か毒癩と

な、て 、水圧に対する思篤郷|まま・ たくない。堽謫ａ り踝針・製咋し、釐肚戔 圖内で使 用す

る分にはま９たく悶瑠ないと目僂を肉って 言えるよう|ごなった。

３． ｒしんかい21･e』試運転 一竃楴コネクタ耳水事鴫

日本で旬めての入水深丙Å潜水船の開発であるため、直造・ 中でさまさまな「證・た転ん

たａ はllけられな1丶。しかし今｛まどんな『册７たli んだ』かあ･ たか定かには思1 翡 せな4 。ヽ

それくらい鰥発チー厶は。 疸遭造船甬 も含めて。細心の任直を 孤いつつ憤埀に作・ を羞めて

衍って、賢細な ものしか発埀しなか、たｇ だと記憶している。

ただ、試直転の●に生じた電卸コネ クタ召水事績li. 開発|ご付き物の下鈿外の事態であ 。

た。そしてまた。 実体験の乏しい私に閼鷽劃当者として の心億えはとうもるぺきかを羲えて

くれる賁重な体皿であ・ た．

ｓｓ コネ クタとは、家庭応電気星品 に用いられるソケ ットと月じものである。ただ、水中

で用いら翕 るため。月扁の 海水と毒皿とが洫蝕しないような構造とな ってい る。亅1体約 には

ソケヅトのピンを収納した全員芻のポデ４の周囲にゴムを撞着して幽冰丿懼 λしない ように

している．

ｓ櫨コネク タは多 敝に及ぷか、 僵々４ すべて 嵐定の水圧を かける拡● をして冐鼈 応ない

ことを聴認しているか、この試験に合格したもので も灘水飴に装●してしljらく使用してい

ると竃気絶母 か低・ してくる。これかひどくなると、いわゆるシ９－卜か起こり。停電とな

るか、エネルギー濔としてパケテりーを用いている淵水鉛にと・て停竃はｌ 命傷であり、行

動できな くな。てしまう。

月偏を曜こしたコネクタは。外見ｔ はまうたく異耄かなか。たか。原因究明 叨ために解体

したところ、金属ボデ4 に掟魯されているｕ ずのヨ 厶か淳いて餓ｌ していなc≒ことか分か。

に。剃査か逾むに遭11. 当翻|よし。かり接魯していたゴムか水圧かかかること1ごよ 。て 次第

1こ岐耆かはかれて衍 くことか分か９てきた。

当時 扠本に はこのような木中ま鯵コネクタ生産伎銜はなか、た ので、 米钁で 市販されてい
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る霊鍠コネクタを 部品レベルで購入し、日本で組み 皿てる方法を採っていた。そこでこの事

敵原因を究明すぺく、米国のコネクタメーカーを訪問して圃査 してくるよう侖ぜられた。米

岡製と 日本での組み立て方法のどこか達うのかか調査の主題である。

膺査の結果判明したのは、 接着に用して金輿表面に特舜な表 面処理を施し、接着剤と金属

双方に良く岡 染む 卑用の下塗利を使用すること力气必要だという点である。早速、表面処理方

法と下塗利に詞する絨緞爆卑的調査か関暗さ 札 漸く実月に 耐える電線コネクタかでき上がっ

た。

なおその後の調査で、米国から部品ではなく製品として組み 立てられたコネクタを輸入し

た場合であっても同様の問題か発生していることか分かってきた。「しんかい20叨」でのミ

線コネクタ事故と犀因究明 一解決方法斬規導人の経皿かなければ、この閃題も「不思議な現

象」として未解決のまま放うておかれたに違いない。閃題発生と同時に徹底的な原因究叫と

解映方産導人 を確異に実施しておくことか。当面の閃題の解良だけでなく。その後の類 似の

閃 題にも直ちに対応できることを教えてくれた重要な体皿であった。

4.  10年11al 扁胃關

妙な顛題であるか、これは設計砕直における「しんかい加匐」叨爾同輿扁を示している．

すなわち、完康後Ic年または本岡圃齠ｍ薦航を】0朝回有えば剛用屈黻となると 言うものであ

る.11 年なんてlj るか先のことだと、完成 当時|ま思っていたか、月ｌ の敍つのは実に早い も

のである． ｒしんかい杤衂亅 の閼発かスタートした昭和sI～瞿年頃からla 耜目か観脊にÅ ．

てきたため、・ｌt髫 用1皿 の簔い、すなわ ちｓ衄 にするのか存健させるの帆 に･4 てヽの瀧

鑰か始ま、た．そして結画として、耐圧盈を除く曲ａ 電気 一耳械翩品は童巧齔や膣腐僥か遒

むために屬次入れ替えて彳iくこととし、爾圧鈿 ま濃鋺による萱ヱネかが一司蓄機を考圃して．

「冰朦匐・ ａ 等価潜航」110e目 か廊用期限と肇認された． 朏休的に茜えば．水深10帥●未満

であれぱ査エネ ルギ ー蓄檣もｌとみなしてよいので回数として撒えず、ll国ｓ からIsoas を

a.6日 、それａよの堋合をｌ国と譱えると言う方法であ る．こａ 椣刈をしている畤ｉ での 潛

航実績を考罎すると．この 爾用衛躙か東るのli干成21～23 年崎であ ることか示さ れ．耐用岡

隍問廛は憑・ の黶扈から●●して行．た．

5 、1叩e回・ 航・ 成

閼輿グループと言うめは妙な立明にいる。すなわち。闕儼プ ロジェクト叨実行1ご瓣して糅

その又龠 こ向けて 全力を蘓跂するか、ｓｇ 後iまそ命管理を迦曙ダルー－プに渡し、別の闘 兎プ

ロジェクトに 移、ていく。完成・鮟ｔ 蠢後tふ初剏故庫か発生しやす4M 乃でしばしぽ詢向くこ

とliあるか、廟司 に黼くようになると・ くから動向を見ているだけになる。そｉ は言っても

やはり 倉分か作、た子偏はかわいい。輝かしい城東 か得られるとまるで目分目母かや。たよ

うにうれしいものである。ただ現在の 本業ｅ力に専念して4 るヽために、今月回目の潛鴾なの
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かま、たく念頑になくなっていた。こういう特にle闥目潜航を成功裏にａ 威したという二２－

スを圃いた喟で。もうla・ 回|ごな・ たのかと鵞きつｰ⊃、 よく肩張・ ているととてもうれしく

恩。た。

しかし一ｉ で、 老巧化か今破ますます通行するし.lj るか曳のことと思９てc･た耐用揚躙

もすぐ近くに見えてきた。これを直・ て、丱興ステ。プ としての「しんかい逕仭」叨役目は

終了したので 廃船すぺしという梟堽と。今後の 霙旻ｓ 増大1ご偏えて大欄な糞良あるいli 飛屬

的なａ 迪か母儷だと言う議鑰丿囑 樊するのlよ必匡であり。そのｉ 喟覗もすでに鮑ま。ている。

問題は凖なる桟す残さないの膕洫ではない。「しんかい加齠」か匂り圓いてきた１ 本の深海

飼査研究の康潭を、今後私たちかどのよう|こ発展・普及させていζかか本質的な閊翩である。

今繽のさらな る躙誦により、将来目標をし。かり 見定め、同題騨訣方法か猖足されることを

期待している。
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潜水調査船「しんかい2000 」ここに在り

研究業務部計画調整課長　段野洲

興

調査船「しんかい2000」が、センターに引き渡されてから1000回の潜航を達

成しました。海があり研究目的があれば潜航を続けるので、必ず到達する一里塚であり通過

点ですが、17年の歳月を経たものであります。心から称賛したいと思います。

「しんかい2000」の生い立ちから1000回潜航まで、時には海上で潜航に従事し、

または陸上で後方支援に携わってきた者として「しんかい2000」の歩みを記してみます。

昭和53年10月（1978年）潜水調査船起工式が、三菱重工神戸造船所で執り行われまし

た0遡って昭和49年に6000m級潜水船の建造を提言されておりましたが、当時の潜水

船建造技術力と運航経験から鑑み、技術と経験の積み重ねが重要であるとしてワンステップ

置き、2000m級の潜水船を建造することになりました。そのころの日本の潜水船は、海

上保安庁の「しんかい」が600mまで潜れる能力しかありませんでしたから賢明な選択で

あったと思います。

・昭和55年8月支援母船「なつしま」進水式（1980年）

・昭和56年1月潜水調査船「しんかい2000」着水式（1981年）

支援母船「なつしま」は音響航法装置、着水揚収装置の性能確認と機器操作の慣熟のため

に半年前に建造され、操作訓練を実施して潜水船搭載に備えておりました。

24トンの潜水船を吊揚げるクレーンは、大型で操作も複雑ですから潜水船との結合試験

前に着水揚収の訓練を鋭意実施しました。ダミーの潜水船で人は乗船していないとは言え、

初めての操作であり不慣れですから慎重に確実に一歩一歩点検しながら訓練いたしました。

運用制限ぎりぎりの海況の中、逆巻く波をかき分けて左右に大きく揺れ、乱みなからクレー

ンに揚収される光景はこれから自分たちが行う作業なんだと身震いしなから見つめておりま

した。潜水船の位置を示す音響航法装置は、なにからなにまで初めてのものですので一瞬の

うちに潜水船の位置を表示するのに驚かされました。

潜水船、支援母船は順調に建造され、潜水船システムの結合試験及び海上総合試験を経て、

10月に海上運転を終了し、10月31日完工、引渡式となりました。

「しんかい2000」の命名は、全国の小中学生から公募したものですか、当時の潜水船

はシリーズもので名前をつけることが多くありましたので、「しんかい2000」と決まっ

たとき、次の潜水船の名前は「6000」だなと漠然と感じたものでした。

三菱重工による海上運転は都合46回を数えました。造船所の浮きドック内での潜航から

段々と潜る水深を増やして、最終的に熊野灘で2008mに着底したのでした。浮きドック
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で水中航走する目印として、ドラム缶を引っ張って潜航する姿が昨日の如く瞼に蘇ります。

「しんかい2000．」の潜航記録のなかで、2000mを越えたのはこの時だけでありまし

た。船上の精密測深機で計測した潜航海域の水深は2000mを示していましたが、潜水船

の深度計で2008mあったことになりました。建造時の耐圧殻の圧壊試験では、6000

mを越えなければ大丈夫と確認されているので、8m程のオーバーは問題ありません。しか

しながら法的な規制により越えてはならないことですから、以後の潜航で越えたことはあり

ません。

この間にセンターは運航要員の募集を始めましたが、海洋科学技術センターの知名度は低

く、折角内定にこぎつけても海に潜るなど危険な仕事は止めなさいと、本人より周囲の人々

の力が働いて断わられ、全国公募による採用者は零という惨状でした。それでも何とか10

名弱の要員が集まり、艤装員として日本で初めての深海調査潜水船の建造に従事しました。

軍用の潜水艦と民間の潜水船経験者の3名を核として出発した訳ですが、深海を調査する

という世界最高峰の技術ですから知識を広げ、機器装置の操作を取得し、安全に運航できる

体制を築くには、素人ばかりの集まりと非難されてもいたしかたないことでした。

「己の船を知れ」を合言葉に訓練潜航に備えて、運航要員としての技量を身に付けるため

に、全力を尽くしました。また、実機なみの訓練を陸上で行える様に潜航シミュレータを製

作して、通常の潜航手段から応急対策まで潜航浮上方法の訓練を短期集中的に行いました。

この時の努力が後のセンターの潜水船運航技術の基礎を築いたものといっても過言でないと

思います。

・・昭和57年1月訓練潜航開始（1982年）

1年間の訓練潜航か始まりましたか、初回の潜航開始直後の絶縁低下による潜航中止は、これからの多難な行方を暗示しておりました。人の乗る耐圧殻と動力系統を結ぶ耐水圧コネクターに海水が浸入したものです。このコネクターの金属面とケーブルのゴム部を密着させ海水の浸入を防ぐ接着剤の施工不十分が原因でした。十分な対策が施されるまでに2カ年近くかかりましたから、その間絶縁不良で悩まされることになりました。一方、科学技術庁の海洋開発課（現在　海洋地球課）は、日本初めての深海潜水調査船ですから潜水船の運航体制、特に安全運航を非常に心配されて、わざわざ米国の潜水調査船アルビン号の現役のパイロットを含む潜水船のエキスパートを日本に招くことにしました。「しんかい2000」の訓練状況全般を観てもらいアドバイスを戴くことになり、「しんかい2000」チームの技量、潜航作業の安全性等がチェックされました。結論的には好意的な励ましを受けましたが、当時、最先端を行く支援母船「なつしま」の音響航法装置には驚き、高額なことに呆れ、自分たちは日本のカシオ計算機で潜水船の位置をプッロトしており、これで十分であると暗に羨望を込めて無駄であるとしていました。後日聞きましたところ、アメリカも音響航法装置を母船に搭載したとのことでした。また、着－27 －



水場収装置についても門型のAフレームクレーンより一点吊りのシーリフトクレーンの方か、

吊揚索の着脱が素早いことと、甲板作業がスムーズであるとしていましたが、現在では着水

揚収装置はAフレームクレーンが主流になっております。

・昭和58年1月潜水調査船整備場の竣工

前年の7月に専用岸壁も完成しており潜水船、支援母船、専用岸壁付整備場の3点セット

が整備されました。これは潜水船の運航体制を検討したときに、先輩格の海上保安庁の「し

んかい」は、曳航式の潜水船で90トンの重量が有り、支援母船は民間からチャーターしま

した。そのうえに整備は建造メーカーの岸壁を借用して行っておりましたから、運航要員は

大変苦労されました。潜水船の運航で「しんかい」の二の舞いを踏まないようにとの配慮に

より、3点セットが同時進行で整備された訳です。世界の潜水船建造の歴史において後発の

日本でしたが、各国の良いとこ、悪いとこを取捨選択して建造できる利点を生かして、3点

セットを同時に推進したものであり、潜水船の運航をトータル的に考えたのは世界で日本が

初めてでありました。

訓練潜航も半年を過ぎ佳境に入っておりましたが、耐水圧コネクターのトラブルが続き、

3ヵ月の中断を余儀なくされました。いたしかたなく横須賀の長浦港のブイに「なつしま」

を係留して船上におけるドライダイビング、陸上のシミュレータの訓練と腕を磨いておりま

した。最先端の技術で開発されたものですが、高度な装置であればあるほど初期のトラブル

は憑き物ですから、一つ一つ解決するしかないものと建造メーカーとともに全力を挙げて取

り組みました。耐水圧コネクターは外国産でして予備品の手配やトラブルのアフタケアもま

ま成らず、これでは今後の調査潜航に重大な支障をきたすと判断し、コネクターを国産化と

することに方向転換しました。このため修理期間が長くなり待機することになったのです。

とは言え、「しんかい2000」訓練開始1年目の潜航は32回潜航しており、あの有名

な米国のアルビン号でも初期トラブルにより初年度は10回に満たない潜航でありました。

「しんかい2000」のトラブルもコネクターを除けばほとんどなく、引き渡し1年目にこ

れだけ潜航できたことは「しんかい2000」の建造技術が如何に優れ、素晴らしいもので

あると証明になるものと思います。6000m級を一気に建造せず、ワンステップ置いた選

択の賢明さが発揮されたものであり、この時の経験・技術が自信となって、8年後の兄弟船

「しんかい6500」建造に生かされたことは、論を待ちませんし、初期トラブルの苦労も

今では楽しい思い出の一つと成っております。

・昭和58年7月調査潜航開始（1983年）富山湾の水深80mからの漁業調査を初めとして、本格的な調査潜航が開始され順調な滑り出しでした。好事魔多しとはこのことを言うのでしょうか、3回目の潜航でズワイガニ調査を終了し、水深600m程から離底上昇始めましたが、深さ300m位から潜水船の上昇－21 －



スピードが段々と減少し、傾斜も増してきました。やつとの思いで水面に現した姿は悲惨な

もので、ヵニ籠のロ－プを10教本程引っ掛けて浮上してきたのでした。初めての海域なの

に潜航海域の特異性や海底状況の把握をしないまま潜航したわけでして、ヵニ篭の知識も全

然ない状況で潜航する落度を冒して、大変危ない経験をいたしました。潜水船の運用技術だ

けでなく、潜航海域や漁業のことも知らなければならないと教訓を得た訳でした。以後の潜

航では海域の事前調査を実施すること、漁業状況等についても十分な情報を得ることといた

しました。漁業の盛んな水深1000mより浅い海域での潜航は、「ドルフィンー3K」や

「ディープ・トウ」により潜航ルートの安全を確認する事前調査を行い、また、海域調整等

で漁業情報の人手や漁業者に潜航する事を周知して協力を仰ぐことにし、今日まで続けてお

りまして幸いのところ再発はありません。潜水船の安全をさらに確保していくには、事前調

査・海域調整が重要と位置つけて進めていくべきものと思います。

調査潜航とはいえ、研究者にとって潜水船は全く経験がなく、何をやるのか、何ができる

のか不明なことが多く、取り合えず体験することが重要と潜航しておりました。これではな

らずと深海調査研究を総合的に推進する委員会が設置され、調査海域を相模湾、駿河湾、伊

豆・小笠原、沖縄南西諸島、日本海と5つの重点海域を設定して、5ヵ年計画で調査するこ

とが決定されました。これにより「しんかい2000」は、毎年日本全国を周航することに

なりましたから「しんかい2000」チームと「なつしま」の船員は、日本の島々を巡るチャ

ンスが多くなり、各地の港を訪れる幸運を手にしたのでした。

・・昭和59年4月100回潜航達成（1984年）

同年6月相模湾初島沖のシロウリガイコロニー発見は、最初から狙って潜航したのではな

く、神奈川県水産試験場の研究員が、相模湾水産資源調査の一環で初島に向けて航走中、谷

間に生息する移しいエゾイバラガこの大群と遭遇して、追跡していると目の前に白色の海底

が出現したのでした。三浦半島や丹沢山系に化石としてみかける貝と似ているが、専門では

ないからセンターで研究してくださいと提供されたものでした。後で聞くところによると、

国立博物館に1個体のみある幻の員で相模湾を随分と探したか、採集できなかったとのこと

です。貝が崖の中腹に生息しているとは想像できず、泥のみの平らな海底を探していたもの

と考えられます。折角の提供でしたが直に研究とはならず、翌年日仏KAIKO－m払I計画で

仏

国潜水船「ノチール」により、南海トラフや日本海溝で冷湧水に伴う生物群集が発見されて

から俄然、初島沖のシロウリガイが注目され始めたのでした。どうあれ日本の冷水湧出帯生

物群集研究の始まりであり、最初の拠点であることは間違いなく、これからも初島沖詣が続

くものと思います。

・昭和60年10月200回潜航達成（1985年）199回目には女性研究者も潜航されるなど、研究分野も幅広くなり調査内容も体験潜航－2s －



から発見、実験へと進み始めておりました。海底に鯖を餌に300m程延縄を展張して、魚

の食餌を観察することで潜航しました。ところが延縄の展張段階で延縄が潜水船のスラスター

に絡まり、否応無しに浮上せざるを得ないことや鮫と運動会の綱引きよろしく延縄を引っ張

り合いしたことが想いだされます。

1979年（昭和54年）東太平洋海膨で熱水噴出孔が発見されて以来、日本近海でも存

在すると鋭意探査しており、「しんかい2000」でも毎年沖縄トラフで発見に努めました

が、1年2年と空振りに終わりました。やっと見つけたのか40度に満たない温水のユラギ

でした。チムニーといえば5cm程度のもので、採取しても波間に揉まれて流されてしまう

程の小さい物でした。それでも熱水沈殿物発見として大喜びをしたものでした。一方、国際

協力としてハワイ大学の研究者が「しんかい2000」で潜航調査を行い、日本からも米臥

仏国の潜水船に乗船できる国際交流の道が開かれました。

・昭和62年9月300回潜航達成（1987年）小笠原や沖縄の海底から熱水噴出孔の発見が続きました。特に小笠原の海形海山のカルデラ内火口付近ではチムニーが林立しており、大岩がごろごろ点在する海底で着底できず、吹き出す熱水も黒色ではないが視界を悪くしており、立往生する場面がしばしばありました。一度行った場所でもなかなかたどり着けないことが起こり、研究者に迷惑の掛けどうLでした0当時の母船の位置はロランCで測位しており位置誤差が大きく、たとえ最新鋭の音響航法装置を持ってしても抗しかたく、現在のGPSによる船の測位誤差からみると雲泥の差があります。また、毎年潜航しているのに地形が判らず、目印が無くなり迷子になるのは位置誤差もさることながら噴火により地形が変化したとしか考えられませんでした。なにせ、長崎の雲仙岳火口に直接入り込んでいるようなものです。陸上では無謀として出来ないことが、海では水圧で押さえられて可能とはいえ、何時なんどき噴火するか判りませんから、潜航の安全性を確保するうえで火山情報、変色海域のニュースに細心の注意をはらいました。潜航の前にはカルデラの内外にXBTを投入して、海水温度に異常がないか、海水に変色がないか確認をしてから潜航を実施してきました。今後も海底火山に潜航する場合は、常に噴火を念頭に置かなければならないことと思います。海底で遭遇する自然的な海底噴火や乱泥流、地震等については事前情報によりある程度の予測が可能であり、また頻繁に発生するものではありませんから、それほど神経質になることはありません。しかし、潜水船にとって危険極まりないのは人工的なものです。世界の潜水船の事故の9割方は人工物によるもので潜水船に害を及ぼしており、特にロープ類が船体に絡まる事故が大半です。沈船や魚礁に放置されているロープ類には注意を払わねはなりません。通常、沈船や魚礁は事前に安全が確認されなければ近づきませんが、保護魚礁の調査の時、周辺は捨てロープや放置漁網があり危険ですからそれならば中央は綱を引きませんので安全と魚礁の中心部に潜航して世界で初めてズワイガニのカップリングを観察したことが’3e －



ありましたがやはり危ないとしてこの1回のみの潜航としております。また、水面でも危険は潜んでおりまして浮上時に他船舶との接触が一番恐れる事態です。東京湾出口から伊豆半島下田沖までの海域は、一日に500ー700隻の船舶が通航しており、悪いことにこの船舶の通航コースの下に、日本最大の溶岩流の跡があります。またシロウリガイのコロニーも発見されており研究者が潜航を熱望する海域であります。通常、船舶は衝突を恐れて十分距離が離れていなければ船首前方を横切りしたりしませんが、同行なり行き合う場合は衝突の恐れはないとして、かなり近くまで接近してきます。このため潜水船の浮上時には他船に注意喚起をして遠ざかる様に連絡し、回避してくれるよう協力を仰いでおります。しかし、相手船からみれば潜水船が浮くなど想像もしていませんから平気で近づいてきます。大型船は船舶電話で連絡とれますので、だいたい回避してくれますが漁船や釣り船、レジャーボートは、こちらの注意喚起などおかまいなく航走してきます。このため船舶が編軽する海域での潜航は、司令にとって一番神経を使い、緊張する潜航となります。「しんかい2000」の緊急時に対応する装置として、無人探査機「ドルフィンー3K」が建造されました。「しんかい2000」の救難手段としては潜水船自体に緊急設備がありますが、ロープ類に絡んだ場合は切断する手段がありませんから、米国の無人探査機「カープ皿」を日本に派遣してもらう協力協定を締結して備えていました。しかしながら時間的な制約や国内での運搬手段などに障害か考えられ、日本でも自前の無人機を建造することになったものです。日本では初め七の3300m大深度無人探査機ですから、産みの苦しみを味わいました。無人機本体と支援母船とを結ぶテザーケーブルに集中してトラブルが発生し、なかなか解決策が見つからず、これは使い物にならないと一時陸揚げ保管の憂き目にあいました。テザーヶーブルの振れを計測するトルクセンサーの開発やケーブルの改造により使える目処がたち、いまでは潜水船の事前調査や単独調査に威力を発揮しております。最近ではロシアのタンカー「ナホトカ」号や学童疎開始「対馬丸」の調査を行い、センターの深海調査技術を世に知らせる大活躍をしております。一つの母船に潜水船と無人探査機を同じ支援母船に搭載して調査潜航に使用しているのは世界で日本だけですから、それぞれの能力を最大限に発揮して効率良く、効果的な組み合わせによる深海調査に役立ていくべきものと思います。小笠原方面では毎年調査しており、いろいろと新しい科学的な知見を得ておりました。特に海形海山では、目のないカニ「ユノハナガニ」が発見されました。センタ・で採取した生物で学名を名付けられた第一号です。熱水噴出孔生物群集の一員で、熱水の噴き出すユラギの中で体が白く、カニの群れるさまから名付けられ、その名は温泉に舞う「湯の華」に由来しております。このユノハナガニの発見にまっわるエピソードを紹介します。潜水船が潜航する前には、カメラ付きの曳航体「ディープ・トウ」で潜航コースの安全を－31 －



確認しております。このときも小笠原海形海山で事前調査をしました。前年も潜航した海底

で火山カルデラの中腹がモニターに写り、見慣れた地形とごつごつした岩肌で、ところどこ

ろに白い斑点がみられ、熱水に近いと誰もが思って画面を見入っていました。「あ！動いた」

と突然大きな声をあげる者がおります。10人程の目が一斉に振り返えり、見ますと今年入っ

た新人の研究者でした。去年潜航して動くものなど視認しておりませんから、何を言うかと

皆から無視されました。本人も恐縮して恥じ入る次第でしたが、録画を再生して確認したと

ころ、白い斑点として見ていたものが動いておりカニでありました。このとき声をあげなけ

れば多分、他の地点に潜航していましたので、カニの発見は2ー3年遅れたかもしれないの

です。

・平成元年4月400回潜航達成（1989年）相模湾のシロウリガイ調査は初島沖を初め、東京湾の人口にある沖ノ唯にも生息しており、研究者は活気づいていました。各海域においてもそれぞれに特色ある研究成果を挙げており秋田のハタハタ、山陰沖のズワイガニ、三陸沖のメヌケ等の水産資源調査から沖縄南西諸島の伊平屋海嶺、伊是名海穴、奄西海丘等の熱水噴出発見と大活躍でした。特に伊是名におけるブラックスモーか－の発見は大トピックスでした0330度を越える熱水が10数mの高さに吹き上げる状況は、この世のものではないといえるでしょう0発見も偶然というか、午前中の熱水噴出探しを中断して昼食を終えたクルーが、停止し着底していた潜水船をいざ再開と、少し動かしたときに3m先に見つけたものでした。発見までの足跡を辿りますと伊是名には熱水噴出がある、それもブラックスモーカーかあると研究者グループは、カルデラの最深部から東西南北に4つの潜航コースを設定して調査したのですか、海況不良と機器故障によりカルデラ底から北東方向に1つの測線を残して断腸の想いで2年目の調査を打ち切ったのでした。その後、日本の研究者も参加したドイツの研究船「ゾンネ」号が沖縄南西諸島方面の調査中、伊是名のその残りの測線をドレッジして、生成されたばかりの若いチムニーを採取し、カメラでもチムニーの存在を確認しました。3年目の調査が始り日本の研究者は、たった1つ残った測線に熱水噴出があった不運と「ゾンネ」号に先を越され、庭先を荒らされた悔しさをはらすために、何が何でもブラックスモーカーを見つけるのだと意気込んでいました。必ず、ここ伊是名にあるとして3年も探した結果が、前触れもなく発見されたために呆気ない幕切れとなり拍子抜けしたものでした。伊是名のブラックスモーカーは北西太平洋では初めての発見であり、その後に見つけられた日本近海のチムニー群と比べてその規模は比類ないものです。また、海底の泥の下には炭酸ガスが液状になって貯蔵されており、掻き回すと舞い上がる光景を見つける世界的な発見が有りました。初めは石油のような油分が泥の下に隠れており、シャボン玉状の気泡が浮き上がっているものと感じまして、まさか炭酸ガスとは思いもしませんでした。残念なことにこのような貴重な研究対象が、付近に設置された浮き魚礁のため現在、潜航調査できない状－32 －



況にあります。浮き魚礁本体は流れてしまい無いのですか、係留ロープの比重が軽く浮くタ

イプのため、潜水船に絡み付く恐れがあるとして潜航海域を制限しております。早く無人機

等で探査して撤去するなど対策を講じたいものと念じております。

・平成2年9月500回潜航達成（1990年）駿河湾で2000mの海底から得た泥から、極めて強力な石油分解菌が世界で初めて発見されました。陸上にも似た菌はいるそうですが、海に入れると死んでしまうとのことですから、海から採取できたことは今後の石油による海洋汚染の防止に役立つものと期待されております。海底から泥を採取するのは船上からもできますが、無菌状態に保った採泥器を使って狙った場所において品質よく泥を採取できる技術は、潜水船の魅力でしょう。「しんかい2000」は世界の潜水船と較ペても遜色ない優秀な潜水船ですが操縦性、作業性に若干、見劣りを感じます。他国の潜水船にくらペ船体が大型で重量も重いために航走スピードは同じでも小回りが苦手のうえ、潮に横向きに流され易く、マニピュレータも一基のため採集作業にスピーディ性がありません。反面、頑丈なことは優れており少々岩や崖に衝突してもダメージは少ないのですか、過信すると痛い目に会います。駿河湾は2000mを越す水深が湾の奥まで陸岸近くにあり、地震研究やプレート運動の調査に重要な世界でも稀な場所ですから大勢の研究者が潜航しました。特に松崎沖にある水深1800mの峡谷は、荒々しい岩肌が垂直に切り立ち、露出している幅200m程の谷間です。プレート衝突の証となる冷湧水があるはず、シロウリガイが生息しているはずと潜航しました。流れの強い狭い海底で流れをせき止めていた岩影から身を乗り出すと、流れの本流に捕まりあっと言う間に流されました。潮汐の流れか強く、推進装置では姿勢を制御できず、潮のなすがままに潜水船は横向きになり岩にぶつかりながら流され、やつとの思いで上昇離脱したのでしたが、無残にもマニピュレータとスラスターに大被害を被りました。被書甚大なために何等かの処分が必要として潜航決定の判断不適、操縦の判断不適として、司令と潜水船船長に厳重注意の処分がありました。後日になりますが潮の一番遅い時期を選び、調査コースを再検討して再度挑戦し、調査目的を達成したことが忘られません。調査潜航も10年近くになりますと、研究者の中にはっきりした傾向が現れてきました。ほとんどの研究者は年に1回しか潜航のチャンスがありませんから、事前の準備を万全に資料も沢山かかえて乗船しますが、悪いことに本人も気が付かないまま、貧乏神を背負って乗船してきます。「嵐を呼ぶ男」つまり雨男です。その人が乗船すると必ずと言ってよいほどに海は海況不良になり、本人の潜航はもとより他人の潜航まで潰してしまう人です。貧乏神が乗り移ると2ー3年は続きますから、周囲からのけ者にされて調査潜航の同行を嫌われますので悲惨なことです。ある研究者は「なつしま」に乗ること丸3年、一度も潜航できません。同じレグの他の研究者は潜航できているのに、当人の番となりますと海況不良となりました。他人の予備日を失敬しても潜航できないと徹底して貧乏神は許してくれません。これ－13 －



以上潜航できなければ今回でもって研究も終わりと覚悟を決めて勇躍、小笠原に向かうペく

自宅を出ようとしたら「なつしま」から電話があり、「台風が近づいくるので、これから海

域を離れて館山に避泊するため、あなたの乗船日は不明」と連絡を受けて絶句したとのこと

でした。

また、老教授は、若手研究者に温情をかけて先に潜航させているため、本人の番では常に

荒れて潜航できませんでした。退官も間近ですから何が何でも潜航するとして待ちましたが、

一向に晴れません。いたしかたなく行動日程を3日間延長して待ちましたが潜航できず諦め

なければなりませんでした。米国のアルビン号に乗る外国出張が予定されており、これ以上

日程を伸ばせないのです。そしてアルビン号でも時化のため潜航できなかったとのことです

から、貧乏神に取りつかれると傍からみていて気の毒でなりません。一方、運の強い人もい

まして10年間一度たりとも潜れないことなく、パーフェクトに潜航している研究者もおり

ます。

センターの研究者も例外でなく、年に何回も潜航しますから一度取り付かれると顕著に判

りますので研究者は戦々恐々です。なかでも非常に恵まれない雨男がおりまして、何とか貧

乏神を他人に移すことができ、さばさばとして潜航していた顔が思いだされます。移された

研究者はそれは意気消沈しますが、直に他人に移すことに精力を傾け、何も知らない新人の

研究者を調査潜航に同行するのでした。

しんかい2000 の世航チーム･ 卜成29｢19 川
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・平成4年4月600回潜航達成（1992年）伊豆・小笠原の海底には多くの海底火山が存在しておりますが、その中でも一番活発に活動しているのは水曜海山です。切り立つカルデラの内壁に火山活動にともなう熱水が至る所に吹き出し、小型ですがチムニーを作っております。周辺にシンカイヒバリガイ、コシオリエビ等の熱水依存性の生物群集が生息している様子は、見てはならないものを見ている畏れと、地球の鼓動を聞いている感動を与えてくれます。そしていま目のまえで熱水から重金属を析出して金や銀を含む岩石が生成され、いわゆる熱水鉱床が見られるのです。その光景を見つめていますと不思議な世界に入り込んで茫然自失、唖然としてしまいます。その興奮は時の経つのを忘れさせますから、潜航時間が短いと研究者からはよく云われまた。研究者は、調査潜航で無駄なロスの多い海底航走を嫌がります。研究目的が達成されず空振りを恐れますから、誰も一度も見ていない海域を新規に開拓することをせず、潜航実績のある海域で、無難に研究を行う消極的な調査となります。年に1回の割当しかない潜航ではいたしかたありませんし、要求することが無理でしょう。極力回数の多いセンター研究者の潜航のときに、できるだけ調査範囲をひろげる手段を講じておりますが、それでも限度があります。従いまして「しんかい2000」運航チームは、年15回の試験・訓練潜航を利用して少しでも調査研究に役立てばと、できるだけ初めての海域を選んで潜航し訓練に励んできました。その中での大ヒットを披露します。駿河湾は伊豆半島が衝突し南海トラフへと続く地形のため、必ずや相模湾と同じ冷湧水による生物群集がいるものと言われていました。シロウリガイがいると信じて駿河トラフの峡谷に何回も潜航しましたが、発見には至りませんでした。地形地質の調査が狙いですから最深部の海底調査に重点が置かれており、シロウリガイだけを狙って潜航することに難色を示しておりました。これまでは広範囲に調査海域を変更することはありませんでしたし、特に伊豆側の急崖で1500mより浅い水深の調査が抜けておりました。引き渡し後10年も経ちますと運航要員も若返りが必要ですから、若手のパイロット育成のためとして駿河湾の浅い急崖を登る訓練を実施しておりました。水深の浅い海域をターゲットに訓練潜航を行い、あわよくばシロウリガイを見つけようとしました。これまでの経験から平坦な泥の海底より急崖の中腹で棚状になっている砂地の部分でよく見かけますので、海底地形図からそれらしき海域を運んで潜航しました。航走すると堆積物が舞い上がり、潮もないため視界が悪く海底を視認することも難しい状況でした。大岩の傍に着底して視界の晴れるのを待っておりましたところ偶然に足元に貝らしさものを見つけました。。「只今、シロウリガイらしきもの観察中」と潜水船からの報告に探し求めたものが狙い通り見つけることができ、欣喜雀躍としたものでした。運航要員が発見した員に「スルガシロウリガイ」と命名されました。この歓びは例えのないことですが、研究者にとって潜航機会があれば必ず発見できるものですから、複雑な気持ちのことと思います。反面、訓練潜航ですので研究者は潜航できませんが、運航チームは少しでも発見のチャンスがあれば、もで
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きる限り、研究者に役立つようにと要望に応えております。

・平成5年8月700回潜航達成（1993年）

北海道南西沖地震の調査潜航は、一刻も早く海底崩落の状況を調査したいと研究者の要望

が強く働き、本震から1カ月後の時期で震度3程度の余震が続く不安定な状況の中で実施さ

れました。「ドルフィンー3K」による事前調査を行い、潜水船の潜航ルートの安全を確認

すること、余震情報を早めに連絡できる監視体制をとること、急崖や急峻な断層等の岩石落

下の危険のある場所には近づかないことなどの条件で潜航いたしました。1500mの海底

で視認したものは、浅瀬の岸辺近くの生物群集が、そのまま流されたとしか言い様のない

「異様な雰囲気」の海底状況でした。生物の多くが地震により発生した土石流によって埋も

れ、水深の深い方に流されたものでしょうか。そこから続く泥の海底は大きく裂かれた断層、

割れ目が無数に見られ、その数は移しいものでした。海底にはベニズワイガニの生きたの死

んだのか大量に散乱し、液状化現象の噴砂が見られました。マグニチュード3程度の余震が

日に3ー4回必ず発生しました。幸い何事もなく海底調査は無事終了いたしました。地震国

日本の潜水調査船として地震後の潜航調査は、今後においても避けては通れないことでしょ

うから、科学的根拠に基づいた安全対策を施しながら、この教訓を活かしていければと思い

ます。

余談ですが日本海の名物ズワイガニは水深300m位、ベニズワイガニは800m位までしか生

息していないとして、1000mを越える深さでの漁は今までありませんでした。奥尻島の水深

1500mを越える海底にベニズワイガニが多数生息していることが全国にテレビ放映されたた

め、水深が一気に拡大されて漁が始まりました。翌年奥尻島の地震調査ではカニ篭が沢山設

置されており、調査潜航が出来ず中止せざるをえないことかありました。地元漁民との調査

海域の事前調整が重要であるとあらためて認識しました。

「しんかい6500」「かいこう」と次世代の潜水船・無人機が完成し、調査潜航に従事

しており運航も軌道に乗り始めました。センターで4隻もの潜水機器を運航することについ

て要員の確保から経費の面を含め、財政当局から効率的運航を強く求められました。実証機、

試験機としての意義は終わって、研究開発の要素が薄れてきたうえに、安全に潜航作業を行

う技術も確立されたこと等、総合的に検討した結果、「しんかい2000」「ドルフィン

ー3K」を民間に運航委託することが決まりました。スムーズな運航委託が行えるように、

潜航技術の取得のため委託先のパイロット養成を2ヵ年計画ではじめました。

・平成7年6月800回潜航達成（1995年）センターの船舶は世界中を調査しておりますので、いろいろな海難事故に遭遇します。「かいよう」がミンダナオ島の日本人ダイバーの遭難を捜索したり、「なつしま」は小笠原方面で火災を起こしている台湾漁船を見つけ、漂流している船員を救助したことや、沖縄那－∃6－



覇港で着岸中、突風で流された大型船に衝突されました。訓練潜航中の「かいこう」は予定

を変更して、宇宙事業団の「ハイフレックス」を捜索したこともあります。幸い潜水船に衝

突事故はありませんが、伊豆熱川沖で漁船にニヤァミスされたことがあります。一方、「ド

ルフィンー3K」には海上自衛隊からヘリコプター捜索の要請があり、城ケ島沖で一日5回

潜航しました。ハードな行動ながらやらなければならないと使命に燃えて調査いたしました。

潜水船による調査・支援の要請は常に一番初めにありますが、有人の潜水船であることか

ら他に代替えの手段がなく、潜水船で行うことが最善であること、人の目で確かめることが

どうしても必要不可欠であることと判断され、かつ、潜水船の安全が確保されると認められ

る場合に潜水船を使用することもあるとしているので、いままでに遭難事故の調査に使用し

たことはありません。替りに「ドルフィンー3K」で代用させていますか、作業能力から危

険回避まで捜索・救助については無人機の方が優れており、事実幾多の実例もあることから

今後においても、この姿勢は変わらないものと思います。

阪神大震災のとき「なつしま」は、川崎重工神戸造船所に入渠しておりました。未明の地

震でドックの盤木が傾き、船体が滑ってソーナードームを破損し、船底の一部に損傷を受け

ました。神戸市内の大災害からみればたいしたことではありませんが、造船所自体が機能麻

捧しましたので、「なつしま」は四国の坂出に送られて修理することになりました。潜水船

は2隻とも検査工事中であり、耐圧容器以外の機器装置等はバラバラに分けられて三菱重工

をはじめ、神戸方面の各メーカーに送られておりました。開放点検のため隅々まで分解され、

箱に入れて格納しておりましたから地震によりひっくり返り、泥に埋もれてしまいました。

水が引いた後、部品を清掃しても海水に浸っておりますから使い物にならず、全て新造する

ことになりました。この時の三菱造船所の担当者達は、個人的な悲嘆も見せず、潜水船の復

旧のために頑張ってくれました。私どもは被害の甚大さに気が付かず、潜水船のことばかり

気に掛け、あれこれと多くの注文を出して被災者の気持ちを察する配慮に欠けておりました。

それにしても家族や地域の復興に努めながら、さらに潜水船の復旧に全力を傾けていただき、

あらためて重々なるお詫びと甚大な感謝をいたします。

・平成8年9月900回潜航達成（1996年）潜航調査15年目にして、初めて外国で調査することになり、パプアーニューギニアのマヌス海盆で日仏国際共同研究として調査潜航を行うことになりました。「しんかい6500」で調査して2000mより浅い所に、熱水噴出孔があることはわかっておりましたので、生物関係の研究者が主体となって潜航いたしました。調査海域は赤道付近のうえ島々に囲まれていますので、ほとんど風が吹くことなく30回の潜航を全部行うことができました。外航における頭痛の種は故障対策です。折角、遠く外国まで出てきてトラブルのため潜航できないのでは研究者に迷惑をかけるばかりか、運航要員としての立場がありませんですから、出港前の整備に万全を期して臨みました。赤道直下ですので、温度上昇による機器への影響をーﾖﾌｰ



心配しましたが、杷憂に終わり安堵した次第でした。

・平成10年4月1000回潜航達成（1998年）

熱水やシロウリガイからガスハイドレード調査、中層域の極小生物調査、日本海の重油汚

染の追跡調査等、新しい研究が行なわれ、従来の研究と合わせて多種多用の研究分野に潜水

調査船、無人探査機等が利用されるようになりました。

事前調査機器の発達は目を見張るものがありまして潜航海域の事前調査の内容は、飛躍的

に向上しました。詳細な水深が判る測深図、海底地形をカラーにて3次元に鳥轍できる海底

地形地質図、視野が広く鮮明な海底の状況を写しだすスーパーハープカメラの映像技術等に

より調査予定の海底状況が大体、事前に把握できるようになりました。これにより研究者が

要求する最重要地点に迅速確実に誘導し、調査の主体を人の目で見なければならないことに

集中することができるようになりました。これまでは不確定のまま行ってみなければ判らな

いと潜航して目標を探すのに無駄に時間を費やし、調査目的を達成できず徒労に終わったこ

ともありました。驚くような新しい発見も偶然に見つけたことが多かつたのですが、目的を

定めて事前に確認することで空振りはなくなり、研究も飛躍的に向上してきております。

「しんかい2000」の寿命は建造時に一様の目標値を掲げており、建造後10年または

1000回の潜航としておりました。現在のところ船舶年数は大幅に伸ばしても支障ないし、

潜航回数も2000mまでの等価潜航回数に置き換えるとまだ十分に使用に耐え得るとして

おります。多種多様な深海調査研究のニーズに応え、今後2000回潜航を目指してさらに

前進を心掛けていきたいものと思います。

結び「しんかい2000」の旅路は長いようで短く、苦労の連続かと思えば楽しきことも数多くあり、やり遂げたかと言えばまだ道半ばと思いは複雑です。「しんかい6500」は東太平洋海膨から大西洋・インド洋と調査を伸ばし、世界一周を行っております。「しんかい2000」も国内専用からマリアナ海域、マヌス海盆へと外国に進出するようになりました。一方、無人探査機「かいこう」はハワイ沖海底調査で本格的に国際協力に参加しておりますし、「ドルフィンー3K」も単独調査で行動する機会か増えております。これらの深海調査機器の盛況をみるとき、潜水調査船による深海底の調査とは、どのようなものか想像もつかず、事前調査機器も乏しい中で調査潜航が行なわれ、試行錯誤を繰り返したことが昨日のように思いだされます。「しんかい2000」とともに明日の光明を信じて邁進し、想像を遥かに越える深海の営みを少しは垣間見ることができましたが、まだまだほんの一部の科学的知見を得たに過ぎません。17年の歳月が経て強力な深海調査体制が整ったことですから、各種の調査機器を組み合わせた事前の調査結果から科学的根拠によるデーターを導きだして調査ターゲットを練り、- ≪･



狙い通り優秀な研究成果を挙げることが求められております。またそれに応えられる船舶運

航と観測支援の体制が整ってきましたので、今後の潜航調査は大いに期待がかけられます。

山があるから山に登り、海があるから海に潜るのは当たり前のようですが、前を遮る障害

を乗り越え、誰も成しえない未踏への挑戦は研究者であれ、オペレーターであれ、心を掻き

立てるものです。海は地球に残された最後のフロンテアといわれています。未知なるものへ

の憧憬がある限り、深海への旅は途絶えることはないでしょう。未知への探求の最先端にい

るわれわれは、その環境に感謝し、心して期待に応えるべく努力していきたいと思います。

3 争



「しん かい2000 」の海洋科学技術における意義

西村 一

私と「しんかい2000」との出会いは、今から12年前の昭和60年、電線コネクタ絶縁不良

の

問題が片付いて本格的な研究潜航が順調に進み出した頃です。運輸省から科学技術庁の海洋

開発課（現海洋地球課）に出向し、JAMSTEC担当となったその日はROVのホーネット5

00の亡

失事故で深夜まで課内が慌ただしい状態でした。その後もあまり間を置かずに鬼界カルデラ

で深海曳航体の亡失があり、「海洋では亡失はつきもの」とまず頑に刷り込まれました。

「しんかい2000」の浮上不能事故を想定し、すでに米海軍のROVのCURVTHIを空輸

する手

順書もJAMSTECで作られていて、そのための日米間での文書の取り交わしについて外務省

と

の相談が行われているところでした。この方法で「しんかい2000」の船内生存可能時間内に

救助できるのかを突き詰めていくと、どうしても不確実性があると言わざるをえません。そ

れが「しんかい2000」ノ「なつしま」ノ「ドルフィンー3K」、「しんかい6500」ノ「

よこす

か」ノ「かいこう」(UROV-7K）のいわゆる3点セットの背景にあります。

これはほんの一例に過ぎないのでしょう。「しんかい2000」が人身事故なく1000回潜航

を

達成したことの裏には、関係者の安全性確保について、もつと多くの苦労の積み重ねがあっ

たものと思います。なにをさておいても深海での有人潜水調査を安全で実用的なレベルに導

いたこと、「しんかい2000」の日本の海洋科学技術における意義の第一はこれでしょう。

第二の意義といえば、深海での総合研究という新しい分野を生み出したことではないでしょ

うか？　当初は各省庁別に潜航回数を割り当ててテーマ募集する方式でスタートし、

JAMSTECは「深海調査手法の研究」という位置付けでした。それから、プレート境界海域

、

海底火山域などの重点海域を設定してテーマ募集する方式に転換したのかこの頃です。これ

はキーエリアに潜航回数を集中させ、固体地球分野と生物・化学などの分野が協力した領域

横断的な研究を可能としたことで、その後の「しんかい6500」、「みらい」の利用方法にと

どまらず、JAMSTECにおける研究の基本形態にもなったと言えるのではないでしょうか？

この総合研究の誕生の理由はいくつかありました。当時、6000m級潜水調査船を予算要求

するうえで「しんかい2000」の成果が問われていました。特に熱水活動や地震に関係する研

究成果を出すには、相模トラフ、駿河トラフ、沖縄トラフに潜航回数を集中させなければと

いう切迫した事情がありました。

もうひとつは、「しんかい2000」の利用料金問題です。民間に有料で使ってもらうよう財

政サイドから求められていました。逆に言えば、潜航費用の大部分をJAMSTECの出資金で

負

担する理由付けが必要であり、それを「多数部門の協力による総合的試験研究」として40



JAMSTEC自身が外部の協力を得て取り組むという位置付けにする必要に迫られたことがあ

り

ます。

こうした転換を果たすうえで、いったん省庁別に割り当てたシェアを大きく変えるかもし

れないことで反発されるのではと心配しましたが、当時の堀田　宏運航室長（現理事）がこ

の新しい考え方を「しんかいシンポジウム」で提案し、研究者から歓迎されたことに力づけ

られ、奈須先生を座長とする検討会で新しい5ヶ年計画を策定し、当面の重点4海域と総合

調査研究4課題を設定しました。

そのお陰か、生物コロニー、チューブワーム、熱水活動など果たして日本周辺でも見つか

るだろうかとの心配を払拭する発見が相次ぎました。初島沖コロニーで東大海洋研の石井輝

秋さんが鮮明で美しい写真を撮影し、それを写真週刊誌フォーカスがカラーグラビア見開き

ページ全面に掲載してくれました。発売日が6000m級潜水調査船を大蔵主査に説明する日に

間に合うよう、担当記者には苦労していただきました。説明の日の朝に数冊のフォーカスを

買い込み、「おかげさまでFしんかい2000」はこんな大きな成果をあげています」と説明す

ることができた喜びは今も忘れられません。

「しんかい6500」を生み出す原動力となつたこと、それが第三の意義でしょう。

そういうこともあって、「魅力ある写真」は海洋の重要性を分かってもらうために千金に値する。これが私の頑に刷り込まれた2つ目のものです。当時、「しんかい2000」の成果は1レグ毎にプレス発表していました。発表に立ち会う者として、潜水船が深海に潜って何ができて何ができないかをずいぶん勉強させてもらいました。例えば、キンメダイなど水産資源の生態についてはスクリュー音で逃げるのか期待された映像が得られず、また、平凡な海底の映像が多くて、結局堆積物の表面しか見えなくて地震研究の役には立たないのではと心配もしました。そのうち、シービームや曳航体などの事前調査が進展し、崩落崖や露岩が現れている場所にピンポイントに潜るようになったんでしょう。変化に富んだ海底地形や色彩豊かな生物の映像が増え、ああ、これなら十分に科学研究の手段になりそうだなと安心したものです。今から振り返ってみても、「しんかいシンポジウム」に掲載される論文数の増加にも増して、1つの論文の共著者数が著しく増え、中身の濃い論文揃いとなってきた印象を受けます。逆に潜航ポイントが集中しているせいで新たな発見の機会を減らしてはいないか少し心配ですが。当時に比べて、深海調査は定常状態になったといいましょうか。あまりニュースに登場しなくなってしまいましたが、それでも、日本の中で深海の世界が少しずつ身近な存在になってきたように思えます。3ー4年前にミスター・チルドレンが「深海」というCDアルバムを出した時は時代は変わったかなと思いました。TVゲームでも潜水船を操船して深海を探検する「アクアノートの休日」や「Deepsea Adventure」が発売された時ばさっそく買いました。 一41 －



残念ながら拡大軸とかチムニーとかは登場しませんが。

当時、記者クラブで再生されるカラー映像の美しさには、私も記者と一緒に惹き込まれて

しまいました。「しんかい2000」の計画時に、どうせ太陽光の届かない世界だからTVカメ

ラ

は白黒で十分ではないかとの議論もあったそうです。

美しいビデオ映像に比べて、なぜ鮮明な写真が少ないのか、当時、堀田室長によく愚痴を

こぼしたものです。研究者は限られた潜航時間の中でできるだけ広いエリアを観察したいの

で、停船して十分な光を当てて接写することがどうしても少なくなってしまうそうですが。

今でもその傾向はあまり変わっていないようで、液体二酸化炭素の海底噴出という「世界初

の発見」について、鮮明な写真がないことでどれだけ損をしているか計り知れないと思いま

す。

「しんかい2000」の映像は、夜中に雪の山道を懐中電灯で照らして歩く印象がありました。

接近すると豊かな色彩の世界が浮かび上がってきます。あれから10年後、JAMSTECに勤

務

することとなり、ドルフィン3Kの新しい低照度TVカメラの映像を見て珊瑚礁の中かと錯覚

するほどの美しい映像に驚かされたものです。実は、撮像管の性能だけじゃなくて光の当て

方や信号処理の方法などに大きく依存するんだそうですが。

これでも丸窓を通した肉眼の解像度や視野の広さには遠く及ばないそうで、そのせいでしょ

うか？研究者サイドから美しい映像を追求しようという声はあまり強く感じられません。

そう言わずに、近いうちに、肉眼を超えたW画像が得られるよう改良してもらって、ダイナ

ミックな深海の世界にお茶の間をあっと驚かせて欲しいものです。
忘れてならないのは支援母船の「なつしま」です。当時は世界最大かつ専用の支援母船で、

その後の世界のお手本となった画期的な船です。「ノチール」（仏6000m潜水調査船）の当

時

の母船は外洋タグボートにコンテナを積み上げただけのものですから、ずいぶんの違いです。

6000m級潜水調査船の母船は「なつしま」で十分との財政当局の強い意見が出るのも当然で

しょう。

幸いにして、というと不謹慎ですが、KAIKO計画で「ノチール」が来日した際、母船の荒

天中での揚収能力不足のために長時間の曳航を余儀なくされ、乗員が強度の船酔いで本国に

送還されました。また、「しんかい2000」が深海調査でヒットを連発してくれたこと、それ

と「ドルフィンー3K」との3点セット作戦が功を奏して「よこすか」の誕生に結びつきまし

た。

この1万m級事前調査救難装置（つまり、後の「かいこう」）の同時搭載も可能な新母船

の一般配置図を初めて見た時は、こんな巨大母船がこの世で許されてなるものかと思いまし

たが、よくぞ1mも削られることなく実現したものだと思います。これも「しんかい2000」

ノ「なつしま」システムの完成度が高かつたおかげでしょう。

「なつしま」は1982年に日本で初めてエルニーニョ発生中の西太平洋に単独派遣されまし
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た。これ以降、船は変われど同海域の観測が継続され、今日の「みらい」とTRITONブイ・

シ

ステムの構築に通じる新しい道を切り開いたわけです。「しんかい2000」の事前調査という

重要な役割を中止して「なつしま」を緊急調査に派遣することを決断した当時のJAMSTEC

関

係者の柔軟な発想と英断に敬意を表したいと思います。最後になりましたが、起死回生で存続することとなった「しんかい2000」ノ「なつしま」

システムは、今後も運航が継続されるかについて大きな岐路に差し掛かることでしょう。使

えることが当たり前という惰性があるとはよもや思いませんが、いったん終了時期を決めた

うえで、新たな中深度の深海調査の在り方を再構築することが必要な時期に来ているのでは

ないでしょうか？

り



輝く深海の初体験

鮗企百部長 干場 静夫

ある春の夜明け、「なつしま」は御前崎を出て駿河湾に着きました。ゆったりとしたマン

ホールから入り、直ちに潜航です。「しんかい2000」は物凄い早さで潜りだしました。青い

海の天井がまたたく間に闇に消えて行きます。すると300メートルを過ぎたあたりから、

突然、輝く深海の世界が開かれてきました。青白く光るマリンスノーが見えてきます。上か

ら下へと降っているはずのマリンスノーは、船がどんどん沈むので、まるで無数の輝く光り

の筋のように上へ上へとかけ上がっていくのです。そうしているうちに、はつ！と気かつき

ました。その、光りの筋のカーテンの向こうに、もつとゆっくりとした、闇の中にほとんど

動きがないかの様な世界があることに気かつきました。そこでは、白銀色のマリンスノーは

動きを止め、なにやら金色の光の帯がゆったりと動めいています。透明で発光する細長い生

き物です。いくつも、長さは1メートルから3メートルもあるのではないかと思えるものも

います。赤く光るクラゲもいます。船の潜る早さは、実は眼の前の水流にだまされたほど早

いものではなかったので、少し遠くのものは、汽車の窓から見た遠くの景色がゆっくりと流

れるように、止まってみえるのです。無数の光りの中から突然オレンジ色の小さなエビが窓

にまとわりついてきます。「しんかい2000」の作る水流に巻き込まれ数秒間あるいは、数十

秒間、「しんかい2000」と戯れそして、ふっと視界から消えて行きます。

そうこうしているうちに、いつしか、「しんかい2000」は水底に着底しました。深度17

60メートル。世界で1番深い海です、僕にとって。海底は一面灰色の柔らかい泥で覆われ

ているように見えました。ふとつた巨大な灰色のナマコ、30センチはあろうかというヒダ

ヒダのいっぱいついたアンパン型のヒトデ、銀鮫が身を翻して去っていきます。と思うと突

然全てが真っ暗になりました。「電源喪失」が起こったのです。次の瞬間、二人のパイロッ

トが小さな明りの中で次々とマニュアルに従ってスイッチの操作や計器の確認を行ってゆき

ます。1件3秒からせいぜい10秒の時間で何十項目もの点検を流れるように行ってゆきま

す。断じて申し上げますか、その間数分、私はただの一瞬たりとも不安であったり、恐怖を

感じた事はありませんでした。パイロットやビーグルに対する信頼はもとよりですが、何よ

りも眼の前の暗い海の方に興味を奪われていましたから。私の眼の前の中には発光ダイオー

ドのように赤く光り、とても小さな数ミリ程の生き物がいたからです。その光りは1秒間に

0・何ミリという、物凄くゆっくりとした早さで左から右へ動いて行きます。何だかわかり

ません。赤い光りしか見えませんから。ただ、その不規則な動きからそれがきっと生き物に

違いないと思いました。何分間見ていたでしょうか。突然船内の明りかつきました。何故か

消える前の2倍の強さの明りでした。そして、直ちに潜航中止、浮上です。陸上では多少の
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騒ぎが起こっていたそうです。私はあの小さな光る生き物を持って帰ってこれたらきつと新

種に違いないから、私の海洋生物学者としての、第1歩を記すことができたのかしらと密か

に思いました。

たまたま、故障があったので私はこの潜航に関しては日陰げ者になってしまい、これまで、

皆様に自分の感動をお話しすることができませんでしたので、この場をお借りして御報告し

ます。
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厂しんかい2000」と日仏KAIKO 計画

小林 和男

自然科学の研究にもいくつか異つた手法があるが、私の場合は対象物（地球）を直接見て、

触って測り、できれば煮たり焼いたりする流派に所属する。そのため、私が海洋の研究を

始めて以来最大の課題の一つは、どうやって深海底を見るかだった。1967年に白鳳丸（先

代）が動き出してさっそく手掛けたのか、ピストンコアリング、ドレッジによる底質採取と、

深海カメラ（エジャートン製）による海底の写真撮影だつたのも当然の成り行きであらた。

1969年5月にはさつそく襟裳海山東方の海溝底（水深7，000m）から多数の生物の這

い痕をの

せた堆積物や、海山中腹の玄武岩質枕状溶岩の写真を撮ることに成功した。その後、ヤッ

プ・パラオ海溝の斜面急崖の露頭や、ハワイ・ロイヒ海山の熱水噴出孔跡を撮影し、藤岡

さん達と共著で海洋研紀要に写真集を出した。潜水調査船が使えるようになって真っ先に

飛び付いたのも当然であった。

私自身が正式に「しんかい2000」に関与した最初は昭和55年（1980年）に潜水調査

船開発

研究会の調査観測機器専門部会長を仰せ付かった時であろう。その前年に6000m潜水船技

術

調査専門部会員になっているので，「しんかい6500」の方にいっそう縁が深かつたかもし

れない。1981年には潜水調査船開発研究会委員としても加わって、紀伊水道由良沖の「し

んかい2000」海上総合試験には母船「なっしま」から立ち会うことができた。同じ頃、フ

ランスとの共同研究（後にKAIKO計画と名付けられた協力）の話が進んでいて、当時活躍

し

ていたシエナや、米国のアルビンの実績も調べていた。特に、1974年を中心に実施された

FAMOUS計画の成果はめざましく、潜水船を持つならこのような仕事をしなければという

目

標でもあった。「しんかい2000」の完成は、技術上の金字塔として以上に、自然科学研究

の道具としてかけがえのないことを大いに強調したのだった。

フランスでは1985年早々ノチールが完成し、私もさっそく4月にプエルトリコ海溝での

5，300mテスト潜航に乗せてもらう他、8月には襟裳海山の潜航に乗ることができ、「し

んか

い2000」とはしばらくご無沙汰することになった。この間に「しんかい2000」は相模

湾初

島沖水深1，25伽でシロウリ員を含む生物群集を発見するという画期的な成果をあげている

。

私の手元に1985年9月13日号の写真週刊誌「フォーカス」がある。その真ん中の見開き

ペー

ジに大きく2ページ大のカラー写真（6月19日第177潜航で撮影）が掲載されている。同

じ年

の6月6日にノチールが天竜海底谷沿いの南海トラフ陸側斜面の水深3，830mにシロウリ

貝群集

を発見した。たまたま、私が記者団を淡青丸に乗せて現地を案内した時でもあったので、

テレビニュースや朝刊1面に大きく報道された。初島沖の成果公表はその後だったが、実

は「しんかい2000」による最初の発見はノチールよりも1年ほど前だったようである。
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熱水噴出孔周辺の生物群集は東太平洋海膨で1979年以来見つかっていたが、冷湧

水に伴う生物はこの年オレゴン沖やメキシコ湾で発見され、日本海溝でもノチールによっ

て続々と見つかった。冷湧水は断層に沿ってしみ出して来るので、生物群集の分布が断層

が海底と交わる線のよい指標になるため、私達のような地質地球物理の研究にも役立つの

である。湧出域の海底鉛直温度勾配から湧出水の元々の温度や湧出量が推定できる。潜水

船で採取した湧水の化学分析から、冷湧水中にバクテリア起源のメタンがかなり含まれ、

海底付近ではメタンが海水中の硫酸イオンと反応してシロウリ貝の餌となる硫化水素を作っ

ていることがわかった。

冷湧水に伴う底棲生物群集は南海トラフ東部の陸側斜面で多数見つかった。この海域は

東海地震の予想される場所として注目されているが、本州の下へ沈み込む海底上面の泥が

削られ、積み重なって付加している地域で、南海トラフ軸にほぼ平行な畦と窪みが幾重に

も並んでいる。それぞれが断層で切られているわけだが、どの断層が活動的で、どれは休

止しているかは、その海底との交線に生物群集を伴うメタンに富む湧水が存在するかどう

かによって判定できる。日仏協力KAIKOーTOKAI計画はこれら断層の画定とその活動

度の追及

に注がれることになった。陸側斜面の上半分は2，00伽よりも浅いので、「しんかい200

0」

の出番が回って釆たわけである。

1993年は私が東大海洋研から海洋科学技術センターに移った年だが、日仏協力の中心も

ノチールから「しんかい2000」と「しんかい6500」に交替して、毎年フランスからや

って

来る研究者を交えて共同研究が進められた。私はほとんどの航海で世話役を務めたが、な

にぶん天候が変わりやすい海域であるため、予定の潜航回数をこなし切れない年か多く、

どうしても遠来の客を優先して自分の潜航を中止する羽目にならざるをえなかった。それ

でも司令や船長始め全員の努力のお陰で全体としてはかなりの数の潜航を成功させ、現在

は泥流の流れ道としてはふさがれている細長い窪み（竜洋海底谷）に湧水の存在を確認し

た。逆に、東北東一西南西に延々と連なる東海スラスト沿いには生きている生物群集は見

つかっていないのでこの断層は現在は活動していない（湧水の湧き上り道としては塞がっ

ている）のかもしれない。私が天竜海底谷の壁に潜航した時には、海底谷を流れ下る泥流

に遭遇して、潜水船の窓から一寸先も見えない事態になってしまった。今から思えば、こ

の天竜海底谷は現在の底層泥流の通り道であり、潜航日が沿岸の大雨の直後だつたから、

十分予想される現象なのだが、これも体験してみなければ実感のわかない出来事ではあっ

た。

日仏KAIKO計画もこの3月で一応の纏めに達した。「しんかい2000」はこの研究の推

進に

重要な役割を果たした。まだまだ未解決の課題も多いし、次の間題も見えてきている。

1000回の潜航調査を無事こなした後もさらに新しいテーマに挑戦して欲しいと願う次第で

ある。
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地震発生域への潜航と深海底博物学

深海研究部主幹　藤岡換太

郎

あれからもう5年。それは1993年7月12日に日本海で最大の地震、北海道南西沖地震が発

生した時です。私は丁度この年の8月に現在の住まいに引っ越ししたので日にちをよく覚え

ています。その後1995年には阪神淡路地震が起こり日本列島は地震に対して極めて活発にな

りました。それは地殻変動が活発になったのと同時に一般の人々の防災に対する意識や議論、

そして科学研究のテーマの見直しなども同様です。しかし「天災は忘れた頃にやってくる」

という寺田寅彦の有名な言葉は現在も生きていると思います。

そもそも地震が発生した時海底にはどのようなことが起こっているのでしょうか？このテー

マは最初カナダのグランドバンクス沖で起こったアラスカ地震の際に海底に乱泥流が発生し

たというヒーゼンたちの研究があります。この時にはたくさんの海底ケーブルが次々に切断

され海底に異常に早い何かが流れていたことが証明されたのです。その何かがキューネンに

よって唱えられた乱泥流でした。もし地震の直後に海底に潜っていたらこのような乱泥流に

潜水船ごとやられてしまうのではという危惧がありました。小説「日本沈没」にもそのよう

な話がでてきます。いかにも不気味な感じがします。

深海底の研究設備が完備した現在巨大地震発生のメカニズムやダイナミズムを研究するの

は研究者の使命だと思います。そして今回の地震の様に日本列島に直接被害をもたらした巨

大地震については地震の観測だけではなく地震に関連した自然現象のすべてを観察・観測す

ることは地震現象そのものを解明するためになくてなならない重要なことであると思われま

す。私が「しんかい2000」で調査するために奥尻島周辺の海底に潜った意図はここにあった

のです。

北海道南西沖地震域の海底調査の時にはまずデープトウカメラによって海底の写真をとり、

「ドルフィンー3K」で海底の安全を確認し、さらに北海道大学の地震観測センターの協力

を得て余震の分布や頻度などのデータを毎日もらっていました。「しんかい2000」で潜航し

たのは余震もほとんどおさまった8月のことでした。私はドルフィンー3Kと「しんかい

2000」の航海のためこの年の夏には2回北海道に飛びました。家を変わったばかりで羽田ま

でどのくらい時間がかかるのかわからなくて飛行機に乗り遅れるというドジをしてしまいま

した。幸い函館には三社が飛んでいるので一時間待ちぐらいで乗ることができました。

このとき初めて奥尻島を海上から見ました。遠くに見える海岸線には泥の線がはっきりと

見えていました、いわゆる「津波ライン」というもので泥水がどこまではい上がってきたの

か、つまり津波の高さを知る目安になります。島に上陸したのは次の年に地質学会が北海道

大学で開催されその折に奥尻島の巡検に参加したときが最初でした。
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「ドルフィンー3K」の第142回潜航で見つかったベニズワイガニのおびただしい群集に当

時の段野司令は「異様な雰囲気」という名前を付けています。この名前は大変うがつた名前

で現場の状況を良く反映しているものと思われました。私は2年ぶりの「しんかい2000」の

第702潜航で迷わずこの「異様な雰囲気」に潜航することを決めました。水深1563mから

約

16mの急崖があってその急崖の裾の平坦面と急崖におびただしい数のベニズワイガニ、ナマ

コ、バイガイ、ヒトデが見つかりました。深海底には元来栄養が少なく生物が群集を形成す

るためには日本海溝や南海トラフで見たように何か地下から生物を養う為の物質が地表へと

運搬されていなければこの異常な密集を説明できないでしょう。生物がこの場所にそもそも

密集していたのかどうかは過去の同じ場所での潜航が無いのでわかりません。生物の密集に

は以下の3つの解釈が可能でしょう。1）もともとここは生物が異常に密集して棲息してい

たオアシスであった。2）生物は地震に伴う地とりでかつては水深の浅い場所で平和に暮ら

していたのがここに運ばれてしまった。3）地震によってこの場所が生物にとって住みやす

い場所になったため生物かつぎつきに移動してきた。

1）は大いにありうる話で、もともとこの地層は女川層と呼ばれる珪藻に富んだ堆積物から

なり珪藻の死骸に含まれる有機物を含んでいるため地下深くからそのような成分例えばメタ

ンが地層の境界を通って地表に達することが考えられます。そのためには生物を中心とした

地層の境界から出てくる物質の化学組成を測らねばなりません。

2）は「島原大変肥後迷惑」という雲仙の前回の大噴火の時、火山の中腹の小屋に寝泊まり

してた人が朝日が覚めてみると何と海の中にいたという話しで、巨大な地たりにと共に小屋

ごと斜面を下っていつたということで、蟹たちは地 りによって水深の深い海底に運ばれて

しまって何とかして元の浅いテリトリーへと帰ろうとしているのかもしれません。そういえ

ばカニはしきりに岩石の急崖をロッククライミングしているようにも見えます。

3）は地震に伴う地殻変動によって地下からメタンなど生物を養う栄養がこの場所に運ばれ

易くなったということでこれも地域全体の地殻変動の様子がはっきりすれば解決するでしょ

う。

海底の変動の研究をしていると時として自然の猛威にただ茫然とする時があります。しか

し自然を丹念に観察し、観測データを集積しそれを解析することによってだんだん自然現象

の本質が見えてくるのだと思います。私はこれからは深海底の博物学が重要で潜水船科学を

始めようと本に書いたことがあります。「科学の終焉」という本が米国の科学記者、ホーガ

ンによって書かれています。物理学を始め多くの科学はもうすでに新しいことを生めなくな

りその使命を終えたとするものです。私は21世紀には災害科学や環境科学が重要であると思

いますが古くて新しい「深海底博物学」を多いに推進したいと思っています。
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「しんかい2000 」と海底熱水活動

深海研究部　田中武

男

現在は、深海掘削船計画のため潜水船を用いた研究からは随分離れてしまったが、80年

代後半、センター入所から5ー6年の間、潜航ナンバーにして第120回から450回位ま

での間、「2000」に本当にお世話になった。この時期は、慣熟訓練ノ初期トラブル対応

を経て、まさにこれから本格的に研究へと利用する時期にあたっていた。研究手法も手探り

の時期であり、それを支える事前調査能力、また必要な計測・分析装置類も現在と比較して

相当貧弱ではあった。しかし、得られた成果については黄金期であったと私は思っている。

数々の「2000」の成果の中でも、海底熱水活動研究に関連したものは特筆されるべきも

のと思う。

潜水調査船潜航調査推進委員会（委員長：奈須紀幸先生）等の長期計画等で、最初に掲げ

られた重要目標の1つは、海底熱水活動を含む背弧海盆域の調査研究であった。今でこそ海

底熱水活動は日本周辺を含め多くの場所で見つかっているが、84年当初は、東太平洋海膨

等の極めて活動的な海底火山活動域にしか断片的に確認されておらず、日本周辺にあると確

信していた人は多くなかったはずである。一方、もし見つかれば、中央海嶺系の熱水活動と

は特徴を異にする科学的にも重要な研究対象となるという期待をもっていた。主要海域を活

動的な背弧海盆である沖縄トラフに設定し、「なつしま」や「かいよう」による事前調査、

それに基づく「2000」の潜航調査も、他のテーマと比較して相当体系的かつ重点的に実

施した。

この時期、沖縄トラフで共に「2000」を用いて探査・研究した主な外部の方々は、東

大地震研の上田誠也先生、山野誠さん、東大海洋研の酒井均先生、蒲生俊敏さん、琉球大の

木村政昭さん、地質調査所の中村光一さん、水路部の加藤幸弘さん、岩渕洋さん達で、それ

ぞれのグループがデータ・情報を持ち寄り、潜航計画を共同で作っていった。そして調査3

年目の86年、ついに伊平屋海嶺「なつしま海丘」上で400Cの低温型熱水マウンドを発見

した。これは背弧海盆の鰍系としては世界で初めての発見であり、全米地球物理連合のニュー

ス誌（EOS）にも取り上げられた。

この時期、水路部は「拓洋」に新しく搭載されたシービームを駆使して沖縄トラフのほぼ

全域の精密詳細地形図を作成中であり、それらをもとに広い海域から潜航候補地域が絞られ

ていった。我々の「かいよう」にもシービームは備わっていたが、当時は水路部のような系

統的な地形調査を実施するゆとりがなかった。おそらくこの精密詳細地形図が無ければ熱水

域の発見はズッと遅れていたにちかいない。また東大地震研グループの熱流量データも海域

を絞ることに威力を発揮した。これらをもとに地質調査所はドイツと共同で伊是名海穴で新
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鮮な高温型熱水鉱石をドレッジし、同時に海洋センターは伊平屋海嶺において熟水性生物群

集をカメラ確認した。

そして88年の「2000」の潜航が伊是名海穴および伊平屋海嶺で行われ、共に20。C

以上の高温型海底熱水活動の場を確認することができた。採取した熱水および鉱石の分析は、

東大海洋研グルーブや地調が主に行い、中央海嶺系とは異なり、まさに割れようとする大陸

地殻の影響を受けた熱水組成の特徴を示すことが判明した。これらは「黒鉱（くろこう）」

と呼ばれる我が国を代表し、我が国にとって最も重要なタイプの鉱床の成因を知る有力な手

掛かりとなった。

翌89年には、年間1海域15潜航のそれまでの原則を破り、2行動分を集中して沖縄ト

ラフにぶつけ、詳細な計測や試料採取等を行う決定をした。そしてこの時、伊是名海穴にお

いて330。Cの熱水を吹き上げるブラックスモーカーの発見と液体C02の噴出、CO2ハイ

ドレートの発見という特記すべき成果を挙げることができた。これらは共に前半の行動で発

見されたが、正確な温度測定や熱水採取また液体C02の試料採取もできていなかった。そ

れらはともに後半の行動に委ねられ、両行動の間の短い準備期間の間に、研究者および「2

000」チームが知恵を出し合い、この2つの具体的目標のための対応策を練った。なんと

私が4日連続の潜航でこれを行うこととなったが、全ての目的をなんとか無事に達成するこ

とができた。特に液体C02の現象については、その時はそれがまだ何か解っておらず、変

な泡が出ているということだけであった。海底で透明のアクリル管にその泡をいくつか入れ

ると、ぶどうの粒のようにそれぞれ分離したまま管の上部に貯まっていった。通常ならば離

底したところで調査を終了してビデオ等を全てオフにするのであるが、その泡の入ったアク

リル管をTVカメラの見えやすい位置に移動し、浮上する深度と水温の変化にあわせてその

泡がどのように変化するか、間近で観察し音声と映像で記録してもらうこととした。採取し

た試料のガス分析と併せて、このビデオ記録か世界初のCO2ハイドレートの海底噴出現象

とその挙動解明の決定的な情報となった。潜水船の面目躍如といったところだ。私がチョッ

ピリ自慢に思うことは、あの一連の潜航でやらねばならないことを一応全部やつたというこ

と、そして恐らくあの時点では、私以外の人が乗っていたらおそらく見過ごしたかもしれな

い観察をやつたということである。もっとも、あの時点で「2000」に最も多く乗ってい

た研究者の1人であった者としては、海底で臨機応変の対応が要求されるこれらのことに対

し、経験に基づきある種の義務を何とか果せたということだとも思っている。この発見は、

SCIENCEの論文（酒井ら、1990）となり、多くの反響とともに炭酸ガスの海洋底

固定の研究へも大きな影響を与えた。またこの一連の潜航の試料・データを用いて理学博士

が4人ほど生まれたということも後で聞いた。このCO2ハイドレートの潜航を最後に、伊

是名海穴では人工魚礁ブイか入り、潜航調査が出来ないまま現在に至っている。

海底熱水活動は、ダイナミックな地球の動きを目で見て、確認できる現象であり、潜水船

が最も威力を発揮する研究対象の1つである。沖縄トラフで培った我が国の海底熱水活動研
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究の手法とそこから育った研究者グループは、これ以後、日本周辺の他の熱水活動域の発見

や潜水船を用いた精密研究を発展的に行うとともに、今や南太平洋、東太平洋海膨、大西洋

中央海嶺そしてインド洋へと展開している。
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｢生きているオキナエビスを見つけて｣

海洋科学技術センター・海底下深部構造フロンティア　服部陸

男

1．　ヒルゲンドレフの夢

我が国における最初のオキナエビスの発見は、1877年にヒルゲンドルフか江ノ島の土産物

屋で売っている貝を購入し、命名した事に始まる。その後相模湾、房総沖、伊豆七島等でオ

キナエビスガイは多く発見され採集されているが、一般の貝殻のコレクターにとっては、未

だに高根の花である。巻き貝で殻にスリットと呼ばれる切り込みがある貝類は巻き貝の古い

形態を残していると言われ、オキナエビスガイ類はその代表的なものである，。一口にオキナ

エビスガイ類というが、我が国周辺では、和名の属名で、オキナエビスガイ、べニオキナエ

ビスガイ（郵便切手となっている）、コシダカオキナエビスガイ、テラマチオキナエビスガ

イ、アケボノオキナエビスガイ、リュウグウオキナエビスガイが採集されている。

昨年は、日本各地でヒルゲンドルフ展が開催されたが、現在オキナエビスガイが日本各地

の水族館で飼育され、またそれらの遺伝学的位置、分布、生態等が解明されている現状を彼

が知ったらどんなに喜び、驚いたか推察し、あえてヒルゲンドルフの夢とした。

さて、「しんかい2000」とオキナエビスガイとの関わりは、1984年に相模湾三崎沖で、

2

個体のオキナエビスガイ（Mikadotrochus bevrichii(Hilgend

orf，1977）が採集された事に

始まる。その夜「なつしま」は三崎港に停泊していたが、横須賀市自然博物館の蟹江康光主

任学芸員から私に連絡が入り、一緒に標本を受け取りに行って、油壷の水族館で飼育するこ

とになった。この夜は土砂降りの雨か降っており、勝手の分からない水族館の裏手で私の車

の車輪を溝に落として、びしょぬれになって車を道路に上げたことはいまだに生々しい記憶

である。この標本は、約1カ月間生存した。その後も相模湾初島沖で1個体のオキナエビス

ガイ、南西諸島の黒鳥沖でテラマオキナエビスガイが2個体「しんかい2000」により採集さ

れている。

その後、横須賀市自然博物館、筑波大学（担当社は後に東京大学に移籍）、葉山しおさい

博物館とセンターとの共同でオキナエビスガイ類に関する研究を行った。

その結果、オキナエビスガイ類の遺伝学的類縁関係、分布、生態について多くのことが明

らかになり、共同研究は、終了した。しかし、現在も東京大学とスミソニアン博物館の間で

遺伝学的研究は進展し、大西洋に分布するオキナエビスガイ類との遺伝子の交換による遺伝

学的検討が進行中である。

オキナエビスガイ類は、地中海の前身である中生代のテチス海に栄えたらしく、現在の分

布もテチス海のあった所の周辺である。大西洋の東岸、太平洋の東岸からは報告されていな

い。
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上述の共同研究では、「ドルフィンー3K」と小型のROY「ファントムS2」を使用して、

相模湾三崎沖、房総沖で調査を行った。また、奄美大島、五島列島周辺の海域の標本につい

ては（珠）アデコの小山会長の好意により、ROVにより採集された冷凍標本が提供された。

これらの標本の一部を写真1に示す。

写真でお解りのように、オキナエビスガイ類は、非常にユニークな形態、模様でまた美し

い、これが貝類収集家の垂鍵の的であるのもうなずけよう。世界中のほとんどすべてのオキ

ナエビスガイ類の標本を見たい方は真鶴の遠藤貝類標本館を見学することをお薦めする。こ

こには、世界中のオキナエビスガイ類のほとんどが展示されている。

「ドルフィンー3K」では、三崎沖水深約100mで18個体のオキナエビスガイを採集し、形

態的、遺伝学的、生態学的研究を行った。水深約100mでの「ドルフィン胃3K」と「なつし

ま」の運用は非常に困難であったが、船長、無人探査機操縦班長、「しんかい2000」司令等

のご努力により十分な観察、採集が出来た。また、これらの内葉山しおさい博物館で6個体

を飼育し、最長3年館生存した。

2・おわりに

今後も「しんかい2000」の潜航調査中に、偶然オキナエビスガイ類を採集することは、大

いに可能性がある。その時はぜひ私にご一報下さい。

どなたか「生きているオキナエビスをみつけて」！

「オキナエビスガイ」

弓真 】 研兇に碇JI したオキ夛ヱピスガイ顫をｉ す．

皿ｉ 列|よ．オキ ナエビスガイ、産地；相模湾．三町沖

胸から２番目の列は．コシダカオキナヱビスガイ．峺地：奄美、 五島列ａ

桷から３・ ｇｅ 列は． べこ オキナエビスガイ、痙地：奄美、五島列島

顛上段は、|匈か、て左側かり、ウグリオキナエビスガイと・ 、鳶崎：奄美

右側かテ弓マチオキナエピスガイ、産地; 鹿兄島、枕崎沖

r･
と
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Personal深海生物メモリーbyr しんかい2000 」

海洋埀●･●墻硝鴦Ｓ 藤倉 克刷

写寞１．７ ．－ストショつ卜

1981 年ａ月211 ．捺４３２鯏嚴航、日本誨隠岐掬顳水浤勾ＩＧ００ｍｏ ｒし んかい

加固」で 撮影。ベニズワイガニの纃卿生劔の研究を目釣に磨航したのだが。個我夢中で撮影

した私のブ７－ストカメラショ 。卜。伺か写っているかわかりますが! 。私1ごはわからない。

弓冥２．一麹于金の●

1990 年１月 ＬＯ回、捺５０Ｘ回濶航。日本海餓志梅ｉ・ 飄釣１１ ０ｍ．海匠一面に全石

珊● らしき剥●鯰●を蔓見。 これを匍察中 ｒこれは、そそイロサンゴかも。セ ンタ をやめ

て、すぐに小型闖lをやと、て、 描りに縻れぱ大金胯ちだ。一度に 市場に出すと儂・ れする

から、少しづう 瓷りさぱこう。」などとÅ生升・ ａ良吏を椣暦していた。扱ｌ 、夛ンプ ル齷

析の結果、宝石珊圃ではないことか判●l。蔘で挺 わり。 それにして も。後志誨山山願にli●

屑物食曜艦生動魯か大・|こ生息しており、深海からそぴえ窒う 海山か生養生邃の墻として篦

要であることかわか、た漕竸だった。

弓廳３．カと、かに、蟹

1982 年７月２３ｕ．豫６ｊ ４日潛航、･|哩 原諸輿海域海毒肖ill5  Om 。魯水喰

扣壜に郷かるユノハチガニ。 ユノハナガニの伸岡は世界各地の鋤水噴出孑t生魯群集に槽んで

いるか、これほど爾衝度にいるのは洵潭梅山か怛濔S0.1でａ ない だろうか。それにして も、

これだけの自 倬鏘を支えるだ けの綢か存在するとは、あらためて差水 嘖詢域の生濾 量ｅ 大き

さに驚かされた。

写真４．これこそプロ1

1991 年ａ月４日、・ ５１ ８回濶飆、持錮 ｝ラフ幽奄西海丘水深釣７０１ｍ。シンカイｔ

バリガイ類や オハラエピなど飴孝噴出矗埀匏か高密度に懃ｔL ているなかに。 ユノハナガニ

顧を１個倖発見。とこにいるかわかりますか！自 い背・ ａ なか|ご偃袰色釣にとけ込み、しか

も石の下に曝れてい るので見つ けにくい。「こり ゃ鳶Åさんではみうり られねえや。侑もプ

卩だなｊ！（ ？）」と自薦 倉費。 しかし、その後伺回か月し珊所に画鵬しても。これ１儷俳

しか見うからない。ユノ･ ナヽガニは、海原海ｉ の 例からも高密度に分布してい るのになぜ？

もっと離れた場所に、ユｙy ナヽガニ集岡めパラダイスかあ るのか！ まさか「しんかい2 弧･」

の
・ 底騨に濺んで海澎海ｉ から

達ぱれてきたのか ？などとおよそ生物研究者らしからぬ発想

をめ ぐらせていた。その燧＆郷けぬうちに、 兩奄西齒ｇ £ 洫虱か皿 され鏖黻できなくなっ

てしま。た。
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研究者の感想文から



研 究 者 の 感 想 文 か ら

「しんかい2籌a 」乗船研究者の感・ 文から一郎を掲皿いたします。

廼賢研究廊

同

両上保女庁木路邨

水産斤崗西区水研

水産斤日本海区冰研

艱本大学海洋研究所

名古屋大牟

愛媛大学理学部

広島大学生佃生産学部

j 貰 遍９中夬水輿

ｔ 掏這竄中央水輿

新淵県水塵弑驥場

抻蹇JXI頻本廠試驤墻

－ 一

石川県冰老弑孰塲

鳥椥皿冰産誠琅崎

洵竡科嚀技・ センター

日　 吋

潜航 魯号

同

同

19917.5

6割

飯笹 幸 吉

山崎晴 雄

漬辺一 樹

藤岡 轟三

林 育夫

臼井 朗

倉本輿一

乏田 厚

池

皿

沖

(噸不同 敬称略)

原 研 西科 昭

谷 敏 光 岡 村 行氓

野響 子 直田 英恵

ｉ・ 秀 西田 綢￥ φ鵞蠱―齠 自 山 欄久

石鯛純一郎

中島 和夫

北膕 洋

中塚 武 墸・ 敏行

金本自由唾

大堰 攻　　　　　 一

干湟 ［

本刊 敢岡

戸 固 繭 椡

丱旧 淳

耆１ 萸艢

吉沢良 輔

一 色● 世

袙 谷方夫

大櫚洋一 沢矢●之

安達 二匍

浜本 哲 郎

佐皿 幸 子

滿澤 巨 彦

高田信

籐原義

阿 部文

氏　 名

所矚機関名

久

弘

快

高橋一 昭

吉田 雅 浩

宮 崎 賢 央

橋 本 淳

平　 渭

フXJ ･｡プ カミｙズ

飯 笹 幸 吉

通両産業省・業技碕碗地翼翼査所

哂躙イ‘1ンヌターlj墸航ゆｅ長い畤閠を痂叙させ、鑞海に降下していることを攜しぎ世ない魅力を芻。で

いる。潜本耨1こ面突するとさあー。と欹りながら青白く冷たく声る●子lj神秘痢とL か古いようj･ない。

陶嗔についてからの周囲の讎子は、轢ｇ途中の竃暈aljn ・て竃わり、真夜中の埔・ に舞り立。たｌ 夕を与

・４．海暇の生物司勦蠢lj愍然としており。倉分が潮本皿ｏＩＩごいるのさえ忘収させて廴まう。別に♀遠邨

と吐較するり１りljs いか、陶画から海底ｌでａ卜lj 、青色ゐ･ら礫囂の世界へと変化廴宇宙甕鬩に蹣ぴｉ し
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た印象を与える。ただ宇宙童間から覗き見る卮卑や太陽などの丸く大きな天皿がないだけで、両匠に至る凧

は、宇宙旅行に負けないくらいの興味を抱かせる。これはもうジ。一ルベルヌの両底2 万里の世界である。

ただ海面上で波に夥られ、現賀に引き戻されるのはよくない。

「なっしま」にお世話になるのはこれで4回目である。過去「しんかい2000」には2回乗せていただいた

。

打率はほぼ50邦である。小笠原海域の6月下旬ー7月上旬は梅雨前線のため、潜航調査に良い時期とはいえ

ない。例によって、今年も安永海山に2潜航を予定していたが、悪天候のため急遽予定変更となり、昨年潜

航した天保海山に1回潜った。辛うじて空振りに終わらずに済んだわけである。

予定の第一日日は波の高さ3m。ブリッジの天気図を見てあれこれ考えるが、明日にならねば分からない

という状態が続く。宙ぶらりんで3日間。いつものことだが体に悪い。乗船前までのイメージトレーニング

（？）の効果が徐々に薄れていくのが分かる。3年前に11日間潰して結局横須賀まで戻っただけの航海が思

いだされる。今回も空振りなら、来年はもう止めようかなどと弱気にもなる。

しかし潜ってみれば気が変わるものだ。潜航の7時間細分は何と短く感じられることだろう。ヘビースモー

カーの私もその間煙草は忘れている。

我々の潜航調査の場合は、事前の船上調査でかなりのことがわかっている（つもりになっている）ことが

おおい。地形、採泥試料、深海カメラ等から海底の様子を自分なりに描いて潜るのだが、過去3回どの潜航

においても事前のイメージとは必ず違っている。鈴木潜航士がNHK－TVの特集で「何回潜つても何時も

新しい」と、いっておられたが分かるような気がする。カメラ・テレビの映像とは印象が全く違うのである。

船上調査と違って立体的に実態が見え、目の前のものをいじることができるということが重要だと思う。

「しんかい」で採取したサンプルは、山盛りのドレッジサンプルとは価値が違う。単に希少価値とか、苦

労して採取したという理由だけではなく、採取した位置の微地形、周りの堆積物。生物との関係が良く分かっ

ているからである。

欲張りは承知だが航走距離、時間がやけに短い。できれば船内で食事を3回するくらいの問、走り回って

みたいものである。運行チームの方々にとってはとんでもない話かも知れないが。

最後に「なつしま」の乗組員、運行チームの方々に心から感謝いたします。

水曜海山火口・ の個々のチム＝一同辺の硫化初沈峨物の表面は、酸化されて本褐色の鉄錆色を誕Ｌている．

チムニー周辺の貝や蟹が海水中の醗素を．どの程度必要としているのか解らないが、火口底の海水には少な

からず噌存酸素か弓在するらしく．このままだといずれ硫化物を酸化し皿療塩に変化させ．この硫酸塩が海

水に溶解し皿散してしまい、この凧水鉱床は失われてＬまうのが定説である．

海水への溶律酸素の供給が断たれるか、熱木活動か永遠に続かない限り、このチム＝一群か舛本鉱床とし

て存在ずるためには、土砂等により一気に復うれて湖水の溶存酸素から遮断されなけれぱならないが．潜航

中に土砂叫れはおこらないように願りていた．
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日　 付
一
洳 航 番 号

1992. &  19

e7 ・良園

氏　 名

所属機関名

中 田　 淳

北海遺立中央水置試験場

湾航前同僚からは、「後のことは心配ないから」と、半ばひやかし、半ば羨望の気持ちで声をかけられ送

り出されました。初めての経験で不安がなかったと言えばうそになります。しかし、その不安も潜航前後の

念入りな整備を見て、解消されました。潜航前日しんかい2000の船内に入った時は窮屈さを感じましたが

、

翌日の潜航時には窓外に広がる神秘の世界のために狭いとは感じなくなっていました。「深海は暗黒、沈黙

そして降りしきるプランクトンの死骸の世界」とイメージしていましたが、現実は大違いでした。水深115

9m

水温1でを下回る中で、深海は様々な表情を持っていました。マリーンスノーは皆確かに生きていました！

ライトに蛸集するプランクトンは夏の夜電灯のもとに集まる羽虫のよう。花咲くように泳ぎ漂うイカ。一

見平坦に見える海底は何かの巣穴のために微妙に凹凸がある。何が歩いたのか生物のはいずり回った感数の

足跡。洋上で魚探を通じて連想していた深海とは別の世界が広がっていました。「百聞は一見にしかず」と

は、まさにしんかい2000に乗船して初めて感じた事でした。

今回は残念ながら当初の目的を達成できませんでしたが、思わぬ副産物を沢山手に入れることができまし

た。引き続き解析中です。また機会を作って乗船したいと思います。最後に、母船なつしま、しんかい200

0

運航チームの皆さん、特に鹿瀬さん、吉梅さん、櫻井さん、佐々木さん、大変お世話になり、本当にありが

とうございました。スキューバや素もぐりできる世界はわずかです。しんかい2000の今後のご活躍を祈り

ま

す。

昨年度の相模湾での潜航につづき、2回目の潜航であったが、海底では相模湾のときと比べて、とても寒

く感じた。相模湾では2ー3t、今回の奥尻では0・8tと、数字の上ではあまり違わなく思っていたが、体

感にはかなり大きな差があった（そのため2度もポータブル000にお世話になってしまった）。

事前に海底の様子がわからなかったので、とにかく水深2000mの山麓の平地から調査していくことにした

が、予想に反し（少なくとも私の期待に反し）生物は極度に少なかつた。生物が多いところこ微生物の多い

所、という場合が多いので少しがつかりしたが、水温の低さから、分離される微生物はほとんど目的の低温

微生物であろうと思われる。潜航中、ほとんど景色が変わらなかったので、採泥はつい「ここらへんの適当

なところで」と・いう失礼な言い方になってしまった。が、微生物は分離してみないと何がどこにいるかわか

らないので御理解いただけるとありがたいと思っています。

最後になりましたが運行チームの皆様、母船の皆様をはじめ関係者の方々に感謝いたします。

小樽港からなつしまに乗船した時点では、自分がこれから水深2000mの海底へゆくのだ、という緊張感は

これっぽっちもなく、平和にニコニコしていられたのですか、潜航前日に体重を測っているとすっかり舞い

上がってしまい、ペイロードの説明もカメラの使い方も全く頭に入りませんでした。（唯一覚えたのは、非

９



常特にももりを捨てるポタｙの位皿だけでした）

この痴呆状雇は当日になっても続き、 潜水艦が持ち上げられ着水Ｌてからも、 スピーカ一から流れる

「Standbymd を聞きながらパイロ７卜の方々とお話をしていると、海の底へ沈んでいるのだ、というよ

り、宿酔の鴫に布団にくるまりているような気分でした。 しかし、魯眼､ 航走し、サンプリングも終わり

に近づくと。さすがに海底への未皿がのこり、「あの…、時間あまうているようでしたら、 もう一ヶ所余分

に媒泥できませんか？」などとワガママをきいていただいたりもしました。（どうも御迷惑をおかけしてす

みませんでした）

とにかく、はじめからもうりまで、わけかわからないまま、ち・というまに終わってしまった。というの

が正直なところです。

潜水艦乗畍に凧らず、何事も、初倖皿というのはそんなものなのですね。

最後になりましたが、しんかいZ000チームの曽様、本当にありがとうございました。沺く御礼申し上げま

す。

最重、ｘペースシ●１イ叨毛利さえがＳ がれて。 回本Å 血字剔鳥か圸 廴ている。1111ごひがんでいる取では

ないが、j』41j 小さい晒から臚空を見て、哭しいと蜴笥することも、たが、いくらＳ明 されてもr 白鳥塵』

が自鳥に・ え たごとなどなか．ｔ。・ 一。理解できたのlir ｔ４ 七膕」世である。 たぷＡ ｒｉｔ 字里」も分

かる亠囂う。昂眺だと君もれた。 旦のことljさて・a 、j14 にとぅて|ま昼の空も夜の空も、空気とl･う存在

の延長でＬかなか。た。

それに訛ぺて詢lj遠・ ていた。夏の遍ぴと忿えぱ昆禰翼集に。海本浴偸１かなか９た時代に胄・ たａでＬＩ

うかないか、本ゆメガ皐で初めて肖の申を見たときめことほ今でも鰐町に覚えている。

癩い布戸内６４４ に饂ｓ がも。と嵋で罠は毎年、 迷惑を省みず抻し●けてａ、 回かな 回亀を追いかけ た

り、７りピやサザｘを鐺。たり 廴て遍ご 廴た。その暘にフｉ ンヌの､i乎ｘＩ 一７か日本に來で、三蕗沖1こ灑。

たなどと・ う話を、fprli なか。たので蓊闖や「j」俘･･････」とかいう子哄皿魴でみで、 鞫曙ら●たし叨で

ある。

学生時代の●酳でlj あるが。袰査でのXlf スカーフのスタ・フも粕ま・ たという、女illの癲曩大夕冰産実

驥所をよ(WRl た。ここは剥皿が大正時代の趣物と11う翕いが由綿ある実験哺で。梠舍の黼に皿かａ た石

柮・ １－プに混ｌ・ て同独か古い？うジンｅ ブルーフレー・ かも。ね 躙いてろると、バチスカーフのスタ・

７のために勢別に 臘入Ｌたという代物でも 。え。 そのバチス・ フ０スタ。フの画ま、た羞Ｓ Ｅ寝たこ古な

どか「しん･*l*00･ 」の鑰皿中に里い出さ れ。 Å ほくそ尤んでいたのを、 瞳濾亀を長や操舗士司吉睇さん遡

li鵞jl討い ただろうか。・ に少年鴫找ａ夢1‘実澗された磑でも４からa

今回、７ｊｆ ノ桐の魚類のｓかで111 く１で分布Ｌていて、輿源釐も多い４ ．ケの生態をみたか９ たのだ

が、トロ ール駟では鞠j･|こ摎れてl･ ろものの、『Ｌ４かい2･l 』でｌ ・ て本当に４られａ のだろうかな冫’と、

憂悶を掏いたまま乗り樶んだ。目岶11あくまで4･･､卜 卯諏所での生活を願ぺるこ＆なのだが、・ 遣巨的にli

「浅い所で産卑する魚羂ｅ踝藹でｇ 生活 」という画げｃ 夕４１ルを忖|卜た。Ｌかしこ のタイト ルさえ実飃で

きる可能しｈよあまり馮 いとは言えな1丶 そ んな 心配 とぽ瞿鬟に、謌飴「なっ しま」？ の生活は悵週で、広い

個室で瞹糠に明ｌ め●鴃め凖●、もうＳ祠濺を日 本・ に向ljて出雇 廴でいるのであろうか、 まった べ略ｌ な
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い程の静けさ。夕食は、大幸の実習の優に３日分のおかずに驚かされっつ、メイｙディシュが分からないま

ま、デザートまでやうとたどり籥いた。

潜航の刳はさすかに少し緊張しているのではなかろうか。前日の打合せやＦしんかい2匯･」内での操作説

明でも分かっている曹だが、食欲か進まない。食後に用便済ませて一安･叭 巣合時刻前に叭屋を出てしまい、

スタフフルームで出罷荊のコーヒーを「これを飲んだ人は曾さん希事に帰ウてこられましたよ｡」と進めら

れたが、コーヒーを飮むとお胆に目価かないので、悪いとは思いつつ遠・ する。回しろ「しんかいax 扣」

で前代未聞の糞尿譚事畔などは四艮被りたい。

予定酒り「しんかい」に乗り組んでからは、船長以下皿器類のチふツクに余念がない。日本海に吊り僻ろ

された時は海の魯さに感激した。曇りのＢなのに、まさに真っ冓なのである。潜航途中の漂流中の利紡との

直遇と、蕾底前はさすがに緊張したが、ベテランスタッフのも陰で皿西な蒿査口でち７た。どれをとぅても

印皿的でありたが、ライトを消した町の発光生匂は蛍を彷彿とさせ、時の流れを忘れさせた。

一生に一度吊れれば本望と思って乗っだがはやくもまた乗りたい衝動に皿られている。今ならスペースシャ

トルと天秤に掛けられても、文句凧しに「しんかい」を選ぷであろう。

皿後になりだが今回の調査を実現させて下さった関係各位に心からお礼をいいたい。

「ほんまにありがとうございました」

私にとっては、はじめての潜航、最初は一抹の不安がちりましたが、母船の“なづしま’に乗り、 ’しん

かい2000* を目の町にし、整爾・安全点検なとなど、手際よくこなされているのをみて。十分に海匠の観察

に町ち込めることを実感しました。

潜航かはじまり、覗窓から見える両の色は、うすしブルーから、青、庸青とみごとに変化してゆく。艇の

サーチライトがっくころにようやく着脱し、未旬の世界にはいりました。海底は、畝色々ぼい足でして。ク

モヒトデかたくさんいます。目的は。ホ７コノフカエどなのですが、その他、ズワイガニ、スケトゥダラ、

ふフケ、ゲｙゲ、７ナゴ、イソギンチャク艱などなど、初めて見た様な生き物が“生’で皿察できました。

生きている皿態で皿察できたので、何か魚市鳩で見られる、息とえた皿態のものとちかい、それぞれ躇動感

があり、イメージ韵にちかっとものにもみえたりして、感銘をうけました。

なによりも。曜内の居住畦が思９たよりよかりとこと、舶艮さんたちにより、なごうかな雰囲気で、観察

できたことに蝌謝し、ペンをおきます。

皆さん、いろいろとありがとうございました。

「深海への旅」

日本海の石川県沖、水罵240m で1992'乍９月４日に池航した。「Ｌんかい2俔刃」の能力からすれば、画い方

に属するのであろう。しかし。 スキューバ潜水での限界水深はたかが知れているし、私自身の潜水皿母も過

去最高で水深a5m である。

いつもは閃杏吩で来なれているが、水面からの眺めと水中とでは一変する。そこに生息する生物も曳網凋
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竃で船上に撓げられた姿と海雇沂くを泳ぐ姿とでは受ける印象が全く違９でしまう。また、観剛機器で測定

する底雁木皿も帳内の気温が下がることで実感できる。大げさに言えぱ“未知との直遇“ というた感じの一

日であ。た。棍唸できる生曲碑は浅海域と比較すれば単調であるにもかかわらず、あっという関の５碍間で

あった。

・ 確に言えば。日本海における「しんかい2収刃」の潜航映皿は会議等で過去に見たごとがあり、ダイジ。

スト版にもかかわらず、後半は退・ した畦験がある。このため、乗船する祠は皿粋に調査のためと創り切、

ていたが。実際に池航してみるとワクワクする気持ちを押えきれなかった。自分自身でも良くわからない、

気怖ちの変化であった。

結局、下船してみると「こうすれば良かった｡」と思う点が多く、できることならもう一度という思いを

強くした。

疎漏へ・ 旅

19e2 年Ｓ月５回に石』||県糒立跨本諏約Xl 励に漏水Ｌ た。

ｌ 舶より・ 水 廴た畤から●窓より皿れられなくな・てＬま９た。

胸底が見え抽めた略、最初|こｌ え た１ のlj、一面司・ とタモヒ１ｆｅ 群でち。た。このタモｌｌｆｌか伺を

貪ぺて1･ ＆のだろう1丶 これが有屬な鷽蒼であれぼと考况た。 やがてｌ がなれ｢ 廴んかい皿0 亅 鍼走行を鬨

蛤する 之。 ズりイガｓを蛤め餓囑顛ａ 生物を見るこ亠j･できた。

イケ彳がｓ、７ヵガレ1 、､り 貝．ｉ レギンチｆ 夕、７７ｘ ど。 ゲングなどであ るか、中で もfiSSfcm

Ｑのダーリフイ･yギンチャクを発見廴、これをマニビ、レータ一で亀かしたところ・ 砌lj纜化がなかったが、

やがて丸 ま９てＬま・ た聊か即皿湖か。た。 また。全譱的にゅ 。たり£した直命生魯吻中で 回夕 。１ｅ よう

珊ぴ廁すｘピやカレイ、ｆｌ コチョコ働 き国 る穡が５９３－ モラヌな檬ｆ なε'皿い出 廴て甄れlj. 濆重な休

貘でもうた。

廴Å か111X 掲に擾り込んだ鴫|ここ れから卜時闕どう 廴ようかと層 。たが、夕 ゆで週ごした６睹ｌであった。

潜航町、「この海峨は甘エピの漁場なので、きうと尺山見られるよ亅 と匠曳組合長の太鼓判をもらうてい

たが、他方、水試関係曹からは。「甘エビやズワイガニは密度か低いため、餌などを用意しないかぎり、そ

れほど多くを見るのはむずかしいぞ亅 と聞かされていた。そのため、もし１眤も見れなかウたらどうしよう

かという思いか心の底にひうかか・ていた。

歯底と同時に、目の前にフタトゲヱビジャコが泥上にいるではないか。産翼上。皿要なヱビでもないし、

地味な色のあまりバットしない小さなヱビだが、このヱピを生皀皿所で、これほど直目して見たのは私がは

じめてではないだろうか。そう思うとなぜかうれしくなってきた。そして、すぐに甘ヱビも、 ズワイガユも

見ることができた。一略目的の生崎か見られたことで、ひと安JG その霞、いるわいるわで計数に忙しくて

しかたがない。たしへんぜいたくな“ぐぢ である。操縦士の人達の「この潜航で、１年分の甘エどとズワ
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イガニを見た」という言夷から6 、この両域では多いことかうかがえる。なんてラッキーなんだろうとつく

づく思った。

海底は時々現れるヒトデやイソギｙチャク以外は、皿味な色の単純な生初相でしたが。私の巨にはまるで

月面でも見ているようで、一皿たりとも見のがさないよう目をこらして見ていた。この回のために、少し度

の合わなくなウていたメガネを新調した甲斐があ。たというものである。このため、簡底での数時間は非常

に短く感じられ、そのせいか、潜康荊に気にしていたトイレの心配もいつの間にか頑の中から両え去ってい

た。

「しんかい2a刃」は、私にと。てのスペースシ。トル「エンデバー」のようなもの。曳分は毛利衛さんと

同様で、すばらＬい未旬の世界の感助をあたえでもらった。一生残るような感動を！

海蔵写真や疎漏予レrg 皿像を週ｌてふつう可人よりなれているはずだと思．ていたｇですが、やはり現

実1こ自分の馴でみる海底ljちょうと遵９ていました．どこか、といｈ・ るとこまるのですか．やljりいろい

ろなも旬の動きとかで廴ようか？

掏面から両底へ脾りていくとき1こlj、瓮かだλだ４鱸．て11くことをまず1罵＆ ｛ 廴て、マ･U7 馮／一に

Ｓ瀲．７りンス／一というのは、雪と14ちａ、と感ｌか達うljれど、でもいい名前だと懇いまＬた．

海●蓊くな９て「海眤みえた」といわれても、さてどこにあるかわからぜいま１に壜亶. あｰ 、づいた叭

atl う感じ．まだ1まと４ど鳶糂かない．航漣をはじめて、目匐・ りのこａを一亀こな１て、ａて最後の自色

驥、黠年の湘航で1まみつか９ていＳいだり|こ、Ｆルフｉン３Ｋ磑映像をみまちがえたかa11 う不安も少4 も．

た．結局．るつか９て､゛ﾝ､“ンザイのうち|こ湘舳をおえることができた．もわ．てみ・ぱ、曷ｉりに曝濶に

いきすぎたような気1乢 ないでもない．これも儔さえｇ御協力司た１１のでｔ。

2 年胴|こlitめでねづしま1こ麋齠廴たときlj天髮不良で画友で１ず、皿年lj私事で豪韜できず代理辺者か

画航Ｌたが目19を・ せられず、さて今年はと里。ｔいたjl、とりあえず主目的でも９たところ1ま連戒でａｉ

Ｌた．もう一●甎は夭・・良でダメでＬたが、またいずれチ・ ンヌjlあるかも廴れませ儿．

譱搗に４りま廴たが．遡舳ｆ －・ の皆き４、なつＬＩの乗組Ｓの皆さん、たいへん誨色詬にな卜 まＬた．

ありか亠うございました．１たいづかもねかいＬｌｔ。

私は第4･扼L 戔ｓ漣ｔ 戔s47网、第6･l･ とき升４回ら ’Ｌんかい･ys ’に範胝させていただきました．

初めての瘢舶の畤は ’なつ廴ｌ ’内で感想.又を書き、それlj ’Lんかい2･15 叨目灑航記・･ の研究者司

甕貊据魍.文に乗せてl･ただいています．こａ荊めｅ乗船か最も惑蠅的で、感艶文li鴬胯ちをそのまｉ 麕いた

ｌめでｔ．しかＬ、ａｌ ．４回目磑埀舶ともなりますと．気持ちは非常に冷命で、これまで略じたことを礒

認廴ようとする伊向かもかぎす．

佃めての乗齢０萼ljクｘ１－の「沈黙の遘男」を懦.偉し．ｊ ，たくそｇ とおりだと戀いました．濶鬣紀念

証|ごは、「沈態と神秘卯怛夥を輕鰄され１ 廴た亅 とあります．たＬかに亀11濠知の摺洵11就闌と紳・ａ 胯皿
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であると考えています．

ただ、柯かの本で豌んだことなのですか、 ’海ｅ中lj沈黙の懦皿tlS 芻く、驥韲ｅ艷ｉ である’ことを配

慵しでいます．すなわち、ｉ ｅ中の騷啻にlj、海流や潮黄．油柮などの起こす倉然発唾曹．イjﾚｶ ずとのｉ

す生物音、・ｓ スグll. 一昔などａＡａ 靹騷吉があり、それか一体とず９てものすご丶･§ 湎か洵中にふりま

かれｔ いるようです．また、空輿巾卯翕が本中|ご入．ていかないｇ と目碌に永φの音も重気ゆ|こぜ出てこな

く．空畑申1こいる私直叨耳1こIS水中の沓ljま・たζ闖こえないことなのでＬようa このような理由で、淘の

中か叱憊の世界であると考えら皿てきたようです．

ＬかL 、肖必夕が科学的にlj騷音のき習であるに１でも．やはり淙匐ｓ・ 雇|か沈.黙伺世男ａ考える方かよ

り神魯吶芻感覚加強まうてくるめでｔ か．い加j･でしょうか？

目　 付

潜航番 号

199X11. 匐

6S

氏　 名

所属碕関名

高 崎 一 岡
一
海洋科学技碕 センター 湖両環崎プログラム

さあ、いよいよ・１舶に埀りこむ喝躙|だ。夭Sl に れから鵞戳横楪になｌ そうだが大丈夫かなー？

うわー、ゆはぜもいな一。慱か入るかなー。う４Ｌａ．うん廴よ、同｡とか入。だけと、足が延ぴねー？。

ｊ．いいか。

どれ、窓から外を見てろよう。島。7117 さÅか手を亠ってる。斤・てきまーす。

お、ｉ 、詢●か重づいて１たー!（ぐちん､ぐらλ､）も、着水Ｌたみたい。ヌタll一一が良（ 艮えるや。

ふーん、以外と明るい6 λだなli 、噛くな、てきたぞ。な|ごな|ご、疎箍10ej －トルか、ごこから先li

光のない瞹男ぜ儿だ。

｛攪豐囂をつけてもら、た｡1

うわー、一面ｅマIu yスノーだ!! これをＳめていると、Ｍだか心が拓ち墻いてくるや。何でかな？ 畤聞

がとてもゆ９くりと澁れているみたい。

も、夕うゲだ。これljいかにも’チｉゲ’、ていう感ｔだね。も。今度elj 輿・赤でや＆ぬ。 ゼII－e 隸

に萇－い肺を付ljたような俶だね、これ11.

あらあら、今廣は胄儿丸な取だ。集のう１ンかちょりと粋な鳶しだね。 クラゲの硯変廴でるÅか、チ３ｹﾞ･

lji 白い。て・ 。てたけど、少Ｌ●加る慨かするや。

このあたりでは、・ 尤微生魯か覧られるそうだ。ラ４卜を消しでもら４た。・! ●ントだ。浹い青白い尤

か点々＆疂えるや。

今ンプ ル、ｉｘ ヶ。１にぶつかると。ぽうっと皃って目の頑を・ ぎて行く。鳶に顏をく９つけてると希たい

りと、き戲しなも儿だなｰ 。

もう。・・ ですか。ふーん、窓外と何にもない所だな。111 らどんどん堆穡物が湍ｉａんで、こんな感し

|こなるのかな。

も。そÅなに畤間もないみたいですから、１うそれくらいで昿桐ですよ。え、釿跨のｌ 食だから、曲癩る

かぎりのこと1まやります９て？ ホン11ごそうですね。有難うございます。

これから。・ラ・ﾝ 芦しに吁きますか。早く見っかるといいですね。

|まー。 ｝ラ・ﾝ の発信吉を磯９ていく・|夕ですか。これならすぐに撻っかりますね。

あ、ありまＬたか。良か９た。

も。切れた。
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え、ロープが降りて来たんですか？ 隔事に浮上Ｌましたかねｰ 。

ぎー、私たちも浮上ですね。とても貴皿な皿皿、本とに育皿うございました9

えー!岡上は荒れてるんですか。擶皿、大丈夫ですかね。曳航されるなんてやですよ。

う９わー、ポンドに錫れまずねー!! スイマーさん大丈夫でしょうかね一。

ふーつ。凧事生還できましたよ。運行チームの魯さん、クルーの曽さん。本当にどうも有難うございまし

た。私は、失礼して。懿眦に艮りて皿ませていただきます。 う。ぶ･･････。

いつも船の上から採水器や、採泥器を下ろＬて海畔の観察をしている者として。目分が採皿している対象

物を、実際にそづ舛にあるそのままの皿で、観察できたことは、非常な喜びであった。特に感心したのは、

潜水調査船か海面を皿れて潜ってけくにつれ、周囲が徐々に晴くなって口く様子、濠海を渤航中にライトに

凧らされて浮かびあかるさまざまな形をした乎両粒子、海底付近を航行中に視野の下方に広がる起伏に寓ん

だ両底晒彫。そのそれぞれか、海洋表面の複合層の研犬において、あるいは曳場濾皿器やセジメントトラッ

プを使・た深海の懸両、沈降粒子の研究において、更にまた皿々な陬康、有機物の堆獵過程の研究において、

倉分がイメージしたくてもなかなか出来なかった現又の海中の姿を、いうぺんに自分の前に提示しでくれる

6 のであ・た。その皿育的効果かいかほどのものであったのかは、今後の自らの圃進にかかっており、回と

も言い齟いが、少なくとも海声の皿状育皿吻の研文等において、新たなアイデアが浮かびそうな気がする。

しんかい20仭、あるいは。しんかい6500を用いた碍犬は海底付近の現皿を解明するのに、非常に大きな役

剛を果たL つつある。と同町に。両底から遥かに離れた両水そのものの中における様々な現象の瞬明にも、

画期的な観測手段として、その地位を確立して行くに違いない。船の上から下ろＬたワイヤーには、鉛直一

衣元の運助能力しかないか、潜水調査船には、水平方回への移動能力がある。船やｉ 留系からの凧両観測に

は、オイラー的な観測能力しかないが、潜水巽査船には、水塊と一曙に漂うラグラｙジュ的な皿測能力があ

る。そして何よりも。ワイヤーには人間の眼はついていないが、潜水羇査船には。人間の眼かついている。

今後様々なアイデアで、画刈的な観測システムの、両期的な利凧法を考えてみたいと、夢想しながら浮上

してきた、・ い、しかし大変世い雨への、凧でした。

灑崘で一櫺おとろいたことは．ある椢俥さまで瘴さか翊すｇど君遊物g プランク１囘 か多いことです．

舳外のう１・に閾らされる●は．も たか鳬舛灯iご１ か、ている虫のようでＬた． 海底li大量静11で、 また魂

伜ぜＳ ｕか廴ま廴たか、航行中多亀ゴミか集ま・ て111 堋湧があり、またそこに生巷か多くみられ． 大皿復

曜ぜ､恵いで観察しま 廴た．軻かｅ本|ご、禪洵lj 宇宙ｇ.吏に人間|こと．で・・ なところであると喬いてありま

したj‘、濶膕ゆlj俣れを感ずることもなく、 誨g ・RLli ことを忌ｔｔ しまうぐらい快適で 廴だI

驫鮠にｇ－プ司づいた壜網があり、乗組員の･方41al なり危なs･ことだと邇・ て・ らべまＬ たが、 私自身

lj不安な反ｉ ，１１ に声底に殺菌された・ 顧を見ることかでき大変ためになりました．
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3 年ぷりに『し４かい21s 』に秦髮ｔ もらいました。今までも豪る度に斬い･ 魯襴．ａ良廁に魯６ ぎせら

れてきま廴たか、今回ａとこのａ良をありかたｉ恩。だ●ljちりま老４．今回は最匍にステレオカｊう叨撮

影目嬋j’｡魯匡に赤い罷のｊ.で示される事にまずぴｇくりしました。こ割ならス夛レｉｊｊｊでもかなり食

s･写真がとれそうです。耐面をよ昇廴なから兮ンプル採取を始める亠どうでＬａう、今までほ絶対に鈿堽£

驟うれていた本を翕£だ。軟らかい墸稠岩も試料を芻嘸できるで;jありませんか。桜井さ儿に鬩いてみると、

もうかなり銅から布叨ｌ を改良Ｌた新LI･75 ピ、レータになｇて試料ａ籌皿個数ゆぐ・と増えたａのこ亠

です。私ほ3 年希まで回冰淘の富山匍淘艮谷で、濶駭喝重を皿り返し窗山 ｝う７の堵植物を搦めていま廴た。

も趙ときほ、取れた１里った大匂なサンプルか爾の悶でプチーと潰れてＬまう、という匍Ｌい鹽いを何直も

軽皿しました。

倔駟に戻ってからイ＝ピｓｋ－夕を・ しく雙章１ま廴た。傷ａ 髟が今までａペンチめようなものから、ゆ

か中空嵋箚塁に魯わ。でt･ます。なる臘どこれなら兮冫プJb全倬に・ い力が加わる搴か芻く。うま（ 採逾か

で§るわけです。胴119 かる１こんな艢旱a ●jlどう廴ｔいままで鈿1!づかなか。たのだろうと思いまＬａ

これ11まぎ1ごコｇンプヌのliです。これに気がりいてマ＝ピ。レータを頁良ＬてｇれたAlj 本当1こ偉いと里

います。

今祠as 誠月の採瞻lj本当に大成錐です。 廴か廴、これlj皿翩叨改良だけで遠噛できた１のでljないと｡・

います。黻舁さ４ｅ・ 佃やフェピａレータの・ａを艮ていると、かなり皿しそうなことをいとも鴫申に片づ

けで廴まいます。輿肉芻歐個皿の増大に11、オペひ一夕ｇ岐腦の同上か欟・ｅａ良羂､上1こ、大きな役割をtt

たＬているのだと・ います。今回の感心させられた事lj、このオベ９－夕哂餓衢ｇ同上でＬた。

みなぎんどうも育り難う。

「惇ぎλか来たから、また、（淘1り 荒れるよ! と・ もれ４ようにな９てから久Ｌい．伺特の閨にか、’頁

れ男’になりて廴まうた．礒かに１年耐1まひどか・た.

’Lんかいxx●¨ 刈航籌査、“ Ｆルフ４ン３Ｋ ’潜航勾霰、浚淘曳乍膓熹にｌ るたび大捌低気匠や自萬

に・ 週したも０だうた11 畤lj、年間|闥日以・ も・ 舶|］戡がも・た晒だから．何回かlj魍天候に悩まされ

ることがもりても仕方かないのかもＬれぜいが．とにかｇ詢康則問のどこかで必ずひどい目|ご・・たことａ

事実である．しか廴、感連か強い（? ）盾叭 一昔に埀咎した醪究者が蒭査罍黻できなくても【 ｌ の寉徊

毳lj、同皿aK.F 君かも廴れない】、ぞｓ櫚究者の目的とするデータが徊られなくても．私自身ilL9 本り

・ 航できてＬＩ Ｑたり、名饗なデータを取ＩＬてしｉつたりするから始末がＳい．允全にK,F 君にlj ’恫

み（？）“を嬲わ刺てＬま．ていて、枝は翕う人匐に「欄本さんと一輻に乗●1すると４く･uことかない.」と

Ｓいふらず始末である．

俯榻ご・ 知のように、 ’なっ 廴ま‘ 、 ’かいよう“、 ’よこすか ’という3 戔の調査・lj 、誨澤科夕植

衙センターから回本両雇事業株式会社か蚕託を・ けで運銚している．頁徊黝ｅ洵々は、あるｐ一子イション

によ・で、これらｓ雙の司査船を穆ることも多い．そのため、魯の１行（？）に４１レか・ いて３雙嵋舶に

ー●6-



畑れ雛・て廴１９た。皿に扈いことにlj、名齠でも引ｌ 繼ぎ事項ａＬて伝わ・ているらしい。今まで、ごｅ

耨に関して羃軸疂、ｌ 樶闖畏をはじめとする秉締員の方々にlj. 随ｇ可資か、て僵いたもめである。

髱にも声を大にして言いたいことがも４．私が参加Ｌた澗査鶺海にも大きな爾章かあることを。今までの

’ｔ儿かい21匐’朧輿喟盍で、壘も圓査の成直申の儀い小笠嵶淘域において、ｓ目瀾続で鶸航調査ができた

ｅは髱め梟舶廴た鈿両だけなのだ！ 平成4 年度の’Lλ かい麕佃 ’ＩｘｕＭＡＲＩＡ 航陶も一回も予爾日

を農わず､i－フ・ク１だったのだ！ 甲堤4 乍度にlj ’L 儿かい･xl ’潛馘躙査晒ために’なづしま’1ご擾舶

Ｌて１、‘Ｌ４かいｓ仭’の１うプルで、翕●と季笥舛れ蜀龕火見物をＬて帰・たこともも。たか、そａ １

うブルは薑研犬所の硝究者が埀黼した時に起こ、たもので、亀lj伺も圃与Ｌてしないのだ!

現在､ 私ほ伊平匯寿嶺の熱本皿出121 物霹梟の ’しんみsgx･ ‘ 瀝航圃査のた哈’なつし靈’拉上で、こ

の文章を書いている。昨回。今回と天恂il自いが。大きなうねりか幽ていて湘峻・ 遣が中止とな・てＬま９

ている。こａ ２ヽ３年靤好矚だりたｅ に、痩念なj･ら、また、私の龝よ塵覆に汚点（？）か付きそうで不安

である。恟しいljれど。MieK.  F ・ の細か眼に浮かぷ。まあ、こｊいうことlj淘て仕事戞するＳの鼎車

だと廴て居廁る儒にないのかも匐・ ない。

驢11抻韆涓航でａ崘しくなる怪鮠を一席

r誹文事』で有曹なフメｌｌｉ ｅａ忿チ兮＝エル・ホ一りンに「う」lシーｘ の舳』（1剛11 という作品かある．

イタ■J 7は､iドヴｙ大学ｅ・ 学・医学莓を耳台にｉ りひろlf4 教授喟の擒争の物詣である． ノ、コぜ・5,l

シーｓ羲椶lj絶世叨美女ｇ 儷れ・ い狼ぺ？i Iu ヌを屬拿圜の毒草で彎て、「瘴粮」に濔でる． この美女を抱

き、その盾懼た芯鮗りをかぐ6a はたぢどころ|ごａを志老ｔ ぺｌ である． さて、 ラ4,･ ルである･1.11 オー

一皿挧ｅ孥粗で僅1●の戔 青年ノ・･･ ｙｘ・がｘコy チ はこ６鰒にやみがたｗ・をおぽえて 廴まう.

､･. オll－x 教艮lに 卯胄年をそそ司かし．跛女を毒から解放すぺく高・ ａ觧毒薬をぺ71,lxI ご与えよ

とすすめも･･－･

匍龝曷lj、む 廴ろ畦女ｇ ●覯りにな．た．褫女にａ９ては毒こぞか●そのもｃでも．た．

このデー71j ビ クｉイ・２ －ゴがインF の伝齟に家耳Ｌ、さらにロ シ７ のラチル＝コフ・ツｕグープ

【|･Ｓ～1qａ 】の作品［毒仍曙］をもうろ だＬた． いずれも飼訛旦の作品である」･、夕ｐり11 が彳．･ヽオリ

ムシ、シンカ11･II 』が引 かいずれも「猛毒」た１ ぺき磯化本素|こ俵存 廴ているわd夕で、・ａ の皿水生物芻

擺画化学合成生騾系ｅｙｌ イギー闊式を先喩り 廴たもｅ とな．ている．

碵偈にEjそれ自陣に1ま蓋理作用かなL4 司ａ．●内軸鬮によ９て圃元を受lj、・ 化滲鳶 色ぜ．で大腸を刺

濛 廴魯哽を促す下剤９１ がもa 。 シａりII が11 ごlj・ 化本累代堋の驫綣産物の硫渦か阯餃的大膕にｌ・ して

いる． 廴たかづて・ 芻|ぎ、毒そ卯ものを涓ｔて 廴まうｓではないj ’、毒物を早（ 管廊する・・1をも、ている．

そこで、JAMSliCe 瓷耋I釶の梟青年齢本 惇氏 叭 勧めるぺき扣ｌ に事欠t･ て、自 らシロり りｆｲ の

ー屬を耳廨Ｌてゐたそうな． その晒果たるやいかに一一･･
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「しんかい2很扣」に乗り込むときは非常に楽しい。その理由の一つは。もちろん。これから略まる調査へ

の町待に胸ふくらみ、ワクワクとした気分になるからである。折角のチャンスを鳥皿のなしように成果を上

げなければならないという多少のプレッシャーでは抑えきれないほどの喜ぴである。もう一つの大きな理由

は、「しんかい」の中か狹いながらも快適だからである。適当に（？）揺れる「なっしま」船上とは違い、

10m 潜れば直の彫響かない。そして両匠に魯くころは十分に涼しくな。ており、沖縄の梅両吟の蒸し暑ぎか

らしばし開放される。狹い船内で７時間近くも姿勢をあまり変えないで檎たわっているのも、全凧苦になら

ない。しかも且の荊には、この世とは思えない（？）ような別世界か亡がり、観察窓の向こうｌｍには皿水

の濟出孔から、皿下からのダイナミ･｡クな手紙が止めどもなく送られてきているように思える。そしてその

閃旬にコロニーを作る生物たち。エピが高温の皿水に皿れて 鳥`い･ と凧び上がるところなどを見ていると、

仕事を忘れて見人うてしまう。私は幸いにも昨年に続いて潜航することかできた。「しんかい」の潜航の確

率かおよそ半分であることからすれば、 ２戦2 魯がいかに運がよいかかわかる。今年の第3 レグに同行して、

潜航ができたことの幸運にひたすら感謝する次爾である。

水竃海山のjj レデラ内は昨年より透畷竟が毘く、親男があまりよくぜみした。 執４畷出活粂が苟に廬発に

な９でいる様子は穹かーたので、瀋●疏ぬ屬 くなり恚ホか淀亠だためではなかろｊ叭

ｆ 亠＝－を觴すと内鄒から金色の自彫の葹四鉱が・ れる｡

「や。ぱり、この金色だよ。牟生畤Ｒに見た翕飼・ の単本ｌ 廣面叨色がくすんでいたんだ｡」と２ うと、

Ｎ氏;j「じ。あ、Ａ氏にそ」・ 、てもくね｡」と１もれてしま。た。そａはまずいのだIA 晟|ま私の学生畤

代伺鰄物の先生なのだ。

ちなみlご、昨年謔戳Ｌた耳銅鉱の濔瀰は。匂本表面哂色のようにすでにくすんでしま。ている。さらに、

芍年採瑜廴たＳ銅皿の表・ａ 色li、IU 後に芻●した６痢と比べてもくす儿でしま。た。なんとかこの美廴

い璽色を繙徇で迦ないｇだろうか。

この４月１日付けで写皿測皿、火山躙査四雪の沿岸調斎曹に陟勤となり、７年ぷりの現場皿帰となＱた。

戸惑いの中に新牟さを感にながら過ごしていたところ某ｗ曹からF 芝田さんしんかいax刄に皿りませんか」

との話があうた。私はそれほど考えもせずに「いいよ」はと答えてしまウたか海に潜ることへの卜 奇心が、

不女をはるかに上回Ｑたからである。しかし、徐々に乗る皿が重づいてくるに従って、不安も高まりてくる

めでした。そＬていよいよ６月18日「なつしま」へ乗船し皿日後には潜姐すると患うと好奇心と不安が五分

五分となり、ぞのうち世転しそうにな。たのです。「これはやばい」そう思いながら１日１日が過ぎていき、

いよいよ現鳩に譱いて裏ｗ官か潜航する日となりました。彼がしんかい2訊刃に乗り込みゆうくりと作貰か世
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められ。隴黼 してs･ うたときには「蜀旧l」睹の儡だな」吏員儷をもぽえるのでした。そ嵋日の潜航が終わ句

彼が下での蒭をしていて1. 差直胃９て明日ａこ ＆か気にな。てし、うjlないのです。 その日lj、フ ルコー

11も控え早めにぺ。･1 こ入りましたか、なかなか良つ かねま蓍んでＬ た。いよいよ当日|こなり、刺翕も扣え

め|こ。冷分も余り取らない。 ｝彳レもｎ，た。 と、心を含めて準爾をＬでい たところ、天恨不良のため本回

の画航11中・ すると唱フォウンｘか入り、輿持ちか空毎り 廴てしまいました。 しか 廴。まだ３回あるのだと

言い闃かせ、明回かんぱろうと恙ったのでＬた。 このことか、達にljうｰ､タヌg 少廴だljです詞 につなj6

たのです。そして。 崎ちに待９たそａｌ か１ も廴た。 し儿かl･2ぼllこ憂り込むともうとうにでもなれｓ」し趙

で気持ちは湟洵への好洵心だljにな。てl･iL た。 画鋺を始めるとこ れが重舛なぐらい摎れかなl･a に躙遘

まL た4 善政までにはおよそ1 週閾ぐらいかかりま廴ぜ4 帰寺伺 の谺ａ も早（ 嶇 したのでした。 そして海底sこ

到着すると、いままでのビデ オｃ中でLil 艮たこと嵋ない海・ を目め含たりにろ ることjjできた倡です。ぞ

べｕ、 ただただ繻屬ａ 懦耳でＬｔａ それ11 ら浮上するまでの 石～７畤闘みあ 。という圜に画ぎまＬた｡･吐●

の力li屬 ったと匐りにljなか４かいきませ４で したか、十吩に満足しで泙・ してきました。

今回lj そｅ 後・ 載できま脅４で したが。 ３年眤擢・ てきて一度6 ●航で きないÅ ６いるということを闃も、

乱lj直11 いいのだと里。ているところでｔl 来年ｇ 冐の計面lに れからですか、チ、ンｘかあれぱ両庚潜、

てみたいとＳ・ でいます。

Ｌんかい･SI こよる椙昿圃査も４回目となると、皺癩・跿外線政･Ｓ射丁艷 分を考えなから●りあせるこ遘

もな ぺ躙遣すａ●裕i‘でてきた。 し14 それで も海喩のたかだか２～ ３１ｇの瀾匐|こ鈿９たデ ータと試刺|こ

基づtl て鍔 らかの唸鵈を導きだすｅ 諡誕重なこと６多11. 番航魯晝を Ｗ 墫貿皿麌のＷ で訛皿う

ける老、魯ｔ からｅ 音譽祚手法、りｆ？、 ケ ブルによる●Ｓ・掟鐙に基づく眞畜が充分に実麁された後々X

y  ^となる崎貞にもlj る・ 礦な目的を持りた濶重と言うこと加できる。 今回 の灑航もこれに逅い手順で

行われたものの、濺脈埀には 一反刔側の創面にlja かに良い７４－イＦかあ 。たのでほないか’、‘もう一

層航すれぱ全休轍か雅觧できそうである。’とい。た心繝りかある叨である。 正●な２ころ、箏・ 躙矗の●

饗饐を狗認識Ｌた。

今回ａ灑航倡目的41=alk 。｡ 。｡。U こもりる７ ンガンクラヌ１・臼 糖叨庫因籾蜀のための７４－ｓ

ｌ’データを欟めａことにある。ＬかＬ一口にφｌ 原洵合と言。て６ぎしう たし1騁１ｍｇ・ 、卑海山０畢瑣軸

め直径が豹3gks でも４．１便･￥ 狄の白鰮丸によ 石● 臺航海で 肆納15 回を費やし斗海 域からMjadsa･

Ridp 司矚貪を実施 廴たが。マνｶり 酸化物の分布匿秡の全休●を搶くのlj羞 い･ 。

Ｌ４翕４･ｇｌ・ のなかで磋飯のお皿りを 貪べ 秡から、「少なくともＸｔ月陦の海il堵質、 宣洋物理、 布洋齔

幸各分男の総ｉ 約●餉胴翕峽龝。 もちろん々 ルｆｔ ｕ－ビーム|こよる聰髟閾、ｑｉ Ｆズキ やν･y すーイメー

ジlj匡本である。 ●繽贋●は最低1･画嘔戔●される･･･」４どなど欲張・ たこと崟考えていた。

69



ホ鑠1.0伺ｘ

布底に蟄ん吸９ているレｙカイコシオ●ヱピ肬、岩石を翼取ＬようとＬたrL んかl傴i・』のマ４ ユビレー

タめ大１な餉|ご向か９て、その繕い銚を亠り上lfてt･る。決Ｌて・ てるわけでilないj･、ず。と挂んで蠡た

先佃権を主張している。・ 詢li●・ 句世男で６、死の世界でもな４、命を育ゐできた匍球の一朗である。

小笠原の淘の亀に11.1 佃年ｅ・ に熟蓄の洵を甕廴儿だ化石の目と今をぺt・●に生きるシｙ４イコシオ

lgヱピか、地球の厘１＠淵さ＆唾１ることの濤畔を嘔・て（ べていもような気がする。

埴琿匐褸桐の生存可鮠な空閨を再えみも亠、陸上1111んの一襦でしかない叨ですね。海面＆いうぷ直縫堆

驫を哺えて灑。ていljぱ。そこlj、１１ 友右が空気の代わりに水で綢た､されている、という我々の生・Ｌて

いる睡上＆li全｛ 迷、た唇罪か広がりｌ す。でも、Å闘には隹むことのできQ11 訛界。

「・中世刄11、3 次元でljなく、４皿元でもall.3.S 次元であi. 」という。小笠原の具・ 丸ａ・ －ｆ －

ｇ曹葉ほいい魯て妙だa・｡いました。４取元のようlこ空想司世脚ではなぺ、きり亠で日言ｅＧ々擴廴ている

３次元空爬とも逓う。そｓゆ闕でもｉという･･･一塁身近なようで、映百等からイメージも饑・ にわくのだlj

れど、豐は自ｉ に五づくことＵ椰Ｌいわljです。例えぱ、レ.j －ヶ11ゝダなら、厘に逎い・ 表Ｌか偉驗で

きない廴、スキンダイビングにＬても、技術的なSI哨みもＩＬ．庫度も世いぜい2･n 亠l･うところで、 シ。

ノーヶりンダよりちｊ９と広がるだけ。でも、「鱠上亅 をそのまま脚ａ･の濛さ叨「淘ゆ世界」まで・・ 左

右白鹵に鴾ち込んで 廴ずう「しÅかtl黝匐」の体験l」、それらal 」榎本蚋に邇・て、弘にａ。てl」曹通の精

籌状態で、入ることの出来ない曹の濶次元世穿を汨屑旻れて廴墟。たという、良ぺ考える＆非ｔ にぷ毘Ｓな

もめでＬた。そ司むかL 、'1^4 の卒業文擢で一君鰐濛の夢をあらねｔ コーターみも。て、他の子僕直は現

実的なことを麕いていたｃです叺 私ljなぜか、「太諞嵋上に立、てみたいl」という、貝世界鉢驍願望を槽

いた覽えj･あります。もぢろλｉ 鴫ljガヌ休で、褒ｉ・ 度なんかとても高いことも匍。ていたのですが、自

ｇ が大Åにな石ころにli、Ｍ零肢・ の発達で1まそÅぜこと鷦ｌ に出擢るよjlこぜる、と・ｔていたのです。

そλ ぜ私の鵬在意皿のａか叨夕かこんなかをちで、ljかすずも叶えていただ４もチ・ンヌ|こ身ｌ れたことを

絮直に感淵廴ています。これも、一つの濶航を胃さλで支えてくだぎ４匐かげたな、と濶駅ｓ略わった寉に

しみＵみ実感ＬまＬｔ。あり加とうございました。

学ｔ 畔代に趣皿と研究でき仙の海に画り、淘とそこに生きる多樋な生物|こ黼せら・ｔ。漣さ栽十j －トル

の、令息な。ては浅い海に頻繁に遇l･、手の名かなLI原い洵に鈿いを驗世るご＆屯も。た。コタン・Ｆイル

es 』4Q「失わ芻たｌ 濔」が稠尺に恚るとすれぱ、そ戳は両両|こ直いないと今でも倡しており、Is38年に発見

された９－ｉ カンスを敍えるような大発見か再ぴ・ から報告されることを躙持Ｌている。蓆淪に刔する憧れ
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と、見知らぬ生物に巡り遠う堋徇と、 一度入９たら伺町岡 も出られないという不安 とか入り皿１９たｘ持ち

で、潛冰澗耋龜「し儿かい21 蹲亅 に乗り廼んだ。海況不良の為。禰・ 牆亀でめ蛟洵が中止ａなり、今回、冷

嘲淪山でこ喫 且ｇｉ ライ。

譽本の鯛關1ご馴築ろ嵋誨の笆が、小盾の向こう1こひろijり。不安 も忘れてその場、その堋1ご夕中|こなりた。

まず喀ｌ たのは、浅屬には目で覩認で き611 どの大きさの生物か駘と･いぜいこ と。 陳埆からかなり麟れてい

るので有捷糎が殆どない蛙いなのでちろう圦 鵞 いため皿。大彫光ｶｑF 霧に諏（ まで届くこと｡ 本深ａｌﾉ 一

１あを屬えるまで、趙価の一躑を確認で きた。 友碣瓷か衰え始めると目 に映る光lj発光生物の支へと胯り豐

ha 。齠叨淵降に伴、て、小さな洸加目ｅ 萌をかけよ り消えて衍ζ。中でも特に戔Ｌい司ll、発尤する夕弓

ゲ。匍僖に触れると斃廴く灑 廴｛ 尤り、畤にlj. 芻々の尤l の嘴になる。ＬぱL 廁昼ａ 夜空を梟 廴んだ擾、

匐外の後光・ をりりて瑣いた。褊・｡でｉ る生匂かいつめ繝1ごか翊えていた。魚爾、腔膕●物、甲偕黷、その

池見たことのなl･生紬がどんとλ画り阯けでいく。多くの匡旬lj劔皀遡哨だが、廁紅ｅｘどや紫色のクラ･ゲ

か彰りを齡えている。・ 既に近づくにつ れてｔ 物の里1･翊えもと闘いていたが、そ戳ljど舛加Ｌないうちに

洵宦か旦えてきた。1罸3s 。趣魄卯世昇で11到・ し得ない再さ|こ。あ。さりと｛・ 舳予－ｘｇｉ ｉｌこlj実|こ

夾ILではあるj‘｝ や・て きて 廴ま・ た。亀111j. プルマータのある●耡で多少溘れjjある。 ●底ｔall 熱冷

嗤出城ではぜく童物鳧まぱぢで、何となく荒涼とＬていた。それで も皿の見知るせいぜい觀十j －1 イの淘

底より大璽の哽蓍麁讀j･多いようでも・ たl 起伏に凛Åだ墫髟を飛ぴ駟えなから、目的の熱本噛ｉ 驢にj 瞋 。

鳶の舛にはｆ・ ﾋ ｅ゚ モニターでは 冕僑れた、しかＬ嵋かに元11 7で 吭4 とＬた生物逓の営みか靈盡できる。

蓍ふｘ－を・ い尽くすシンカ･i  fc'"J が1 軋 その間に徊え闌れするａ ノ･ヽ ｆ ガニや９０３ムシ。あまり|こ

も鮮明で、目分か百数十 魯柾の淘既に存竃１ｔ いる実略かなかなかおいてこない。 それに 廴｛ も鳥冰皿出埴

の唾旬・ は礫ましい。 砂埃の・ ？シヌも旬負ljである。 しかも太・ も魯物も鈿しである。晒球が自ら叨力の

で星い胄ててt･ る唾薑贔。 蘗々司生命か生きずく深海は泱 廴て沈黙の老 界などでlj ない。

今回の行輿で一つ残念なことがあ った。そnlj. これ罎と人間社会から圃鮑された堋・ にも疸擢活輿の醯

い爪僵か覩されていたといに とである。矚幀ｇ 一部分司ようでも 、たil、詢霈纃塵された卯であろうか。

おかさわら丸から・ 甲獰を・ めても空き粤座薹哽梟旬が崢｡退 廴ているｅを度々目1ごＬ た。Å閾がいかに淘を

再Ｌてきたか1よ・ 京灣を見れば一目●慇であ る。・ 々ａ ケ、－４卜である洵を大切に守・ ていａたいと痛切

に感ｌ た。

も。亠いう喝1こ瓏足●放電となりて しまい、 淳ｔ Ｌなlj れぱならない略間 亠な 。た。 羅圃で ｒ廴儿かい

ｓ仭り の琿りを豬 。ｔ いる時に1ま員（ 感していた跏布時間1. いざ自ら潜航Ｌてゐるとも 。という胃の出睾

申だ。耐圧覦から 廴儿しんと伝わっていた片 洵 も次攜に勢いを煢い、外事に蹲明りが見え始めた。司ぴ小璽

・ の籃い両と胃鉛のプｐぺ５か目に映り｡11 ＆ の巨い私の初潮翁ljr なりＬも」のＡフレ一Å|こ高々と吊り

・lf られた。

この灑航ljr 手ぷら」になるのでljないか、と適中で伺回もその麗いかよぎ、た潮畩でもうた．我々地球

化学古lj試棡が手にÅらないことにlj仕申か始i らず．熱水かaLLI 髱にと．て．曹遍め淘底ljあまり用事

血ない甬なのである．冨ま甸にも火口壁ｅ がけdii くそれに刻して潮水皿の視野はJ14 い．「Ｌんかい」か

●・た魯でもａことを示す＊ 耙画りも、さら1こあぜりを朗う．廸・ の上ではここに湖本暑が曷alj ずの崎所
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なのに…。

恥りてみれば最後のＩ時間半で。採木も生物皿卜 採取も何もかも片付けてしま９だ有意義な潜航でち・た。

作業時間のわりふりのー状断はいつもながらに皿しい閃世である。保水器をマａ．ピレータでつかむ手つきか

あまりにも手慣れていたのか特に印象的であった。

艮吟間の潜航ありがとうございました。

阮念すべき第7闔回潜航に当た。た。しかもこの潜鮭蠢査は私にと７で初めてのr 深海への詼亅 であった

と同時にまた「新闘への旅」でもあ、た。

甲成５年（19僥眼）７月12日に発生した北海世両西沖地震は人きな津波陂害をもたらした。特に奧尻馬齊

苗地区では多くの尊い人命が失われた。これは地耳発生後数分の内に大津波がこの地区を襲ったからであろ。

どうしてこのような大皿事を防げなか。たのであろうか。

これまで多くの研究者達が皿震を予知しようと様々な方面から研究を毒めてきている。天気干報の様には

まだ予知できないにしても、それなりの進歩は巡げてきでいる。しかし降黼は予知だけではなく、地雇が・

きた後の科学的対処の仕方にあると思われる。私はこれまで、地耳か予知できたとしても。地震を止めるこ

とはできないのであるから、備えあれば憂いなしと首うように、十分な耐震設碕を施せば大地震でも伺も怖

がることはないと思うてきた。しかしこれは島国倉本では亀り立たないということを今回の地醂かまざまざ

と見せ付けたように患う。大津皿はそう簡単には防げないのである。ではどのように対処してゆけばよいか

と言えば、現在のとごろいち早く津波の来る時間や高さを見魯ることしかないと思われる。

津波は皿震などに伴う両底の地彫変化によ。て引き起こされる。チリ沖の地震や、日本海中略地耳などで

引き起こされた津破に関する研究は現在も多くの科幸者にようて行われでいる。この皿形変化は卮震を兎生

させた断層運動（地殻慶動）によ。で引き起こされているのである。したか９てこの価層がどのように勅く

かをシａ ミレート出来れば津波の被害予胆か出来ることになる。自分の住む研がどのくらいの津波皿曹を被

るのか知っておく必要かあるのではないであろうか。

しかしながら日本周辺に限。たとしても断翳の活動度を見櫁ることは皿しく、まだまだ罵礎的なデータが

不足していると言える。刈。特に嶐海の諄細なデータはまだまだ乏しいのである。しかし着実に庫海の基礎

データを集めてきたのか潜水船による観察であり、海声科学技術センターの功績は大きく評価される。今回

の潜航濶査もそういった皿曹から調査を遨めた。傘震がまだ琥く海域での、世界でも初めての試みに歡加で

きたのは、研究者としてこの上もない幸せであ、た。

私はこれｉでの大学での研究期間中では防叉ということをあまり意識せずに行ってきた。しかしいま国立

の研犬所の研究員として、私にと、て新たな分野の研究を始めていかなくてはならないであろうことを自叉

している。今回の鰥簡への旅が私にとぅての新たな研究分野への旅立ちにな。た。新闘の地へ画み入れる最

高のスタートとなったと曜う。

今回の詞斎は緊急ということもあり、多方面の方々にお世話になった。ここに改めてお礼を申し上げる次

第であります。
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本皿1 も．台勳S 号焉遍の翌劃で澹杭が畩ぷまれた． 廴みし、喬航干定地点へ●いたら海況皿食馬４変埀で

あり、鑽航することができた．今回lま、何・ も最後まで鴟もてａならないといに とを戟も・た鴃洵でも．

た． 耋た、11 年以降｢ Ｌ４加い２１１｣ で朧航Ｌているが．ごｅ聞予定さllた迦皿l｣全て 元l｣ 7 してきてい

る．今鬟lt連続梟黻13母が駿れるか£里・ たが･･･．今惻も魯航lこ成功し、盞植潜・Ｆ敍も更に延ばせて曹ぴ

μ晧増である．

さて．●航ゆであるか･･･．目的とする石灰岩錐碵がなかなか見づからず荅労廴た． 廴かＬ、本瀧航・ に

｢i'ルフ４ン３Ｋ｣ で薑藾｣･あることを礇閾.Lておいたため．最後まで希望を爨てなか．た．そのもかlfで、

ｆ 襴儂駁より才ぱぢ廴い大・・ｅ発見がで●ｔ。渊Å旬冰舶乏詞人画水韜とのコンt'l －シｌンａすごさを．

今回ljと魯したことljなかった．

突然のÅ搴で膕 わぬ欠員かで曹、今回箚鳥抻で瀲崘 させて頂４ことにな。・ 。この海域Isこれまで擶度と

な（ 躪銚が行 われて きており、母究編文も鷙多 ぺ報告されているめで 総合的な櫚究に遍 している。ｒここで

目分には阿が出来るａ か? 」 を考えなから「しゐか1･g･･| に 乗り込んだ。

・４ と同畔に芻 色の海水に包まれ、略濺航ｅ水曜誨・ との・ いを惑ｌ た。本嘲海山町近ａ表面・ 鳶lj・ み

き。た世笆で水鈿Skn まで濔辱かりが・ いて いた1卜 ここでＵ大量 甌）傴滌●ｅぜいでw・－を皿え４ と踏 測

でも・ｔｏＬか し。 ●湖物 の影耳で遊泳・ 麭やｓ遊生物lj非常に多い。

囎道生鉤ｅ中で も、 唾きた９ ミダ モ顎を堽察したeij 初めてでも。と。りｉダ｛ 顛は足ｅ 先まで消化管を

持・ てい るこｌ か知られている顧足黼物で、生物学部で1ま大食いのことをそう吁４だり もする。 標本で・ た

この匡物lj弱々しく繍鈿そうに思え たか。賃lj・ 矍に直詒 廴てｌ り、畤ａＬて全てｓ爬を 休に彊包俯けて蹟

毎に帥ぱ 廴。回転 廴なから累 早く佃皿する粢ljjl霍1こ累曙らＬいものでも。た。

初めて と言えぱ。 シｏウllガイ（CalyptQpna s 口夘 － ）や､ヽjlj ムシ癲jl実睹に生麩Ｌているの をこめ

目で禳かめたのも配忿すぺｉ 皿驥であ、た。写凋でlj月度 ６日にＬていたレpQII かイのコロニーもその面

積的な広がりｌ でlj 想皿Ｌていjlか９たＬ、鈿勸の驥足類がレｇウllガイに叶壥Ｌて いａこと１世 躪してい

なか９た。畤 児鷓絢め､ヽ4 11 ムシ瞿Ｌか知らなか。た11 ことｇｔ 扣嗅澗の､ヽi ･J Aジ嫗lj 羂上|こ大きく、芻

に綢紅０匍紺は鮮11 であ。た。 化夕合威畦物耳集め代表攤であるこれら１楯を自らｅ 瀰呟で櫞集 廴て、や９

と淳両生物を幗豐する者の一員に加えて頂し たという気かＬた。

更に初めて の試みとして、浅ｉ 生物のムラサキイガイを錣洵・ で嗣育する実 皿をii うた。「陬淘唾物ａど

の魯にＬて為旺、碁・ の珈墳に適応Ｌてきたａ か? 」原齪l 憮剛實叨晝●な匯珊ｅ一っ だか、この単純な胄

驢系が審外鷦皿にそｇ 答え画一皿を・ ぜて ぺれるかもＬれな11.

全く惴 れて いないｌ 肌中に「ここで自分に月 が曲耒もｇ か？」苟と裲ち壥いで･考えてい４傘捐など全くＱ

か
９た。 しか廴涓黄銕司「なっ

ｔま」舶・ で非霍に興味蹶い研究テ－７について舌えま＆まり蛤めた。内容

か・“ 重り次鼠 運航予 ムの方々に 訛えで薑 きたしことかいろいろも１．ｊ だまｒ 旬めての多い册仮屬禝

であ るj･、j1 －？・ ンになることぜく世 界中ｅ 謐ももこなＱたことのない初畔 簡をしてみたい。
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増 澤 敏 行

名古霞大学大気水圏卜 学研究所

今回 の獪7・● 龜で、t9 暦年11月０節S14瀧布で袮めて廴んかいXI・で潮航Ｌて以来5 回ｌ の漕崘となりま

Ｌた。そ叨ずぺてが梱曉灣初島沖哂同じシロりりが４コｓニーです。それでも毎旬赤面から●り蛤め、まも

りがだんだん暗｛ ａもにつれ、心か鯔ります。潜航のコーｘもコｇニーの南側で幽ａを覩認１たのち、Ｓ度

方岡に皿遘廴コａｘ－にl贈 す４という規定のコースを取りますか、それでも毎回シロ9 19 ガイコロ＝－か

どんな顔をＬているだろうか卜癲Ｌるです。今回コロ＝一に近づくにつれで。匐贔の郤并さ儿と膳駅士の鈴

水さ儿が ’ぜかだいおうぷい’なる囂鵝を邇澹すｌ ので、プイ司一罹らしいか列だろうと不思躙に､ｌ い、ｌ

そる匐そｌ ●匐まＬと２こ ’紳大王プ４’な芯ぞとのことで、靹柵いたしま廴tl 実lj.ISS 年dこ戡・ して

きた、・ 捍硝の・・さんのプイのついたコａｘ－からｇ灑田物捕屬翊ｏ－卜亠１力ｅ埀籬コ７５－を目印と

Ｌて目 匕ｙｇりりが1･l. 争で澗査か皿続できていたわ０ですj‘、1991年12月ｅ鯵5司濳敍ｅ・ に、 このプ

iffio- プとロー１とを鷽いでいた母金が劼ねてＬｉ い耋Ｌた．ＬかＬこの畤、匍員ｅ霤非さんかＬんかい

2･l の全衂のひぎ廴に淳かせてプ1 を遥がさないようにL 、た・た一本の・ｘピ。レーダーで、いろいろ苫

労廴て、ブ彳ｓｇ－プの下端をぐ４とか回－卜め１ に紳廴込みとりあえず。プ4 を欄能ぎせまＬた。こ０畤

|ぎど、L んかいｓ・に騅か一一冰廴かないことを尊隻に感したこと皿ありま葡亠でした。ぞの画航ａそ吸乍の

最後でそのままセｙ夕 に直町し、夥麕にａ。てしま・ため、弸乍功トノク明けの輿皿壘航か何かぬ畔にプ

イを・・ Ｌま廴。う＆・ 并船員か・ 。て下さいＩＬた。私lj、19ｑSfl 詞から91年| 月ｊで佃鳬に出ていた

ため、今回がそｃ瞶ｅ細めての涓艢で、瞿并舳農か囂りて・さ９たプ1 がまぎixそｇ仲大ｌ プイであＱたわ

ljです。呻大ｌ プ引 か。蒲生さえａ プ４よりlj大きくｉ た高く、丈夫にでぎていｌ ず。それlj当然で、●生

さんかロート|ごプ1 をつljた時lj、蓍いせい翌Ｂか翌 ｌ々ｅ 濺籬で発飃ａ・ やすい＆うにと考えて、|郭11

12丹ｌ で３年１ｅ既羂にうたって樶釐する、させられることを鳶濶廴でいた・りでljないとですから。Li･

廴、こ匐嚮唾さλのプ４と粫廴い抻大王プ41 こより、祠ｌ シｕり･･が41f･｡ チでの圃測j･可鮑＆なり、また

今後霍琴にわた。ても可飩＆なりまＬた。そｅ岾瞿、長翩にわたるこのレuglj が彳、１７ｆｇ 竃勦とその贋

矇水の重●から興味あ４多ぺの現象か見つかｉ ことを翩再Ｌています。

日　 付

潜航 番夕

199a  11.29

722

氏　 乙

所皿機関乙

船体か沈んでいることは

無皿の発光休か下から上へ移勤しでいることで解か９た

このまま海匠まで魂んでいくのか

それにしても眠い

眠うてしまうた

それで6 微生勧皿取葡はちゃんと設皿した

さあ 浮上だ

またしても岷・てしまった

こらえ口れないほどの尿意で目を竃ますと

そこはもう水深200m で
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深海への旅はもう終わりに近づいていた

きのうまで荒れていた海かようやくもさま。てきて制限時間ぎりぎりのところできょうの潜航が決ま９た。

なにしろ初めての経皿なのでまさに期待と不安かいりまし、た､Ｇ竟だ。 八･yチの司で共同研究者の爾池さん

のビデイカノりにポーズをとるか、顔かこわぱっでいるのか自分で もわかる。 副棡長の広再さんのちとにつ

いて艇内にはいるがきのうの予行演習の時と同 じで（ちたりまえだか）とて も狹い。 だが、償はむしろ狹い

ところが好きなので平気である。艇長の桜井さん、爾佐の広瀬さんの丸みのあ る体型（失礼）がかもしだず

ほのぽのとした多 囲気とま。たく緊張感 を感じさせないもふとりの会話のもかげで潜航かはじまるころには

ほとんど不安は肩えていた。再航をはしめでまず胃いたのは賢かま９たく揺れなし ことだ。深海は命かだと

話には関いていたが1臨nも湘・ たところで拙れがぴとぅと止まうた。 まるで睦のうえの座敷にいるようで船

酔常習者の贋にとウては願・てもないこ とだ。I伍ｈ をこえたもたりから周りが暗くな りじつに 色々な もの

が1殳光・ のライトに照らしだされて くる。 なによりもまず驚いたのは俣の専門 とするプランクトンではなく、

視界全体にちらばるマリンスノーだ。 マリンスノーについては色々研究されていて最近では形や存在盞 もよ

く知られるようになったが臭舜に簡のなかで腿でみるとまさに一目瞭凧、色々な形や大きさのものか大量に

あることかわかる。 深さによって・ の違いはあるもののこの状鵬は海底までっづ いた。 そしてこの有複物の

雪のちい だのそこかしこにさまざまなプランクトンが現れては消えていく。 その多くはプラ冫クト ンネ７卜

で採集したことのあるなじみ深い生き物 だが彼らがその本来の皿み鳩所で泳いでいるのを見るのははじめて

だ。 オキアミの泳ぎ方、エビの触角の向 き。 カイアシ類の動きなど畤のだつのも雷れで見るうちに艇は当町

の予足どうり1415m の簡底にづいた。海底で の作業（くわしくは報告書をごらんください）と昼食を皿えて

上丹をはじめる。しくっかの深さで上昇を止め水平方向にプランクト ンを探しじうくりと観察する。いちば

ん目にづくのかクラゲなどのゼラチン質の動物で丸、こいの。三再の、ひ ものようなのとじつに色々な形を

している。 とくにクシクラゲはその皿毛 がライトを反射してきらきらと虹色に輝きとてもきれいだ。これら

の生き物を取像に収めるのか一苦労で、こちらの窓から見えたものが操船曹の窓からは見えない。昆え たつ

ぎの瞬間にはもう霞ろの方にいってしまっている。でも操船技術を皿使しでし ただしてなんとかいくっかの

種類を きちんと爾ることかできた。こうして僕の初めての「深海への凧」は無事終わ・ た。あ・ という間の

７時間だ９だ。 最後になりましたが、「なっしま」と「しんかい20仭亅 運航チームの方々のご協力に厚謝い

たします。

日 吋 199112.4 氏 名 北 里 洋

世 航 魯 号 ７Ｓ　　　 Ｉ 所属機関名 静岡大学理学齢地球科学教室

「小さきものへの思い」

海雇に牛の脛骨を皿いでしばらくと。たちとのことである。「｡曹げう亀げ！エサだ！」とばかりに小さな

アンプヾポーダがどこからともなく集まってきた。流れの凧’卜側からどんどん来る。艮いを晒じているのだ

ろう。目を凝らすと簡慮何千という数が骨に群がっている。彼らは海亀の掃除鬣だ。今まで再姐したときに

は全く気がづかなかりたのみ不思議なくらいたくさんの小さい生き物がいる。
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洵・ には目に犯えるみ見えないかめ大きさ司小さい底重隻物が多餓生きてい 石。ＬかＬ ―廊の専門家ｇ 舛

にlj憮られていない。なぜだろう。亀直。Å間lj襴覓1こよ・ て物司存在を耙龝Ｌている。 そｇ ためにちょ９

と旻ただけでEj わからない大きさの生き物4j匍槇されるめである。でlj 、バクflj7 はとうなのだろうか。

パタｆ １１７ａ電子篦・ 贈を良 わないと鰮睾で自ない大きさなの|こ多くめÅが良ｉ 知。ている。病原●でも。

たり驤菌か作る生齔学物買 か蜃品になるために人問唾活と直接かか勸。ているからでもＳｏｌ た、コロニー

を作らせて増殖させ、ほと４ と化学実驥と同様ａ手泱で定爛鉤な躪鴆ができるこｌ も哩科系のÅ鬪にlj理剞

Ｌやすい。 というわljで。ちａ．と見に12わからぜい。申達半曙な大きさ司生き●j‘咳されるのである。

ｇ ｓｓ からIranR 大きさ叨底匡生魯をｊ４・ ぺｙＦｘという。糖虫馴、 ハル､lタチク ス類、 韆彫顋など

でも6. 原生生物の有・ ・ 垓 もこのす４イのも吸が事1 ゝ で は、こ戳ら卯生●は誨筱で細 々a冫生き永らえて

いるだljな司だろうかai であ４． 太平洋や大西洋の諏淘底では、ｙｊ オペント ス1’全匡 魯魯の半うaから３

分晒Ｘを占めているこ とか知られている。裝らlj、 襃糒から沈降Ｌてきた植曲プうｙ夕ｉ ｙ起鐚の有機物を

繝癲Ｌ． また傷物哂死鵬を劔除しながら匍海底で零栄しているのである。

最五、全地球吶な炭素樋●を考えｉ 轢に、海洋に右ljるkiaie-pl 洫gje ∽qlilg か話圖にな、ている。

壗櫚物を角めた海洋底隰と声洋蠢・ ａの伺での生物を錙介 廴た有欒皿食の逼携 廴た湟れを蠢騨することか童

燹であるというこ七であ る。 鄰 冢応・ の生薑系ではメイオペｙトスか大きな眼分を占めていることぽ言うま

で もない。 廴か 廴。どれくらい、 どのよjl こという具体酌なこａになるとまだわか。ていないのj･現狄で１

る。 そういうことから、廠i龠11蠢 底表屬郎に生１ で丶･るノイｔ べｙｔｘの祗●を勾ろうとＬている。I匍1年

疣から飴 めた、ｒＬんかい･X 治亅 を卜響詈してｅ 柤槙庸φ 夊尊におけるa ㎡㎞st,Wasfl 眦ａｌｓｓ ｅ 櫚蝿襴

繩と胄驥のノ回ジ４ 元Hj そｇ 一環である。

目に昆えるか尨えない11 の大きさａ メイオペント スｇ 樋大手法li、7 夕ｐベントヌｅ ように手に持てるお

りで１ なく、 またｓ チチリフｇ ように培瞳にコロ＝一を作ａおりに1μ･ かal･ ためにまだ定ま４たも司はな

1‰L たＳ 。て私凍は禮竸篦 査のたぴに直航チー厶の方々の恒恵を・ りながら道裏を作 り。 観測や実装を遍

めてい４．「小さ●ものへの思い」をこめながら。

昨年霞皿し、今回回収されたプロトン皿力l↑は、これまで４回の劃定に便刷されたものの、改良型であり

ました。

これまでの測定時間は長い特で１日、通常は約２時間という短時間でした。

小型で、艮舛間の測定ができるよう改良されたもので１分間の測定間隔で妁3 ヶ月の測定を予定していま

したが残倉ながらデータを得ることはできませんでした。

途中でデータをChgk することも不可鹿であり、結目回取したときの結果待ちという皿況であります。

これまで便用していた磁力ltもデータを碍られるまでには回度か失敗していますが、新しいものを完皿ぎ

せるには、もう少し町間かかかりそうです。

今霞ともよろしくお願い致します。
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「しんかい2皿泊」でのDIVE も今回は２回目となり昨年の初体皿の時に比ぺ落ちっいて仕事ができたと思う

ています。思い出してみると、昨年はいろいろな面で緊張しっぱなしで潜航の前夜はなかなか寝つかず、朝

起きてから潜航直前まで向度もトイレに入ったことなど、今回の落ちつきと比奴すると我ながら驚かんばか

りでず。この分だと来年にはどのくらい調子に乗りているかと、今から､Cf になるほどです（実際は晒構繁

張しているのですが）。しかしながら私の直の良さといりたら、今年もいきなり初９ぱなに潜航でき直算２

勝１敵と勝ち越してしまいました。過去には3 直取中の人とか面と向かっては余りはしゃいではいけない人

を何人か知っでいますが。ま一しかたないことですね、天候にはかないませんから。

冗談はこれくらいにして、海底は本当に神秘的だとおもいます。特に今回潜航した金曜海山は過去にだれ

も潜航したことかないところですから。ここを知。ているのは私一人（３人ですが）だけだと思うと。それ

こそ大変な経験をしているんだなと思うわけです。それと共にとにかくいろいろなことを見なければと圃る

わけですか、こちらの方はいまだ傘裕はありませんでした9 傘回の潜航のときは両航してからも傘世を持っ

て調査ができるように今から心がけておきたいと思っています。

今年度の小笠原方面の潜航調査は４月という事であ。た。私は２年剛の４月に北硫黄島と酉之島周辺叫域

の調査に参加したが、天候が悪く。海上は常時10m ／s以上の風が吠いていて。作業が世まないにかい経験

があうた。今回の予足3 再航調査の内１つ潜航できれば。上出来だと思っていた。

遵よく糾日に天皿に恵まれたので、この１回を心うきうきハッスルおじさんのS 氏に譲り、残りは倉うちゃ

寝の４日間と決め込んでいた。３倉目の夜、翌倉の予報天気図1こしっかりと抽たわる価滞前皿を確認してか

ら、瓜袙m1 のビール２本を飮んで、「なづしま亅 のローリングを感じなから安心して良叉かしをした。

４日目の朝、目がさめると風がない。白い風甘が見えない。寝不足と二倉酔いを抑えるため大人しく潜航

を時つ。洳吭巾も元匁はなく静かにしていた。崎底地彫は思いのほか急峻で走行がたいへんだりたので、ほ

とんどパイロノトまかせの状態｡ 潜航調査を終え母略槝収２時閃後急に皿か世てきた。まさの直か良か７た

としか曹いようか皿い。

皿皿した曹石賢料は灰色で安山岩質らしく、北嶺とは翼なるのかも知れない。こんな事も考えたが、窓か

ら兒える深海生物のユッタリとした動きを見ているとこう感じた。「おまえらはいいよなあ。天候なんか只

にすること無いし、ただ目の莉の物を龠べるだけ。気をしむことも無い｡」人間も彼らを見回い、常に凧心

で平常心で生きたいものである。
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｢潜航開始｣

パイロ７卜の一声で。まだ見ぬ世界へ出発した。

海上ではあれほど揺れていた船内が、少し布中へ沈んだだけで微動だにしない。

観察窓から見える両水が、しだいに色を濃くし暗闇の世界となる。

淵冰舶の翩喫がともり、両親か慶を現Ｌた。

＊篆皿でみた世界か目ｅ・ に広が、てl･る。

奕然イ４か員鳴直ぴに重づl･てぎた。

大きな目でこちらを覧て1･る。

Ｌぱらくそぼを咏いでs吮 が、突偕ｓを牡いて遇げて入。た。

どうやら、まぬかれざる窰であｇたらしい。

奇辺申でlj、喝屬ｅ・ ぎるのか早いようだ。

夢よの町刻＆なり、・ 闥の世男に別れをき1夕た。

r・ 上関蛤亅

・・ と皿７ 足の19e4年1 月1い乎宙の冨麾でおいた。自井千秋ま４めスペーｘ シヤ１イ猖壟、こｅ ちょう

ど蔔事廁にはÅ黷が旬めて丹面1こ降り夊･ たときでもあ。た。そして謾も1･宇宙の大スペタタク･1ノ・一に

釘討りにな９たことであろう。そうシ、－ノーカーレピー旬星か＊・ に次4a ・ 突Ｌてい・たのであa 。天

体司衝突シI-lj 昨今の蜀痼プー亠1こ梟。で。多くの人々に興味を抱かせた|こ直いない。それ1まご存し仰方

も多いと瓦われるが｡ 恐亀の差醗蔔の1 つに、彗星４ ような天体が地球に衝実し。それが引き兪とぜ、て匍

球剔欄の瓊墺麦ｔ をもたらし、そ廴て番堋を靤畩ぎぜたというものである。おそらく今。我々か目司含たり

にした旬服の覊寶喇1'、今から65帥万年皿|こ蚰畭で起こ９ていたかもＬ戳ないと戀うｌ．自鈿の貝翼a その

スケール嵋大１さlこ埀愕ずすぱかりである。

子ど１の頃|こ、太矚＠皃を三角のプりｘふを・ して見た徭驗を持つ入lj多いであろう。それか何を章畔す

るのか。儻かｌ 学生の頃にそ叨秘魯を葱えてもら。た記皿がある。つまり色々な叢長を持つ光lj、太陽のが

x 成分を反鵈 廴ているということである。・ ９て、評廴くその光を分析すれぱ、太・ の正体か１か・てＬま

うということである。今回もシ。－ｊ 一カーレｌ－・ 屬の爾突豪に閨 廴ても、世界各圃司天文台で枷瀾か行

われ、面突鴫の尤の分折から、遍か遍くｅ湶星の大気成分j'烱明されるというのである｡ それも耳時にL て。

その吮にも碧ｌｅ鵆突という目然実暇を通Ｌて、人爾lj多くの蒼旦地を踝たようである。碧屬司蕎突を目皐

するａいうこ£11、非常に希なことであるか卜 廴れないj'、観測は寡耄に芻學にできｉ なあ･･･といｉａｊ･。

タレピｇ１１３･た私の実感でも・た。かな句ｅ・ 髣はあるj･、望画湍で圜薹ｔで、その画皿・ 釿を行うと飩
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か分かってＬまうという安易な感じを受けたことは事翼である。

表面咳の約?O％が水で覆われている水惑址地鐔は。大変舛異な天体でもある。皿球と同じ様な惑厘を研究

しようと思うても、晩在のところ不可能である。ならば地皿を叫竿的に句ろうとするのは、天文学の一郎で

もあるし、また地球科幸という独立した、ユニークな学問を成り立たす要因でもあろう。しかし自分の足下

にある地球でも、特に海は我々にとぅて大きなパljヤーである。例えば匠力について考えると、宇宙空閃と

の差は一気圧であるが、深両との差は1咲町気圧もある。しかも尤は屆かず、リモートセンシングで使えるの

は音波だけである。非常に凧られた調査万法でしか探重できないのである。まだまだ分からなしことはしり

ぱいある。水惑星の研究はこの地球でしかできないのである。魯々はもっと地窄を知らなくではならないで

あろう。

やっと我々は水庫6卵om まで観察に亀かけられるようになった。まだまだ恥足ではあるが。薯実に我々

の好奇心は深海へ、そしてグローバルに皿球を捉えようとしている。全旭球を包きしたダイナミクスをにら

みっつ、丑々は一り一つその皿されたベールを剥ごうとしている。地球を知り、了宙を知るために｡私にとＱ

ての、『しんかい2Ⅸ沁』による２回目の揃航調査が今柊うろうとしている。1部気圧の世界から、今１気圧の

世界に艮る最中である。両はまだまだ丑々にとってバリヤーである。しかしその海が地球の発達に篁婪であう

たことも我々は知りている。水惑屋蛙嘩科学は大変ユニークな学閃であると再謖朧した夏であうだ。しんか

いaXi の観察窓から見る海の色が明るくなってきた。多くの人に支えられ、今回も無事の潜航調査を終えよ

うとしている。次回は海の水を抜く栓でも探しに行こうかと思う。

穹っＬＩ夕。・ フグスター11

しんかい躪のっ４りかた

苟廛廴４かい櫚叨うくりかたをお零ＩＬたところ、墻jヽ aとしょっぱすぎる。いやい９両水だりでは灑か

らぜい、＆曽S £忿うこ卜 か邇う。そこで実雷。

材刊：なず、き。うり、壗

９ ぺりかた；

Ａタイノ なず叨へたときゅう匈のljじをllり落とｔたのち、そのまままるごとひとつづづioy でくるむ。

Ｂ夕４ノ なす叨へた老き。う･りのはじをtlり落と廴た擴、まるごとビニール袋1ごいれ、墻を亠る。昏のな

かに空気み残らないように橿隍槽の艫を袋|こい戲で重渊岐きＬたのち、し９かり袋匐口をｔめる．

Ｃタイプ ぜすａへたとぎゅうりのはしを匯と廴た後、とちらも輜;ご二つSIりぐする。あとはＢタイプ亠同

樶匍をふ・てＳｇ空気を抜く．

ｇ 上3 種爾をn こl･れ、し儿かい2･ 扣叨ビデオカメラの・りねの賢ろよりａところ|こに・・ する。もと

lj涓覦か鈍わりて鑼ってくｉ のを時づだlj。

冰Ｂｓデータ 躪11鴫齠 およそ７鴫間

深度 匐ぽ.n

・ 度0.15 °

冊価

ｉ ．う引jB タイプかよい．Ｃでlj暘が勾きすぎ鳶。なすljC 夕１プのように咄らないと壙からぜい。鬻
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甘によって万法を変えることか重要なのだ。

伸繩め淘底で匡物を見た。・ 制日光の桟淳、累●底涜のなま喫かさ、 ●み喘
りた

両水に 萱もまで、 水源

300m を・ えも海底で もあくｉ で両国の風情が驫ち鷸ちｔ いた。

淘政から鬮ｍぱかり上の方1こは・ キフミやタラゲとい 。た小さな黼匏ブランタトｙが觴をなL 、一方海

嗔に11 サンゴと洵箚＆い・ た君にく。ついた生i 旬。そしてクモ１１デにウミシダ･･･浹Ｌ｛ 珍い 一生ｌａ と

曹う・ でlj ないか、曹謖虱・ れたもの光・ と阿加が逾 う･･･そういえぱ催物がいないのでもi｡

魯物と●簡の大きな違い11、前者j･I こよ９て太籬エｉ ルギーを有機勦に変えてそれをｉ 薦の魯にＬ

ている司|こ刔Ｌて、後者はその魯物を翕ぺて・ 活する縋祠鬻●乎物なｇでも 石。後生動物と11うちよ９とば

かし体制か復報な動物ＱＩ 膊では、その皿養逓癰か錘重|こも重なり、また亟いlこ欄關1ご簡み合・ たりＬて、

巧みなパラｙｘを保りている。

皃の乏 廴い浹洵底|ごlj鱆物かいない。 それでもｆ ンゴや画仙といウた勣麭lj たζぎ＆いて、それかあｔ か

も冰や雇であるか匐ように。 囎寫鱸司廁轢よろＬく滷闖に身を暖髢てtlる。こ叨・ Ｅｅ 本や花は元ljx トデ

レスの時代からつい２世紀位剞までず。と伊魯に分爾されていた程で、綢が接重するのを碕ち榻えで一瞬の

合間をぬ・ て皿旱するとい。た働匏ｇ イメージとは捏涓 いものがある。この本や花は洵申を躙う有吸爾や小

さなプランク１ンを、触手や匂毛 とい。た獵的の・ 皿Ｉ 官でまさに瀘 廴と。て食ぺるという点で盞週 廴てい

る。 そ叨刺を支えて11aaj ‘両ｉ から原洵威へと諾１ するマIu ンスノーであり、また胃底五く司プランクト

yg 屬なｇである．Ｉ

このように本掬ｓｇｍの艷男lj 鰊上や浅洵の里恵を受lj なからも全く迪９た ’iｒ ・ 界をｎ ９出 し、 屬近

阿かと話題の絶えない淙海底4M 匕牟合匡４ 梅年泰之も趣を異にL てい6｡

畤の経つ苟も£れてぞ４な ’lll’世霏を鮭蔔ていたら、 娑饕へ扁皿の声か躙こえ た。

毋韜「なつＬｉ 」司スクl」ユーかゆ・ くり、ゆｑｉり回９ているのか見える。堰水廴たｇだ。う。と。同

回目＠憐壊だ。たろうか？一度ljl 戔瞶に。そＬて６う一度ljrL λかい･Xl 』の電曲の霞肆に腟いた。両

蹲研め大学粒時代から戡えるｌ．「なつしま」|こはもう10軻gLE 」瞳 Ｌてい4. でも､「なっ 廴ま」の馮クIUa－

を見たglj 今S か初めてだ。

ｌ 際食く/り ａ．１とコパ４ｇ･。ｉか「Ｌんかい211 」の欟冒を子。７夕廴でいる。次に考えた嵋i」ごの

人直ａ ことだ｡ 人生のどこで、どういう嗔にな、て、この回拿にひとつしかな1･ r廴んみIxlX･U を欒劍 廴

ているのだろうか？こ刺ぱかりliなろうとＬても、なれるもｅでISt い。「しÅかt12al 」のタイプ・ｆ －

Ａの數肓な直４に伺か押かかり的なものを蛔ｌた。

「しんか1・ 皿 」は毎耆・ を皿れた。海皿瞿の明るさから縁々に青（ 、そして略くな。てい。た｡10 ●n

も沈j なl･うち|こ、ｌ.瀲に覓が失ろれてい。た。光の減衰●聹lj飄飄貝皿でも１ことを胖感ｔた。ふl･に鳬

の翳れかななめ下から目応耳の窓を幄に擴匂った。色かj同元。イｙＦ一冫の世界へ。時間か迎riL ている気
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持ちを味わうた。 タイムマシーン。たぶんこの後は研究者の頭になった。生物発光、海底生物の町皿を観鼻

しているうちに皿奮しでしまい、何度となく 厂しんかい氛χ沁J の外に出たくなってしまうた。あっという間

に時間が過ぎ、いっの間にか表面に艮っていた。

約8 時閃の潜航を終えて、再び、パイロットとコパイロー｡卜の手際のよい眞芻のチェ･､クか始まうた時、

僕は破らの運命に、神ではなく ’必然’を感した。

小さなＺから先輩か兄えた時には「もうー度行ってきま～す」と、言いたかった。

（パイロットは鈴木さん、コバイロ。卜はjl必 さん、でした）

逃がした獲曲は大きかった？？

今回の潜航の目玉はなんと言９てし、昨年度いてきた牛の骨の剛辺がどの棣に変化しているかである。期

時にたがわず、骨の上には正体不叫の生物かうごめき（揺らめき）、コシオリヱビやエソイパラガ＝といっ

たメガベントズがとりついていた。周辺の唯瞶吻も周化していて、還元環境か生塵されたことを佃曙・でい

る。筋書き晒りに骨がいわゆる冷水生態系の生匂の分布の拡大を助けるステッビングストーｙにな。ている

らしい。

来年はどうなるか楽しみである。そ。としてもこう。そう思って、正体不明の生物かっいている骨をその

ままにして、別の仕事をし、曜上するはずだ。た。が、巻き上げた泥で視界を失りた中、実皿装皿をもとめ

て海畦をさまよ。ている問に、誤。で貧の上を刈水皿か走ウてしまった。骨の所在ははっきりしなくなり、

ひきはがされたコレオりヱビか、所在なさげに潜水皿の走りた跡がく９きり残る声底上にポツンとすわうて

いる。船上からは、海況の悪化にともなって早急に耳上せよとの指示が繰り返される。ああ、どうせなら骨

を回収してもけぱよか。た。そう皿。ても匱の祭り。次回また００Ｂ２に市航する康会かあるだろうか？そ

の時骨を見っけで回皿できるだろうか？そのときまで町の正体不明の生匂は骨の上で生育Ｌでいるだろうか?

また同じ実皿をするに6. さらに２年の歳月が必妻だ。

逃した獲物はあまりにも大きかった。

日　 付
一
濳 航 番 号

19鮖．＆25

7詞

氏

－
曹 爾 田 英 憲

所 瓜 皿 聞 名

一 一

「しんかい2暝ｉ」に乗り込み八７予が閉まる。いよいよ自分が廿ったことも見たこともない世界へ行（ こ

とができる。期待、賢阻、不安いろいろな感情か交錯し、心壜 の命動はピッチをあげていｇだ。現在の仕事

では、海上の船の上から音響等で測む、両底の様子を探るだけで実際に見ることはない。また、了生時代か

ら始めたスキ。－バダイビｙグでいろいろな洶で潜ってきたが、皿高渫度は48m でそれ以上深い听は知らな

い。

いよいよ潜航を開略し、水深48m を超えたところでいいしれぬ爾足感がこみ上げてくる。次第に光か届か

なくなり。マリンスノーがライトに照らされる。ここは本当に海の巾なのか？と不思議な感じかするが、そ
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のゆ９くりしたりズムは妙に私を落ちつかせてくれた。

やがて海底が見え、魯底した。これが水耳16匐ｍの両底の世界かとぽ一９と見入うていたような気かする。

我々の目の剛に兄えるのは全地球上の約７剛を占める海声のliんの一部分でしかない。ふだん亀たちは何気

なしに景色を兄ているが、それは何km 先までも兄ることかでき、広い範囲を把握することができる。 望遠

鏡を使えば阿万km 先にある月でさえ観察することができるのに、両水というふだん見慣れた身近なものか

両底世界を厚いベールに包λでいる。この両水がなくなうてしまえば私たちはすぐにその全晩を肥握ずるこ

とかできるだろうに･･･。しかし、ほんの少ししか見せてくれない、ほんの一郎分の人にしか見られない世界

だからロマンを感じ好奇心をかき立ててくれるのだろう。こんな神秘とロマ 元こ両ちた深海の世界を匯皿す

ることができ、感動と満足串でいっぱいです。

実際の吐畢の方（海底火山の綢憲）はうまくし７たのだろうか･･･。佃めて体験する世界で、ただ見入Ｑて

いることか多かったような気がする。

「濶誨への旅- ７ ダラ「 らだらー」

いよいよrL 人かい20匐亅 の､ヽ 7ヂから舳内|こ入ります。ちょ・ぴりうねＬい気分でｔ が、ちｊ。ぴり・

彊もL ています。た｛ さんのÅたちか「L4 かい」を「砌齠なｉ しま亅 から洵ゆ1こ降ろそうましてい４櫛于

か、吻ぞき鳶からみえます。海中に入ると、なっＬま司２つのスタlj，－かみえました。やがてすぐに回り

は啗く緲か|=なりｉ Ｌた･

今回の僧餉1ま本皿2闥Ｅ荊盪ですので、Ｌんかい1･蔔司簷力j･らす曷＆、そのIS 』扣度しか使わないこ亠

になります。 廴かし。本画･l 。＆いウても鷦く↓1と鳬の少ない「・・ 」の楓鈿で 廴た。一面齠とクモｔ１

デです。改めて｡ 宇声皿埔鐙号にa うて､ 士柵尤の大諭さかわかるとともに、こんな听にもち･ んと生き旬

がいるということに冀心してＬまいＩＬた。実磔に肉覯でみて、 元そヒ｝夕めｔ ぱやい●ぎやクモヒ｝夕ｅ

絨穏の中に萼飄で横たわるマダラ哂の儿ぴりした姿ll、なa･なかかもいいもめで廴と。

い。廴jlこ秦韜Ｌた、伊●ぎ４と皿本さÅIsなかなか元匁がよ（ 。戸かは。き句廴でいた叨に。机はｎゆ

もごもご廴で、軻を言・てるのかさっぱりわからないことが、ピタｉ からよぺわかり。か・か匈しｔ。でも｡

伊誦さんが「７．プPI イ！」などと言うたり、ソナーが「キ。－７．４．-ﾝ 」と囑るalこl」、大l･に感

●です。「L んかいllg 」鳧潜水皿の一髓曹んだなあ、と里。たり廴なから屬んで行きｌ す。

畏含だ。たのは、伊●さえが煢うｅぞき窟から指示を出 廴。樒本ぎ儿がL ゐかl･を儷縦するので、曹の窓

の力は韭£Ｌて声底しかみえず、正面に廡ないと魚礁とマダラかllくみえないことです。私は内憮なliうで

すので、のぞき窶aljt のゆjlんだ百・ を､必死にみていたわりです。おまりにメガネ1叱 やｊになりま廴叭

廴かし、だ儿だλ余陥が出てきて韜内のﾋｆ゚ｌｉ 面をｆＪ。ク廴なから。伊籘さんの使う窓の皿鬪などから

酌凰瀑１・ 廴めるようになりｉした。

届竟に・ いては、たいへん期侍しておりましたか。残念ながら手匐奠めようでljな（ 、ｌ 湎ののり巷１耆

当｛おかず忖｝で廴た。

調査lj非耄にうまくい遠、全ての魚礁と倥躙闃僵か鴫腿でき、マダｊもた｛ さλゐるご１かできまＬた。

ＬかＬ．圃査の後牟、ちａ。とＬた拍子にfL λかい｝の後部jj魚礁1こ魯れたようです。伊俑さAli・ 價

1、なっＬまとの交信6 一時λ卜･､プです。・ はａぜj･何の諂●・ もな（ 、窓叨外を1119 と見ていただlj
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でした、

とうとう全ての魚礁を皿認 して しまいました。小型のＲＯＶを小船に稜んで蓍劣したことがうそのようで

す。で も、なんとなくつまらないような、なごりおしいような気がします。

なつ しまに譌査皿了と連絡すると、なづしまから「まて」とのこと、水深か匡いため、準備かで きていな

いとのこと。卑いときは浮上して も準備が間に合うそうです。

畤問 があったのとたまたま両底にがうス玉が転がうていたので。蒿底町に伊藤さんがテ ストだと言うて、

マニピュレーターを勳かし、つ かんだとたんに割れてしまいました。 でも、その瞬間、 クモヒトデがササッ

とすばやく置多って、 ガラス玉の破片の中にウジャウノヤ集まってきたのには感勤しました。

淳上中に スルノイカかしんかいにぷづかり、 スミをどばりとはきました。上の方か急に明るくなりました。

浮上です。･･･ハッチか闘いたとき、耳がキ。ルルと鳴りました。

もう一度新しいテ ーマで乗れることが出来たらと思うています。 皆さん、たいへんありがとうございまし

た。

今回の員査ｓ目的lj、大きさが戟ms のｊｓをみっりるこ亠でＬた．ぞ磑ため．僧航耳癩者1ご氣鵞庖閠き、

可醢であることは箍齠廴たのです洳、いざ濺SI な．ても臭湖でｌるかどうかめ不安は残9 ていました．畠

騅を闕始L 、両・●・ くぐなりラ彳１を貞jlすると．観察窓越廴に小さなプｉフク１ンかlj. きりと見え、

まずla一安･C丶 ライ１の申に淳１上がる幻想的なｌ 色1こまずはう９とりｌ る１ｅｅ、●底に髑貔L 、匍療を

間飴すると、両底面上の微小な生物ij. 冰11ご浮遊するプｉ ンクトＭこ比ぺて、も盛りlj・島り冫は見え＆

いことに淵がづきまＬた．｛jれども．ピデｉ カメラによa 钁蹇で11不可能に近いか、実際司肉●で氤禀で11

髮甄可鮠と判嶇され、諂擴皿察のｙIS ・ ・を痛感廴ました．

こａよう1ご饋索を開始Ｌましたか、最旬ｅ咄は見a ものか珍Ｌく．齡が５ も見つかり、比較的気麋に観察

を 廴てしＩＬたか．目指す觀がxjl な11なか見っ からず、焦りが眤え胎めた邨に讎がｓが発見されまＬた．

発見譟直ちに画冰塀を停止させたのですか、・・ の眤をf 岡りjl・ く見えなくなりまＬた．・ 察をゆ

止廴、謖界か開ける応を持ちまＬたが、その闖l&ftLQ分の貝く感じたことlj君うまでももりま髱ん．ちｊう

どその畤に屁良を良ぺた取ですか、賢で考えてみると軈癩を瞳ijでいたら食ぺも瑕かなか９たのでljぜいか

と恩．ています．癩い、翠がxlj 両度発見され．観察を廴、褪集することもできＩＬた．食見側俘かａ匹老

１匹では大きな適いかもｌまず．この｜匹ｇ発見lj. これからの可靤畦を考えると大きな潛嘩かありｊ 廴も

まずは．芻海蝕のがｘの襴カし哂胡ぬて＠観察というごと、さら|こlj、こ卯ような発見と畦察、さらにlj採

瞿が可畦であａことを・ 明Ｌたということでした．このよう|こ考えて一安心をＬたろりですが、発覧廴た檻

が＝1s勵持していたものより大きい印皿をその時慶ljていました．實麗、衙で測定すると大きめでＬた．し

かし、初めての４＝ズり４種が＝ｅｉ 息を加零Ｌた司lj雎かですので、Ｚ匹目佝発見と輿魯、より小さな個

体の発見と大きな期待か窗らゐまＬた．

このような観察ａ、どう１ても「２匹ａドジ・９」という皿蒔を芻っ ものです．その後の椶耄1こも角わら

ず．ついに２匹目41覽見で遠ま世儿でした．少なぺとも１匡lj見っかうたのだからという安心11あるものｅ

はぜljだ覡虎.でした．潜黼堵・11 、a つの躙・ 爾望龝域の中で、矗も櫻がし司生ａ 密皿か低い場所でした．

最も皿 の眞 い所はll謄以上６麕嵐かあるので、そこならlOraLhW 発見ができたのではa いかという悪い
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み、上昇する「しんかい2呪袙」の中で去来し、次の羇査への明るい可能畦を見る患いがしました。

この暄の画銚lj、箚めでの鉢皿でしたので、「釶」としてとらえるに1も鬻彊め直続で ゆとりがありｉ ぜ儿

で 廴た。画航の目的は再・ め、1141 ノジ。－ａを輦忝することです。 圃黼調査皿貞|よドレ･､ ｼﾞ試刊から･i

う４トノノ4 －jsを蠹ｌ するこ とが荊持できる塙洒で した。 それを実卑に艢かめたく、 耋た崖駄伺靜い1 皿

察を町いたか。たのです。 矚蒔ど耜りかとうか、潜航して錻判をｘ綿祠定するまでlj 大変不安で 廴た。貉藻

的には。 天候に｡劃i ね、耳料か､ ヺイ１７ノ、－j1 だと分かりまＬたので、大変淨直でＬた。

字悶的にほなｆ パ・ イトノジ。－イと 廴て回冰洵に産ｌ ｔ るのか、ど司ような晦に･り ４１ｊジ、－ｓか

形瞋 されるのか、ｓ・４トノジ。－イlj脣酪ぜもｅなのかなど。 大蛮爽昧浚く感 しておりＩ Ｌて、こ戡から

譯しく躙べでい４つもりで す。 一方で個人町に14. 陶ｅ 劃遒の蕁1 して咄偉大さを癩事ぎせら叙ｌｔ． もＬ

祠耒蚋1こÅ胃が資瀰を昨るとすると・ 諡最も再り やすい喝の１づではないだろうj･ と、そんな応用面｛?l

の期碕も抱か世でくれまず。

匐 年前、「匐呼後、・ 本檻ほもたりまえの●り旬 色な’｡ている」と思 。ていました。 しかｔ、躙実にａ禹

の丱の交・ 手段lj鋳髑な周迪に粡らおています。 も廴てや海φ・海底簒市となるとさらに駒關がalかりそう

です。でも宇宙嘸宛よりも晒球の実態を匍るためにもより身返な海洋澗龕や海洋哺発にカを入皿るぺＳだと

毘tl まず。 そして墻買・ と廴て願わくば匂畢に海匡潤 晝j･で 蠡ｓようになれlj も。と字祠的な遍洳か聯蒔で

きそう|こ里えます。､l ンマ ーを档９たイ＝ピｓレータかｇ を･卩ｌ Ｍ刈をａるようなご ＆かで１ね1ま、叫・ 蚰

憫llj も。£楷害な ものになａ亠皿も・ ま１ 廴、蒭たぜ発見もでもるので11a い1･ と・ えます。 そｊなれぱ

全て伺Åたちにと・て も、 きっと怏・ な『深海へｅ鑰』がで きａようになっている伺でl」とｌ われもす。

潮水・ を●たことａ全くないÅ闢か深い両底に行くことかできること自体大変なこ ととｌ います。これも

齒淬技栢●ンターをはじめとすｉ 剣文開発亀圓叨応4g 努力 叨結鬻だと屁いまｔl 鑠く御礼申し・ げます。

いうまでもなく、趙鵤にlj それぞれ目的かも 、て、自分なりに●底の様子を予想Ｌているのであるが、今

・ の２回の灑・ （81e ・811 ）で見た再・li 予魍.と111･ なり・・ でいた．これli、 予懇そのものがもまtlもlj

で、鏝で考えてみると、「こういうものがあるといいな.」&tl う、予想.というよりl」とんと希望でも．たこ

とを圃めざるを霧ない． しか 廴ながら、・ 実問題と１て干麹舛の畠ａ の秡況の巾で濶本齠11 とλ どん塲亠で

い蠡．その中で．いつどこで サンブ応をとるか．とこで温度計Ｓ をするの加之い．た嗣・ が、素甼くかっ的

槽1こ行１こ亠か求められるわljで、かなりの糒詩的 なプレ．？．－を・ じる叨11亀だけで11 ないと里う．

､り 酉･､ ｝もモめ貞1よ心得たもので的礁ａフドパ４ｘや惆悶を嚶けること|こよって． 鰮●にこなすこと14

で蠡たか、予想外の霸・ ｇ 旬でじ・（ り考えることが井ぎ戳ないというのlj、うlj りかなりきつい．

事徊に、いろんな可釐匡を考えて、それぞれめ場合につ いてどのようａ膺寰を行 うかをずぺて泱めておl

ぱよいのであろうが、それにはよほと瀰剿な畦晧ｅ 持ちぬＬが、十分に時間をか11て用意する必要が高旬、

推にでもできる もので|よないであろう．多くｇ輊躾を饋んで、観察カ・卜II・ ヵを斐えぱどのような状況1こも
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対亀できるようになるのであろｊか、乗船機会か毒多に誨ｉａ ない潜本舳ａ冐曹1ごおいて、罎もかそ咄よう

な経験を閠舉に瞿め芯わけではない。L かＬなから、すでにxl 圉忌上司桐畉を行・ているtij で、その申

にlj多くの失敗や貴埀な饉驍・機転穹どもÅ・ていると恩勸べる．また．中lこljかなりの目誼の僧飢喟査を

饉・ Ｌでいて、鈿冰皿躙龕倡･冫ポを心鴒た方もいる倡でljないか亠忌1. そめような濆瘴な体皐の黌肖を驀

めた、罍＆咎簣査卜 ’．ナルのようなも０がもりてぢいい磑ではないかと、今になって．凪．てLIる．

今回の２回の灑昿を綣わ・で帶た戳馴li、いい霧瑣に・ 週Ｌた墸きlj、機のことを考えずにｔり｛ り蠑睾

するぺきであるということである．偶然llもしれないli、最柄の緇湎が最も蝮噸が大き４、轆察やｆｙプり

冫ダ4こ遍Ｌていた．この先の１．ａいい薑禳1･あるのでllという考えlj胯たない11うかよい．

一方で、干想Ｓ りいかないのが自然科学叨ももしろいところであり、それによ。ｔｊ た鈿たｓ・ 大意欲が

わいてくるのである．今回の潜航で11. 活・・ の週ｉ 嵋・ 蠻畤痢をＭとか明らかに１たいと囂･ てl吮lj 、

それ11十分にlj●た磅ず、自らの考えの髓ぎを駟い知．た．それでも今虚で、・ 底を●餓ｌ ずに庵上で巾・

た奮瀘探査ｆ 一９から考えてl･た潜航ｉ 伺自分に蛟ぺれぱ、いろんなことを学ぴ、大農（ 巡廖したと魍ｌる．

それ11まだ籏のゆで十分に壑理でもていないが、も・ａ逓った塲湎で銛矚韆の潜航観察を行い、瓧皿 廴てみ

たいという気鈎ちが、ｇ・ より強くぜ・てきた．

リップルフーグとは、流れによウで海底多 にで きる流餃のことである。つ まり、 リップルマークがあれば。

そこにはそれを形成するような流れが存在する。その形皿は、海底の底賢。流れの強さ等に依存している。

りツプルマ ークは、畴には、自然が両底に剛んだ芸術として、人知れず深海に剩まれ。堆積吻に覆うれ、ま

たは、別の流れにかき肩される。これを繰り医 しているのである。このりツプルマークか駿河ト ラフの深海

に見られる。同 じような地形の寡山トラフにも牟在するのであろうか。・ 乙の知るかぎり、盲山ト ラフでは

り･｡プ ルマ ークの皿告は受けていない。その違いは、リノプルグ一クを形成するための底冊渣をとりまく深

海環境による むのと確信している9 具皿的には、潮砂、水温鉛直分布、海洋の内恥波等の邇いである。 本当

にIJ･､ プ ルマークはないのであろうか。 両・ 地形から判断し、 リップルマークの存在しそうな槌点を潜航点

として選んだ。

今回 の潜航は、92 年以来3 年ぶりでもうた。 当初、日本海は、略く冷たいというイメージかあ ったか、 ま

さにその通り冷た卜二 た。潜航開片後。 すぐに冷えてきた。富山ト ラフの西側は、すごい急崖であ 。た。蝕

にでていれぱロッダクライミングの植胃がで きるな。と感じているうちにどんどん深度が増し高低さ約 帥nl

でト ラフ直に麕底Ｌだ。トラフ底は予想どおり一面が泥で、リップ ルマークは見られず、単調な世界であっ

た。唯一、 ベニ ズワイガニの嶮ガニか我々の目を牽しませてくれた。東へ走りその後亅Ｌｔしたがリップルマー

クほっいにみられなかうた。富山卜う７に リップルマークは本当に伊在しないのか、判断するにはもう少し

富山への鯲か１り認である。
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今回のDIVE で。私11、初めて深海ｌ という極謨淵積を簟|こすることか可能となりまＬた。匐もに蚶梟

Ｌたｅが、深度Ｘｉ。ぺらいから艮えはｔめる曼瓷詮豢唾物で廴た。微生旬叨発する光lj点滅 廴、かっ 何ら

加の刺直でそれか等耆蓖火を迎ぎ羞にＬたようなｌｌで。ち芍匕り|ご舞う様子ljとても裨魯的でもあり、ま

ｔ．覡究の対皿としても興味を皿a まＬた。

そして。ひとたび湖海底|こ匍底してライ１７．プされたときは、こねか原画ｓんだー！七、屈もず叫んで

ＬまいまＬた。蜀るく屬らされた疎淘底|ご1j尋常|こ多曾な埀物種か存在廴ており、繙｛ 閾ざされた･ 疎漏’

といっ当 詢のｲｊ ジとはかけ騅れた｡ 謇めて画l纃1で、賢itに曩 ちた空閨でした。Ｊ ﾋ や゚鳥梟があんなに

lli やい蠱遠をするとlj、噂には矚いて111L たが、実廟にそれを目の当たりにしてみるとかなりの耳もで

した。

特に興味深か。たの14、ク了ゲです。薹色。鴦色。灰色など大小ぎまざま、桐当な・ 体数が確認されま廴

た。こいっらは、まさ|こ画晦底におljる適耙肩 略に成功し。繁・L 、驚懼Ｌてl･るんだと考えざるを陶ま世

Åでした。壜・ がら、ついこれまた実騙材料に廴たくな。てしまいました。今度のDIVB のとｌ にお願いＬ

て。何とか覯・てきでもらしたいです。

１だ、L んかい･xa 魁良の霎井手梱 さん、匐掻揚佐の大野芳生さんにａ、盾布に専 廴て大変籾切にしてI"

ただきまＬた。また、ａつＬＩの●朝員ａ 方’4にもあらゆる面において・ 世話にａりましたことにも札を申

し・1 ﾀる゙とともに、ここに価囎＠倉を声廴たいと耙います。ありかとｊござl･まＬた。今蹟もｊた、ｌ 憮ａ

になること亠思もれますので、そめ籥旬にはとうぞよろＬくぢ矚いいた廴ます。

浹海への出発はいつも期時でいうぱいである。今回の潜航蒭査で深海への皿も４回目、最初の旅に感じた

圧力と寒さに舛ずる不多はもう無い。簡皿が匠づいて来る。懐かしい感触だ。少しふわふわした、少しケ４

ルターを通して見るような、手を差し出してさわりたいのにそれは許されないといった、もどかしいのだか。

神秘に満ちているこの感･蝙 そんな世界に海・ に廿魯してゆらゆら採れるウミシダやヤギの仲i亂 ゆウくり

床いでいく深再の凧。

時間が止まっているような世界にやっで来た、それなのに、時間が最も貴重なのだ。あと数時間しかここ

にいれない。その時間かどんどん過ぎていく。向万年もかかって深両に降りづしった曹は「しんかい2俔扣」

が大きく回きを変えた瞬間芻い上がって視界を聞ざした。ゆっくりその霧の様な幕が閧けてくその向こうか

ら崖か見えてきた。垂直の倉。凧い曹肌が陸にあればロッククライマーか挑戦したくなるような嗷しい表情

をしている。その壁に沿って「しんかいIX･亅 はゆっくりと上が。てい（ 。そして、その崖を登りきる。少

し段かあってまた垂直の崖。ここは両の匠の岩山だ。雪も檳もうている。一瞬の錯覚。 ゆらゆらと深海凧が

窓の外を横口っていく。「しんかい泯X沿」は倉の少し価斜の緩くなうた崖に近づき岩卜 を採ろうと挌闘し始

めた･
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とうとう“しんかい･沿『 に乗り込み深両の世界を価験するときが来た。着水すると眼前には、太陽の光

を浴びてコバルトブルーの淘が広かってるが…潜水を始めると徐々に暗くな９て、100m をすぎる頃からそ

こは、もう暗皿の世界だ。ただ、“しんかい2000" から発するライトの明かりだけだ。その明かりでマリン

ス／一か浮かび上がうている。これがマリンスノーなんだと感動しながら窓の外を眺めている･･･と、たまに

真っ赤なエピやクラゲかひいこりあらわれる。

１時間近くたうただろうか、もうそこ↓ま、水深1100m の海匠である。泥とマリンス／－だけか堆積してい

る以舛。回もない世丹なんだ…。しかし、今から、チューブワームを求め航走する。すぐ発見できるかどう

か剛待と不安を抱きながらー。でも、ｔ ぐにその不安は消し煢んだ。巨の鼎には、ぽつんとチ。一プワI－ズ

の小さなコロニーが見える。「や。たー！」目皿に生息している皿当のイ。－ブワームか今、 曾の前にいる

のである。

１畤陽面くかijてよｊやく予足の作梁が完了 した． ごれで漸海・ ともII』れを告lf･で鯔底するのである． も

う二度と見れぜいか１しれSI･ 鬯 黔だと思うと伺となく名残り謄 廴い鳬かする． ぢぱ|夕ａ Ｑ・ 卵ｇような姿

をして海底をブカプ１灑っている ゆ`めなまこ’．鰻のような・・ 虱、 さらに大痼のヵ５などなど．曙海底

での作戔ゆ1こは． 瞳上でEi昼られない鏈畦的な生き枷か力強く生 きているel こ遍・ Ｌた． 心の中で14、こう

いう個性酌な生き枷たちと会うために． もう少 廴海底を皿歩Ｌ たいという衝動を抑えなj･ らｰ･･の皿１1

そして し`んかい2000" は． ’なづしま’の待つ海上に回けて…

皿後に、この潜航に際しても世話になっだ しんかい蔔Of 運航チームの胃さん、 ’なづしま’のクルー

の皆さんに串謝の意を表しで終わりたいと思います。

本当にどうもありがとうございました。

弘痼魯1叭ｒＬんか1gx･u でほ今回が６回目の画航（なっしまには９回目ｓ黶匍）で Ｌ たが、 毎回６ぐ

る前夜lj 匍芻で鬻價 廴ます． 大野劬員、薈事溷航士との梟舶lj 今回 か蚰めてでＬた｛一櫑多いめlj桜井ぎ４

叨５眄です｝．だんだ儿と若い潜命士の方４か糎賢を襴Ａで胥りていくの11. 深・・ 究の祠来の ために、 大

変ありかたいことです．

甸氣 仲大王プ孑目扣すＱですか． 今回は礫・ で蠡ず．また最近禳認できていないとのことで、あるいlj

曵われたか１Ｌれず、191 乍ｇ 睾おなｌ 鱠β.で蝙鈿をもこない． 艮躙鉤事颱をI男らか1こｔたい ため． 】憾1￥

の簒3匐濺・ （・ 宦者 半画）で埀麹コフ１－ａ７ 夕llイ･gl プの付け匐で墻漑やむをえず皿・ した、名大

の盲籌 ゴ－ｊ のｓｕｓ製の直径ｓk。 の支楕円ｔ 齔亂 コプラ一頭鄒および東大海洋碕心蕁生さん･ ●

詐されたｇ－１を４４とか●・ で きないか、 と・ います。l笥6年冩耒1･ 旧年|こかllては呻大王プ１･､･・ｆ 応

話徃かとみに|こ高まり、そａは闢聹本応碵演目 位皿逵にも飃われてl･ ぎす． そ辺価、活體4‘弱ま・ た可躍性
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があり、仲大王ブイ地点のパッチが極めて弱まりているか亜ルは消雌しているとすれば、その原因をその地

点の間隙水を採集することにより、岬明することかできます。1α年に渡り。皿海シロウリガイ皿集と闡獸冰

にぢ消長を追跡した例は他にはないのではないかと恩います。11 冨年度もよろしくお願しいたします。

回　 付

潜航番舛

199瓦12.8

剖0

氏　 名

所属皿関名

北 ・　 声

静閊大牟理牟部地球科幸教室

「濛淘の科密飃鴆」

ゴカ彳の横警が姜ぴ立つ、 ふおふ匐め匍匐海賊を走９て1･ ぺと．ｌｓ国力 のゴング ｕ－・の台加見え 石。

倉に1j1 ランスｊ ンダーか文9 ていて、どこかの基圸にある場のようであ る。 そこに11、いっもイパうｔ ゲ

が底が。ていて。 いか|こも齡lj 来 るｅ を見彊りている番兵司よう だ。 ここか、 私 たちの濛・ の・ 墻、

OB  B 2である｡

199j 年から、卑大海犀・ 究・ か袰耳 廴たｏＩ Ｂ２を目印にして、そ叨闌りで禪淘底生生旬の淘涯易堋で の

培養実襲を治めためま2から。ここにくるのはもう５年ｇ なる。皿初の崎は。「ＬＡかい２－ Ｊ ｓ ’Ｘｆ －ａ厚

咳があまりよくなく、 瀘た、「なつしま」の鈿拉系もそれほど鵯廣かな419 たため|ζ。 本当に名人芸のよう

な攤齠岐庸で邏晒にきていただいた。そのため、・ チｌ ン加塁えると、 ヤ。ター＆11う嫖慨か洌いてきたも

のである。最近で11、 確実1こ、それこそ昴・ 澀しりで癩れもようにな。てい曷ので。 旬期のようａ、 たどり

っいたという.Ｓ櫚1まないか、 なんだか、子眺ｅ頃、友達と逎所ａ韆冰赫の●に作、た秘密基壇に耒てしもよ

うな感ｌ がしている。

基堆の周り|こは咄曹申 の装皿や釁が皿いてあり、注意匍く潜本聊を抛輔しないと接世して 廴まうた紡l=膳

本齠の申lj緊張Ｌているのぜか、 旦闌 れた暈色で、 とごに祠があ るか分 か９ているこ とから。 な瓦とも

geaustlid な蜀である。

基晒にls も闥に1ま、堵擾裝・ を入れ替え、１ た色々考えて手作り 廴て きた・ 貝で新Ｌい奥験を●ゆ|こな。

てすl. 翁、齢密基蚰でＬたように･-。 まさに。｜年にｌ回、rL λ かい1･l 』という鳫債なおもち。に豊9

て。秘毒基地に耒て直４ でいる魯ｌ である。こんな贅沢をＬていると.ｌ うと、うれＬ（ てたまらない。

「しλ」か4g － 」に奠曇 廴て、中略 鳶底屬ブラ冫夕１ﾝ を篦集できるなど事のまた夢と里。ていたか。

ついにその瞬目1･や。てきた。観るもの・ てを声・ に芻隻しまくるといさ儿で出・ 廴た１のの。この野旦は

かなり初躙の段陬で本泡とｔ Ｌて廴ま。た。というの１、今回初めて可入した貘弓ljy プか里うよう|こ活矚

Ｌてくれない！●引力かｌ るで惆ljない。乖６大きさか麟イｙチｊ－トルの小型のクラゲでさえも我々をあ

ざ笑うように詭胄からも。亠いう鴎に圃えまうた。伊蘊さ４、干薦さえａ画死ｇ遡礦作梟もあ亠一夕叨とこ

ろで及ぽず。タラゲか皿引口にもと戡七ンｆめところでま４まa 遇ぱ去うた畤。卻蕀さ４か「タフｌ －！ズ

ゲー恟廴い｡Ja 首りたことjlいづまで曷刪を●れぜかｇた。μ●ぎんたち直行チームの方々＠彙面的な脇

力が日本の声・ 研究を･吏えていることを実感した。皿集では好まＬい成闡をづさめら叙なかうたが、自分か

これまで畤－ていた迦両のぱ４やり亠した４ｊ-ﾉ か吹き躙ぴ､ 匍豪1なものが・ｌ に値１忖いた。ヤムシ顋、

カイフシ黼、エピ馴、フミ類、クラゲ黼、クジタうチ顋ぞＬて負顛たちみこの諏両でな４とたくまＬく生1
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ているではないか！？もし。「しんかい2匯ｉ」でこのような世界を探索しなければ、我々の生活と永久に接

点がないもまだうた生き物もいるるししれない。

「しんかい2匯刃亅 心しばしば乗船してくる研究者は必ず、罰回の失敗を電まえてグレードアップしてくる

そうである。我々もこの宝の山を前に、ぜひとも再度、挑戦してみたいと思う。「日本に丑々の深海生初研

究チームあり！」という野望はまだグッグツと煮だっている。

最後に、この君皿研究者にこのような貴重な経皿をさせてくださった運行チームの皆様には本当に感謝い

たＬます。

これが「 廴んかいlll 」で 倡３回目の●淘へｅＳ です．ｇ 徊の２国14 いずれも。 南癩西海ａ 南叱に砥ぽ

嵐總卜に活働しているｆ ム５ かいくつ も徭んでいるところでした。Z 回 と6Xg 彳ｕ７Ｆ：餮井さん、 コ､i

イロ。１：広爾さんという賃金コンビにすべてを任せて画布 廴ｔ いました。そ れli、もう・年くらい詞のこ

とだ９たでしょうかl ここ２年、摶喝卜 すケにu  ra り 廴ま」にのぜだljで、・ 況不良のため潜航中１ ぱか

りでＬた。實1ご久しぷりの仲鐇１ラフです。で も、私も東れなか９た閾、 全く崘長Ｌなか・ た駅ではもりま

蓍ん。一晦年lj.MODE･ 別 廴4莓｡2 で大・ 謬のTAG 無冰雇ｇ 跼曹lご参加 しました。 鑚斛lj‐ 齠だij でＬ

たか、錮悶主席＆liとんとすべての潅航のビデオ!15 潛匐 を砌ま 廴た。・ 載Ｌ た經驥と●人 の豊、た画

黻を見i ことで両航剽龕とはabsergr とpilat 直の奧月修埀であ るこ ＆かよべわか卜 ま 廴も。 とういうふ

ｊにｔ れlj、目的を遠巉するこａかで きるａ か軻となくｂ か９でぎとよ 弓な匁かＬまず。なλと囂９て も。

実際ａ経驥を輯むこ とは･・ 饗で才。で も、顰々ぜ研究者かどの植に 卩il･tg 皆さんと具凋作擬を して、ど司

懦1ご、との扁度目的を達成できたかを見るこalS 非常に霤考にな 句ま廴た。 ●載綫貘の浹いi箴 者にとａて。

様々な潜航ピデ4 で孛儒することlj、喪に立ちｉｔ． こ・ からlj、こういう事前学習を瑣り入れたらとうだ

ろうかa 里います。

吻回は、擒足ｓ いく灑載をできたから仰そうなことを言えるのかも知れませ儿。 訥得のいｌｌ 鷏圖蓋をす

るにlj、大 耋な目的をＬ，かり把捩 廴ておくこと、輜郎li事欅「に泱づて も冫’うなるのか１ からないから、｛

の時・ 時に判・ すること。潮水騾lj 大型・う７クと祠ﾋ4 こ小回りが効かないこと、時間０匍りｉ り|よ鰾ｔい

ので亠もかく愚・ 髏の仕●を早めに・ １ ぜで保腆をか崢てもくこと、これらか心棡えかなと・ 、て浮・ Ｌて

きま 廴と。鷆めて「なつＬま」|こ壟驗してから１年目の£４ ．

イｙゴｅ柬圃

墻潛叨鬩のなかから、１４卜|こ翻らａれた褐色画大地が返づく。羞啀ｉ の緊彊の時間である。皿下に広が

る両厩叨石の一っ一っ、砂め一皿―餃か廴だいに大ａく、鰐・ さを堋廴、濃淡をもうてまだら諛皿の起伏を

なす。瀋瀘n5 ノヅトをｇえる、剔め霞方からめ強い鷸洫1こ瞳しながら、平面を佩 ぢ、 そして海底上０ただ

一点を目襴に定め６．伊漏･り 口い卜と塵本･り 酉。１ｓ卓聘 廴た植極が鑒まａｈる。「ゾーン。プーン」

と噫りをあlfるスクリュー司扈伍音jl、淘ａに潛む小さな生き６叨たちに新書・ の利息をＳげる。ljとなく
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潛冰艇全休を碍いショ･､チが包み込 むl

rL んj･^ax ≫』四 蘆鬣､ 四 亀徳之魯抻での出来事であ４．齟重力に重い粤ａ 申にいる時でｔ ら

両底|ご右る樋ａ 安堵暄を鬣えるのli、 亀たちかプ５ンタ１ンと迦ａて、 地皿上司劃力1こ依舂 廴て曳・ して丶･

る証であ ろう。

今、目 の遶たりにＬている広漢とした大池lj. 汨そらく有史ｇ 耒人目にふ蠢もこそかなか。ただろう。啗

雎から体をのぞII ぜる掌考ｔり夕j1マ ダ1. 大きな黻をよしらぜるぺ＝ オキｔｘどｘガイ、さぞや大きな岩

と鳬たことしない黻･しし瓷に耳い たごとだろう。 岩檎を復う淘軸 たち11、 いろいろな大ｉ ぎや形をすること

で自分達の存在を匡彊しているか叨ようだ。 刺胞鸚物lj浪れに挺抗 廴なから。・ リプを鈿櫚 廴、畏い耄月を

竃てＬ だいに闍髟1こ棧を刄暎させていく．ｔ｛ ４ａｆ ンゴやシｐ・ ンノたちもいる。６ １ａｉ ｊ－レする・

既の廛圜にlj、恫再なく兮ｙゴｇ肢jj 登屬 するから。ここEiそれにかなり五いのか1L れない。この埼薦を

・ 択 廴。この日この時贋に鴫れるこ とがなij れぱ、 鐃らljA 闘と援することなくひ、そりと暮らＬてい･と|こ

違いないl もしかＬたら、私達jj 突如到ま した碧旦・ 眺めていること０７ｔ ｇジーかも知れない。

Å知れず、楽矚を覗いたような・ 意な・ 分。でも。生きもｇ たち叨平穏なき男を價乱廴てしま。たような、

少し11みり簑ろめたい気持ちにな 。た。

髱がＵ４淘の秋固持で「 廴んかい2･l 口で画うたｌ は、暗匐ｓ ｒａつＬま」の中li、韜ａ 揺れかほとんど

感しられない櫚やかな天気だ９た。しかし、、ｙof を隋めて、クレーンで画水輟か勾り上l夕られてから砌舶

６羂れをかなり喀匕てきた。庵にλ･ え禰WL 小さな朧水駲の隧れ命壜 くなうたか廴魁籤は､ 再池飆のチａ・

夕で忙しいため。藕とえど気づかなみうたようだ９た。●。てすぐの融十砂の肉に魯が今までヌキ。一･4ダ

イピ冫 ﾀﾞ` r假●した洵の鑠さをもーという闊にａ ぎて行・た。S ～l闃ノ トεの墹で太傭の光がだんだ４

爾えてし１９て、胄り噛に芻。た。淘ａ４でどこでも「マlgンヌノー」之いうプランク１ﾝ 芫黼などａ沈澱

物か殤ちてくるｇか見える£蒻いたこ１がも。た。この略鯛水驟の電輿を銷廴たｅで。雪めように降・てく

る雪｡物発光で光るイIuンフノーが見えた。それlj画航で見たものの中で一番ｌｈいだ、た。洵岷に粤いてか

ら１５とかｘｒとか色々なきれいな動麹1sいっぱl･l･て、そして澗盡の目的の岩石か沢山も・た。でも、一

儷彌い印象したalj. 懼叨ように光・て蕗ちでく曷71g 冫ヌノーだ。た。

廴か 廴、こういう珍い1 体事lj、子供ｅ立堋i･ら見れば。大Åと滴う印卑を受ける。錮９てからうちの息

子（八繼3 老話す畤、「濡＊軅に軍りたよ」＆・ 。で、ただ「そう」･」乏返事廴た｡「7闃」－１あまで画。

たよ」と耆。ても、また「そうか」と・ 多Ｌた。でも「画水髪で胯襦１１レを使りたよ」と忿･ て､『ええ!!』

と･14 だ。
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老兵の思い出

加藤 洋

有り倬|ご囂 うと．私は定年遡壜後深海蘊宛劒の委爾を受け、平虞２年から今年３月鳶まで

深海調査鬪郤の諸疋録の分類埀雇の他申|ご従事して きました．いわば・ 居仕事のような もの

ですか．この仕事の中lご11、f しんかい漣闖」の撮影し てきた写真・ビデオの螫理も含まれ

ておりこれらの作凛から、匈回後には1口僵目 目の濶航を逼ａ することをｉ・ しつつ．３月淑

白内障の手搦のため 彙ンターに別れを告げました．

以上のような次鈿で．「しんかいXC 薗」の・ 配を知悉していたので今回】口暉目 潜航 達成の

報に艦しても、特別の再びも纏瀲も脯じませんでした．この 直誠に実も重もない言い方で申

し取かないのですか、岡和17年から平成10年まで 正S17 年の岡営ゐとして潜航調査を欄み獪

ね、帛絋|闖a鯏の実績をあけたのは舳れもなく俥凛と笘・ てよいでし ぶう．

狐は．昭和望年セ ンター1ご鐸荊され「し儿かい匐∽」仕檬翕作成に参・ し． 建遺闕鵬後は

艤譱鷽畳をへて司令の●を執りました か．不幸健康を 害し絹和5･年末可令の弔 を将する羽且

となりｉ した． 当時の異魯を振返ると、遲Ｓ Ｓ年男譖航約丿韶回で本格的司査・ 航叨ほんの

彦の口でした か．正直なところ 】口僵目 潜航達成の 日か来るとａ 干想もしていませんでした．

な ぜなら、嶇和射年から釣５年魯めた騷水調書艢「しんか4 」ヽ（海上保安卮ｉｉ 譌･ 最大餅 航

深度圀Om ）の僞励から、新蟄の醵水匍とはいえIQ 年もすれぱ性霸・ でも 設鰯面でも利朗壥

の 委望に応じ 舎れなくな るだろ う．その闕いかに鱸ん擺．て も年弱目の画飢か限度と思え、

とすれぱ・ くても叨g回くらいで運亀を打ち切 ることになるのでなないかと予想していまし

た．｛「 しんかい」は歸畆l呎回で鮮役3

将耄を予刈 するのに過去の鈕毳に勾廡され、奥墨的な見通しかで迦なか．た貞自分の凡癰

さに恥じ入るぱかりです．ついでに申し上げると、「しんかい20邨」の行動海 噸か遠くマり

フ ナ諸島方・ へまで及ぶことち毒のｉ 耆を超えるもので、こ んなことなら母船の最大速力を

予・ 上の副約かあ・ たとはいえ、なぜ12 ノフＦで妥魯してしま、ため かと墻ｌ 太を踏む思い

で す．岸欖旬水濛を「なう しま」の喫水きりきりで 押さえ」こため、魯緕の「 かいよう」「よ

こすか」の設升に制約を今える結翠とな・ たことも失敗でした．

役目を奠えた老兵か今臾皺儁遖をならべても始まらぬこと．この廻で筆を疂くことにしま

すか、「 しんかい20朝」「なつしｉ 」の瞥さん本当1ごごｉ 労禰でした．そして現竃の一哉協

力の鉢躪を盖持され、諤瘴一屬の康黶を廖げられるよう衷心から祈る次節です．
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｢母線絶縁低下、直ちに浮上する 冂

元潜航長 坂倉 勝海

岡和5S卵la月瀰日にセンターへ引遇蘆された「しんかい10齠亅l 」、」全の串偏を整え.51

年1 月Ｓ Ｈ、センタ 運蠡薺員によるＳ淕 すべき第１回－ 灑銃を枢機溥初島冲で圃 始した．

翩爾哺年から深海濶本司査翻飼発プ ロジ．タトに参加した肌にと・て、ペント弁を欄いて 画

氏を鮴めた皿L. 斟 罠ヽの茖耆が一孝に吹き飛んだような気分を味も・た． しか1S 廬に差 、

た働か數分後．嘉 後我寿を長き|こわたって悩ませることになった絶縁低下ｓ・ 佃謇か爾圧殼

内に嘯り●いた．直上の水il ご|よマスコミ関係者を梟世たチ 今一ター皿かおり．ｉ 囗遡航寔

長｛ 含時｝か叙事濃舷を躙・ して水面下|ご及した聆水船の輝かしい押鈿ごついて、大いに嘔っ

てちられたところであ．た．しかＬ墹実は岐しく．私は毋舶上の加薑司令C 当時）にタイト

ルの報右を入れた螢、バラ ストタンクをブローして擢・ した．一箪｜回潜航嵋皿大濃鼠深度は

勾・ ．まことにみじめな結累であ・ た． 肩査の紡蜃、sli 低Ｔのｌｌ胝はケ プルコネクタ

ヘのそ一ルト豺剥雕1ごよる浸木であることか桐哽しにため、それこそ有効と考えられるあら

ゆる対応処皿をと・た癬醸|締を両月した．しかしなから抜本的な鮃浹節と|まならず、罸剛に

およぶ潜航贋昶中、祠じような●因に よるコネクター故胃iｑi目 ３回も発生した．そのため

いつし蠢丶魯航･擧台直後は、諭母佩譌ｊtを震繁4こ監視 するということか１ 時のパイロ７卜 の駲

い性にな・てしま・たも応である．現在は超奢直による検査方法か稼立し．滷蔗ljのケ ーブ

ルも一部採用されるようにな 、て、この 種の卜うプ ルは皆気に な．たか、IU 目 潜航を 迴威

するまで に２年３ヶ月を 猥した．ちなみに「しλ かい茹圜」で は１年５ 今月で|叨回潜航|こ

刃漣しており.tl かに「しんかいIC闥」の建遯、遡月鮪騅か有鐇に活かされたかか明らかで

ある．私は先僅の爾岐長として．田代濶航ｔ ｇ当時 ）とコンビを如み、鴆目節目ｅ 潜蘇 を饑

ｉ した．即ち．・・ の揶｜回訓舳潜航、堋和5a年ａ月・ｌ の痢野・ における量初の匐伽ｍ驫

大深度灘航、岡和5S年７月221 の富山湾蕁貝徊沖で の研 究者を鴦せた最初 の髑査刈購・ であ

る． こａ 富山飼での墻底漾度は匐闥で、 投光魯を 誚した らかえ・て太陽光により海底の状況

かよく・ えたという深海農水司査舶にと．て・ 一寸恥ずかしいようなエピソードか胱・ てい

る．哨を得て昭和鴟年末に下船したため、弘 の濶昿目数1ま侑か仙回に過ぎないか、髞に貌く

６のの男力により1･圜回渭嬢という大 記潯か達成された．111 日漕航というのは一つ 叨区切

りてlj ある か廴 單なるー ・ でもあるａで、今後 ６一回一目 賺航回皿を矍 み重ねるとともに．

我 か国ａ 深盾磨水Ｓ 査舶の･｛イオニアとしての崎廖をますます固めていただきたいと思う次

篶である．
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私と「しんかい2  0 0 0」の潜航日記

ａ究業務旬 船岫工務皿 櫻井 利明

【妃念すべき第１回君航】

昭和57 年1月訝日相模湾、いよいよ「 しんかい2000 」の町潜航である。今回の私の 配

置は着水作貰を行うスイマーである。「スイマースタンバイ」母船「なうしま」に大きなス

ピーカー音か響き渡った。零張の一瞬である。

案により水面に降ろされた 潜水船に乗り移り。索の取り外し作輿を 無事に終えた。作業挺

に戻りふと潜水船を見るとメインバラストタンクから鯨のように海水を吹き上げさっそうと

潜航を開始していた。

母船のダイバー準備多に戻 ると真冬の簡水で 冷え切った体を迎えて くれるかのように、風

呂から暖かそうな爾気か立っていた。

次のズイキー咋業は５畔間 後の搨収まで剱い。 早く暖まりたいとウェ ットスーツを膝まで

降ろした搆間だった。「スイマ ースタンバイ」大きなスピーカ音である。

絶縁不良による途中伊上、 水犀２０ｍ潜航畔間８分という最短起録を咋った珊間だった。

この記峰は1000 回潜航を達成した今でも皿られていない。

【新人パイロ 。１に負けた瞬間】

遵航チームに長年引き鐓かれている茜業かある。「 固定観全を持って潜航するな、覊 飜応

窟な封蛆か出 来なくなる亅 である。それでも＆いこと深海司直1ご携わ・ ていると、知らず旬

らずのうちにＩ 足観念を持・ てしまう事かある．

ｆ 威３年１月に衍・ た駿月洵での 訓謔潜航でのことだ。た。新人パイロフ ｝のlll艫を鮗え

た軈躍間 際1二、「 シロウリガイみたいな貝かいましたよ」と貰Åパイロ７卜。

慎てて 後・ を掛lj たか泥の淵りで視界liゼロ、「シロウリガイ」らしきものを驤踞す るこ

となく麒底とな。たl

相模詢では愚厦となく礦舘L ている「 シロウリガイ」だが、駿河湾海域では一度も礦瞿さ

れていな か・ たのである。母匍搨挈験、新Åパイロフトは「シ卩ウりガイ」だ 。たと強く１

彊するか、驗柯灣を多く・ 、ている亀たちは「洵芻か何かと辺艮聞違いだろう」と瑜り合わ

ず。取の港での飲み鳶壥付き夕食まで・ けてしま、た。いつ叨圃にか「駿河湾|ごはシロウlg

ガイはいない」という幽９自 血を眥 。ていたのである。

翌「ia 癲航、陬船糾合指令・ の水４魯話鎖の目 り|ごli海底からめ 髄偬を冊う人だかり かで

きた。昨日の麒匠１ インドにj1着した 譖冰鉛から報告か入る「 硬在、シロウりガイを猫翼Ｌ

ビデオ矇彫中」、弘は思わず豕ケフトから財声を抜き取り中戔を・・ していた。
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これか、新人パイロットの新鮮な目に負けた腸問だりた。

【 運航チーム否心のペイロード】

今日でこそ潜水船に合わせた観剛慶置か多く作られ。一回の潜航で沢山の情報を採取出求

るようになったか、過去には適切な升測器を持っておらずにかい思いをしたことか幾度とな

くあ９た。

平賦元年に発見した伊是名海穴でのブ ラックスモーカ、興奮冷めやらぬ中、温度升を 近づ

けると毒示 か５０℃、１００℃とどんどん上昇していく、耐睡殼内に歓声かあかった。とこ

ろか１５０℃を過ぎたところで「Oy 認」と表示。何と１５０℃ＭＡＸの置塵計だったのだ。

１５０℃以上を升測する事かできない、どう見ても３００℃はありそうな熱水なのに残念な

ことである。

翌日の噌航、運航チームで 苦心のペイロードを作成した。モップの杖の先端に温度で色の

変化するシールを張り付け、鉛や半田など毋船上で手には入る可能な限りの金崎を皿り付け

たのだ。シールの変化状態や溶けた金具などから３００℃を越す熱水であることか予胆され

たか、正確な値ではない。F 来年は高温温度計を持って 再チャレンジするぞ」と目印のマー

カーブ イをブ ラックスモーカー横に設置し海鷹をあとにした。

【第２のプラ７クスモーカー発見？】

深海では 注意しなければならない事かある。水中ライトの照らし出す範川か非常に供いた

め、海底の全体像を把握しにくのでちる。全く同じものを見ているのに、見る角度や重づく

角度によって、違ったもの、連う嶋所に見えることかある。

高温温度 計を持っていなくて苫い思いをした昨年の潜航。今年は置度升も取り付けブ ラッ

クスモーカーに再挑戦である。海健に到着し、母船の誘導で昨年発見したブ ラ｡ クスモーカー

に向かって航走を開始。

母船からは目的ポイントまであと５ ０ｍの報告か入るか、どうも気になる急讃か右手に 見

えている。ブラックスモーカーへの接重を一一端中正しその崖を登ることとした。

頂上付近 に差し冊かった時。研究古とほぼ同時に叫んでいた「ブラックスモ ーカーだ」。

昨年の場所 と５０ｍと離れていない場所に第２のプラフクスモーカーを発見したのだ。「や

りましね」「１う だけじゃなかったんですね」。 母允者と喜ぴを誇り合っていると船外カメ

ラのモニターを見ていたコパイロットか冷めた声で 言ったr ブ ッラクスモーカーの位に去年

浚皿したマーカープイか見えますよ亅

第２のブラヅクズキーカー発見は、一瞬にして 消え去った。

【深布国喪の邪髑者1

艮いこと 犀海調査をしてきて色々なものを只てきた． 奇妙な彫の深海魚、熱本を喘き上け
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るチムニー、皿物でキラキラ輝く岩石、何時閏走っても泥だらけの眠くな るような海底。し

かし、毎潜航必ずといっていいほど兄る物かある、スーパーのビニ ール袋かそれだ。

平成４年の相模湾での潜航だった。航走中の潜水船の 前を幾つもの自いビニ ール袋か欄に

流されクラゲのように湮っていた。その時である中央の観察窓 か何も兄えなくなってしまっ

た。何とい う碍然だろう、嶼桑窓にスッポリとビニール袋か被さってしまったのであ る。マ

ニピュレータは耐圧殼に当たらぬよう設計されているため、取り外すすぺかない。

潛水船を左右に毎ろうか、前後トリ ムにアップ ダウンを魯けようか一向に外れない。 私は

研究者に言、た「 このまま外れなければ前方監視かできないので。潜航中lkです」締め 顏の

研究者。１ ０分ほど略岡しただろうかポッロと袋かはずれ研叉者に笑顔か戻った。それでな

くとも貴重な 海底四査時間、１０分間 濳水船と戯れたあの岸海の邪魔者は木だに相撲湾の海

底を漂っているに違いない。

【今盞の２０・ ０に期睥すｉ こと】

日本で迦めて冰格的に設升間発された爾水制査扣「しんかい2000 」、ｉ 初の・ 航1まま

さしく圃査飴であり為艦の轜察、岩石のサンプリングとい．たことか主 な作・ だ、た．

しかし．攜龕の 葡舷ではその内容もかなり邨変 わりしてきている． 重・ のある蟇期轆溂裝

・ や墻爲册な どをピンポイントで設置したり回 収したりと探梅作業舳としての役・ を多く締

めるようにな・ た．1100 回を履すi鏃 で多くｅ 美鑛を挙げてきた「しんかｃ･2000 」、

今後も毎しく闊発される皿海 匍橿11爾・|ご刻応すべく、可能な羶り叨改良を加え．深怖作演も

できる蒭 査鉛とむて 活鑼して貰いた1丶
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「しんかい2000」の時代

企百部叶画管理課 田代 省三

「しλ かい・ｓ 」の挺ｔ した1g11 年は、直靠め 海洋研究にと。て匡i二漫水飴の蜉代真っ皿

りでる・ た｡

1977年７Ｊリカの彫本調簣韜「フルｌ ン」が東太￥ 洋海澎ガラ･1ゴス紳で、ブラックスモ ー

カーとその回りにのみ轆息する肴員な匡●蕁夕を発見したことから、f プレートテクトニ ク

ス」靈・・ に と。て潜水 調査船は羲 世主となりうる讎渊覩ｌ とな。た。 また、一差応人 々に

とっても．ｖＴＲ墫のピジ。アル亂器により膕介されたプ ラフクスモーカーと深齟乃花目 は。

それまで神瞿と謎から人観の廖の刔象とな・ていた「字宙」に刈し、あまりにも身近である

ことから気に も止められなかった「 誨」か「？‘宙」に匹敵する夢の刔象物であることを・ 耄

さ世られたからであ る。

そんな畔代、 日本において「 し４ かい20齠」l」完成した。 もちろんアノりカやフランスの

それのよう|ご、スマートでも高腫能で もなかったか。それどころ か。爾航するたぴ1ご破璋ま

た故障、我4 オペレーターにとって毎日か竃|こ不安を感じるようなＢ々事懼 いた。しかし、

関係者の努力 かこの「しんかい圃図」を魯々に研尭者に・ めて賃えるよ うな鵜ｓ へと退化さ

せ、ついに町れて|佃1回ｇ 記念すべき涓鰔を行うことか圃摩た。

最初11 厄介者だ・ｔ 「 しんかいa00 」かｕ本だけでなく世界の研武者 から輿冊される瀞冰

・ 蓋鉛となったことは、一里にこの骰事1ご関わった肢術者。毋舶の直航者を含めたオペ レー

ター。そして ．Ｂ本の・ 洋稠究者たちのそれぞ･れの専門を越えた協力と憮男に刔する回本の

意地のたまものと思う。

１本 において「 し儿かい匐圜」は「 しんかい缶韜」「 ドルフィ ン一31 」「 かいこｉ 」と

は邏い、海で 仕事をする者すべて1ご穡４まで翩り継がれる存在となるであろう。なぜなら。

これ彗どみ儿なを 深海へ拠く迴えさせた黼匐1圃ｓ は舞いからである。そして、この魯い気片

ちを典・ した者たちかこれからの 倉事、いや世男の深再・ 裹をりードしていくのだから。
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流れはここから始まった

「しんかしiS茴｣ 運航チーム 可令　井 田 止 比 古

シー ｝ピフ 竍溯から今ｕ まで．海洋科学技褊セ ンターに琵いてオペレ ーションの儒刄に身

を錻く 倉分1ごと・ て．「しんかい2011」は将劃里い入れの大きい存崔といえる．

自夕自身を 含め．海ｌ での人間の活動の 可羮譱を遥摩してみたいという思いから蛤まり稠

畦lご至・ ているか．潜水調査舳を用いての暉洵躙憙の迺楔は鳶だ半ばとも言えな11 状● であ

る．自鵬の大きさ．栂の奥踏さに刔する輿●の念11、濺康を●ねれば鳶ねる・ と大きくな･つ

てゅく．この大きく醪い世膠への入り口の●を團けたｇ か「しλ かい20圃」であり．そこか

ら我々は諏淵の奥底へとうづく這に足を踏み人ねたのである．

「しんかい・ 釦」かシステ ムとして母船「なう しま」と亠もに建逓・運航されるまで仍日

本に11、こめ ような システムのオペレ ーレ３ンのノウハウは擡かれてちらず．達う彫の古い

タイプのもので．譖れる膤さも皿百メートjしまでであ・ た．またそ耜 こ倆めるÅ41 も少なく．

全てゼロからのスタートとい 、ても言い晒きではない状茂であった．

皿龕贅紿窗の匱蒔の段素 からシステ ム○ハ ドを李ぴ、 建造 に立£(,wv ドの 実縣を 鯲讖

し、作皿試負、弑嗅磨航をとおして オペレーションの基礎を鯔み立ててい．た．

屑録潜航では試験帰航により作られたオペレ ションの 基本 怱分4り蒻轢を耡りｊ し実 施し

xヽ －卜の友作と瘋●植粭の又魯を翻・ た．そ叨ころ、システム目体の開発初期の不月合も目

畤に発琥しそれへの刃応にも暹わね、目の鉗のことで貔一杯で 今脯在のありようなど夢のよ

うであった．このようにして胃うことｌ 羲わること６儘ならないところから始まり、それ扁

降ll磋叉ｓ 査畊航をとおして、躙査海域の達いによるｓ 晦底め佃境の変齔．研究目岶により

さまざ劃 こ麦 わる癬・ タ々ーン．大小のトラブルへ叨対応笥よ．７１－ルドにおいて実体驗

として欖み上げ．今にうづくオペレ ーショ ンの瀘れを肇いてきたのである．

「しんかい・ａ 」 システム1ま且航圃始刷来順司 に摺友を諞ね、関係 各位より獸譁の卜．プ

クラスと、多 大尤i評砺を受iiているか、 これもすべて ｒし人翕4･ｓ 帥亅 シスフ ムの延畳鐘上

ａ ことであり． 応用の結果であ る．また「 ドルフ１ンーsI 」「かいこう」 嵋達航の ゆ植を

担ったÅ豺も「しんかい2口a･」システムを機窓とした者且である．

ｒしんかい屈00j システムこそかそれからうづく「ドルフィン一as 」. 「Ｌんか1壥ｓ 」、

「かいこう」とい・ た深栂薦査システ ムの関発遡航の大きな潼れの湎洫であり皿箚の一 雫で

ある．そしてそれは将末末鴦叨有Å 魯人の深再・ 査システ ムの閼慶遡航へとつづくさらに大

きな魄れとな、て、爍く 静か|ご深淵ｅ 奥底へ向か９てゅくことであろ う．
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私の「しんかい2  0 0 0 」潜航記録

海洋科学技術センター圃究業務部（元「しんかい2000 」再航士） 廣 瀬 重之

大零 ４年のとき、本翕謌叱を－４●●やりすぎて、皿龝后働もせず､ 気か忖1 たヽときには．

扁 包のみλなは皿廠口か決ま・ ていたに６かかわらず．私はどこ1ごも決まっていませんでし

た．センタ ａ 訛皿奠農は当時、他4）全埀に比べ． ２ヶ月ほと 毒く、みんなから譱埋だと・

も れなからも、又li てみたらみごと翕徭、駒彈ませ岡昶ｓａ琴１月盲センター1ご入社し まし

た．「まさか研究職なんて、事務顧かな」と思いな からも、鰄Å研●を受けていました．新

入・ 絛もすすむうち．僵鮠について略巨廊牆の記入の段岡にな ったとき、人事の人から「廡

羂さんlj保険か達うから」といわれ、「 ？い ．たい 僥|まなんの仕事をするのだろう」と巳い

ました．もら９た僅映は「船員・ 険」でした．私か、 ｒＬんかい2011 」の仕事にかかわ

るよう|こな 、た最初は 二４ち ものでした．そんな私も圃飆膸蠻１ ９１日｛あともう少しで

「富球全」入りで きる譱字で．残念でしたか】、いつｓ まにか３番目に多い癆鉉回嫩に な、

ていました．

パイロフトは最初．ベテランの躇友 士について、船長補佐の 夊墻で淮ります．「しんかい

２００・」の船内li、パイ卩 ．卜嶝一入と硝究者丿匐 察富から肖 底をｔ もｉ 一人のパイ卩･．

卜は椅子に塵 ．て、魯遍牆・テレl ’カ メラの操作や堀曉制御ｉ 寺ａｌａｇ・ 捏なとを行いま

す．錏桑袖佐は、眞 子lご塵っていることか多く、船長・ 佐で濶・ たときの疋憶は、私の なか

にはあまり残・ ていません．ただ、計濶やテレビカメラのモこ ターとlごらめ・ こしてい る記

惆しかありません．

跚本魯のパイロ．卜は、●･器として、潜羞暗闇を蘊み 竄て、 安全に潜航し、冊究者に茣足

の衍く銅壷をして初めて一人蔔と言えるので|まないかと忌います．

と、偉そうなことを耆っていても、 甎の盞匆凶組長としての 潜舷は最４なもめでした．忘

れもしない早成２零１月ｌｌＨ、日本海奥尻海爾簔言海山というところでの桐航でした．韜

長袖佐はパイロ．卜威り立ての竃々木 航法曹制ま、祠擦研夷者はセ ンターにÅ．て２年目濺

飆回徽もまだ夕ない当時・ 誨爾究部ａ 涵龠研究員という［素人 東団］でした．海¢|力の 梟将

ｉ を覺り．生●の 喟僵をするものでしたか．両匠にごろごろ亀か、ている瀝本船より大きな

gl ごぷう かりなから航走したり．急祠・ で 試丹を皿るのに苦労したりと、いま考えると「シフ

トコースター」に灣・ ていもようなものでした．それから戳年、潜航回蝕を重ねるごと に．

少しずつ・ 梟し、●檎の２年は「 しんかい２ｅａｏ」埀託1ごより．日本海犀事埀刪のÅ たち

に教えるまでにな・ たのでした．

その、１９１回叨画飆の ゆにａ、爾 西鐺目滯加トラフの釉水域、扣椶湾の広大なシロウり

ガイコロニー．まるで水螽齟にいるような日本海の 水ｓ ａ００柚健重の生勧圃壷など記偉に
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酋 ．てい る潜航か蝕１ くあります．

なか でも、平成5 年1墺 尻馬商ｉ 沖でのr ｌｊｉ退廁亟抻嗹屓」の潜航珂査か 薔電慵に残・

ています．「ｉ 海迴甫西持地霎」から釣一ヶ月儂、まだ余震か粮き、母岫「 なうしま」から

みた奥尻禹育禰地区lj 今だにけむりかあか．てい るなか、ｓ 舷調査は開始されました． 喞妲

中も「なう しま」 からr こちらでli 今地震かあり、勾底をたたいたのを廊じたか．そちらば

とうか」という迪貉かλ つたり島しました．実脚には．流体の中にいる潜水飼か捕じること

もなく、さい わい海底では伺も起こり 邉セんでした．海底にij. エイの死最や、なき惆され

たヤギ類、譖を臺．ている多くのベニズワイガこなど、今まで みたことのない世界か広か ．

ていました．肴1ご．海底で 嫡めて発見された憤砂のあとや地割れした海底を みて．自魅の力

の強大さを●じた溂航でした．

私は、大学 畔代「海洋翊螫学」を専攻 廴ていました．大学１ 年の両洋異習で、圃査に衍９

だl功丶d 儖 原倉 島東方の小笠励轟合というところでした．その 霹晝では、海底に譱 上から

ワイヤーで「 トレージ今－」というかごを睥し．両底を引きずり膕して、岩石を嘩瓏すると

いう作業をおこな 、ていました．その畤採取した岩石の申に、自 重紀の「ネリネア」という

魯き貝の化石か含まれていたことか、耙皿の中に・ く爾っていました．その 後、平成５年小

笠原画台での「し んかい2010 」による潜輿銅壷で、睹を旦、ていると、９の翦にな んと

そ０「ネりネア」の化石を含んだ岩石かあちらこちら1ごころか 、ていたのには驚きまし た.

・ わず、同乗庫究者に「もめ岩石●りましょう．」と言ったのを覚えています．瀬初は 乗り

輿しゃなか・ た研 文肴も「なつＬｉ 」舶上でそめ岩石を見て、気に入ったのか持・ て帰９て

しまい、私のｌ 許には桟りま嗹んでＬた．そのことlj、当たり 龠のことですか、ちょっと欲

Ｌか．た鳬もします．大夕時代あんなに苦雷して瑜・ た岩石か、目の畴にたくさん転か・ て

いるを犀て、さら1ご正礫な甃・ でそれを鰥皿できたことに、お全lj 倒かっているけど、 すご

い欟槭だなと 実噛したものでした．相儂肉のシ卩ウリガイコロニ ーのそばの赤栂色|ご変 色し

た地城のなかから．ほんのわずか濁水かＩ ているのを・ 兄したり、愚本噴出鳩の生魯群集の

申からたくさんの 創橢の生麭を 殤虱したり．ズワイガニの力．プリンタを撮澎したり．海の

上図調査舶で はできない、人圓 晒目で 直接誨の１ を見て、植鹿で橘掴な仕事かできるの か潜

水司査舶のいいとこでａないかと思います．いく ら鈿Å揶査櫪や曳航体叨鴾度かあか・ ても、

人間の目で直餓見ることかできる画水司 査舶の仕事にはかなわないと甎lj 毒えます．

現在、葛は、臨１ で、滯水飴の圃査行勦ａ サポートの偃事をしています．いつしか、ｉ た

梅に戻って、譱俵海底を見て感動する日を儚みて･･･．

99-



１／１回と１／1000 回

伊曝 一寿

j9覆年||月匐日 この日は日事人、芻 にサ･.カーブアンにと、ては長く疋悚されることに

なるでしａう．

そのⅢj 兮フカーの日本代表チームか、マ レー シアの地においてり ールドカ ．プ1ご初田場

を泱めた卩である．

それから釣７ｙ月後、リこ ルドカ･､プフランス大全か始まり、Ｈ本のサ．力一関係者嶝長

年ｅ 夢･ ワールドカ ．プ出場’か、現実のものとなったか、そ の感瀲はとれｌ どのものだ・

たでし ぶうか．

・ 手はもちろんこと、監髓を中心に魯コーチを 含むチーム百Ｓ 陣をはしめ．チー厶をかlj

で支えてきたÅたちにと、て、決して忘れることのできなt 咄 末亊でしｊう．

そのÅたちｇ 中|こは．肅手たちかベストな覩劒で耳合に臨めるよう|ご、移圃・宿泊等をコー

デ４ネートするÅや、プレス対応等を行う広報闘係仍Å や、欄刈管理を専門に行う人． ズｌ

ンサー兪霪のÅ匂．そして．それら全ての齠にお いてまとめ役となる回冰サッカー協・ のÅ

たちなど．実|ご多くの人直か携わ、ているのです．

そしてこ のÅたちは例外な く、その逼のプロた ちでるり．そのプロたちの技術か選手た 右

と一偉とな・て今目の偉業を這或する亊かできたのでしｊう．

「ワールドカップ出場回数’」回’」

1詞2琴1月2S 日 このｎ「しんかいSll 」の初濶銚i 苛iわれました。

暘荊は「 翩櫚絢初島抻」。最大深度「2em 」｡ 潜航時間「S」」という記録でし」ご。

ワールドカ。プｌ・ にくらべると、盾かな【】目」でも 、たでしょう が。この「l回」に携

わ、たプ ロたちの披褊と舗鳥は。それに礬るとも劣らぬものだ・ たことでしょう。

「しんかい2000潜航回取”1回゛」

ワールドカップフランス大会において、「 クロアチア」「アルゼンチン」「ジャマイカ」

と予選リ ーグを戦い、O勝3敢という戦績で日本のフランスワールドカップは終わりました。

と同時に日本チームに新たな、そして高い目廊かできました。
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それは．ウールドカフ？でrl ●」をあげること、それか新たな目標とな．たわけです．

そして、週手たちを倉めたプ卩 たちは、より高い目標に自 かって．又、新たなI多を歩み

出していることで しＪう．

しんかい匐a･e 画航回嫐lよプロ邏の技衢と悁翕1ごよ ．て潜航回数を重ねてc･きました．

湘舷目倣か増え るに禰い研究壥からｇ 饗ｌ く且電）隸飃くなって ゆき、そ叨要求を

ソフトとハードの 両面から夊腫しなから膳航回戳lj墸えてい遠ました．

罍鬣巨澂 は「 刪lr ｓa 」『1㈲亅 ほ 班』「5MJ  ･  ･ - と朗まれなから、「しん収 ４ｘｌ」

のシステムａ 耋嶝されていきました．

そして、それと目時lごプロたちの詢に「聘り」という飃えない●事も嶝えていったことで

しょう．

ワールドカ．プフ ランス大金にちljる優勝偃植ａ 筆頑は「ブラジル」チームでち・ た．

今回ｅ「ブ ラジル」チームl」「鈿大会僵耨チ ーム」であり、戦力分 析の上からも矗もか娜

一 爾植にあ|夕ました．

ブラジル就 全大会邏差出鳩回敖「16 胯」、優 勝祠餓も「１回亅 を将る合実ともに優●の

最有力棘植でありました．

プｊ ジルチー厶にと９て決・ju －グ1二遍出してあたりまえ、羲懾でも泱鷦瑜に画出しなけ

tＭｆならなず、目擦1まあくまでも「魯● 」でした．．

そんなチー厶の圃手やスタッフ|ごかかるプレ ッシｔ －たるや墾●を聴 するものでしょう．

そして．そんなプレ ヅシャーlご刀ち聹ち．碧ち轆lj ることか．いかに困垂であるかは、綾ら

にしか、めからないでしょう．

それでも號らは●ち纃け、浹碧鶚まで・ み、決勝でフランスに負けはしましたか．凖優霾

でフ ランスワールドカ ．プを飾りました．

ｓ か1192 年３月叨「５９４祠」より・ 航チ ー厶に参加さ册ていただきました、 ｒ６６

ａ回」に旬めて観察者としてr ｌ・ 航」し、「７１５回」で鞫めて「 匐長補佐」として 業魁

Ｌ、「 ７ａ８回」には旬めて「 畆長」として乗船しました。

その唄に はすでに、「しんかい2000 」のシステムはllぽ完成されでており、その シス

テムを 引き膕ぐことに。 かなりのプレ 。ジャーを撼むていました。

それは、 今までは再洋丹字技綯をンターの遡航チームの申で赧ゐと継承されてきた技爾を

lJi 霾き、その鬢を落とすことなく 町本庵声事業の・ 航チー厶でや・ ていく事への

－lgl －



プレッシャーでした。

「 うまくい・ てもたりまえ」

このプレ 。シ 今－を崘じううの魯航でした。

剱回叨濳航か「友剣勝角」

そんな気肉ちで画飆回数を重ねてきました。

それか今日 ｒｌｏｇｏ眤」

●無量です

「しんかい２ａ００」 に携わる多くの人たちの 擴・ に友えられ。懼銘lご爾まされなか ら。

これからも翻心を忘れることなく淵鬣回徽を鴦ねてゆきたいと思います。

それ14、そａ 潜航か軻回ｌ の潛航であろうと。 爾犬者にとって亀回司潜航か 口 ／ｌ徊」

の・ 航であり。そして毎掴め潜竸か「真自 ●負」であることを。
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整備長時代を振返って

しんか同50膸 航チーム 今井 義 司

潜水調査匐 「し４ かい ２ａａｌ 」の1000 回潜航邇威おめでとうございます．真冬の相

覩胄で実旒された擣１回目の潜航を．固唖を孰んで見守・た一入としては、大戻うおし く擂

菱匍量の思いｊtし 靈す．これも ｒしん14 ヽ200 ●亅 の偐譱、運航 、支援に鋳わ・ た多 く応

方４のた ゆまぬ技● の圃み旦ゆと翕向きな男力の軸果ではないでしょうか．かさねてお祝い

を申し上げます．

整備作屬は通常の矗機ｇ 外何事も起 こらないのか艮しとされるため．心に濃 る槽な整齒作

霆は巷洌な搴かあった時である．「しんｉｉ･ ２０ａｌ 」|ま人間の手の役且をするマニピュレー

タか１本 乙かない．その鷦作も決して スムーズと11 言えない． しかし、研究者か持ち込んだ

－l 頓着を嘖皿したり岩石や生●のサンプルを採取する叨にllなくてはならない ものであ る．

そんな大事なマニ ピ．レータか動かな くなってしまってlj 潛鉉叨意義も李減する．また 潜翫

海域か沿岸であるため研犬者の交代も頻輿にもこなわれ、康舶日数も少ない．柘嶇な場合に

は傷乗し、潜航．夕方には下船と忿うこともも ．た．

あのＨもそ んな． もう礎のない特祠な回でる・た．や、と自分の壥かきたと彖気廼んで擢

鉛してきた研究者か濛り込儿で.jl ツチを閙め、さあこれからと冒う畔．輿の.ａ検では全く

員棠のなか．た爾水飴か、台車から吊 り揚げた逾蝙マこ ピ2 レータの根元から作梟拍か濕ね

出してしま．た． ただちに漕水船を台車に降ろし、 魯内から擶貝を剽し池濶れの原ｌ 調 査を

行、た．欄本の赧脱切り爾し機飼鵜よりの漏れであ ることか分かり、司令|ご２畤祠の爾 予を

もらい．それ目上畔岡か昏 かるようであれぱ潜儀中止とすることで作業を闘詒した．マニ ピュ

レータを驟り外Ｌて見ると串いなことに、0－リン グ｛汕を 止めるシール耐｝か恟冰か匂れ

ているだljでゐ・ た．すぐlご爾品と文儂し復1皿を余いだ．Ｉ時 間半貍で祠纜、・ 叉名と パイ

ロ。Ｆを業せ潜航を闢拍した．・ 査終了藍櫑収された朧水船から顏を紅塵させて夕う ．プ を

睥りてｉ た磋瘋癲 か．嬉しそう|二・ 飆ａ 成果を毒し揖耐されると．仙の苦労なとす、かり忘

れてしまう．そしてこんな夜|ご母み交わす酒の味は格別である．

まだ涓水船の健康犹惣も安定しないころに、 み４なか壟ま・ てグラスを傾けると、魯う瞿

1ご泱ま・ て誰言うともなく「いつかは「しんかい２ Ｑ・０」で淘外に出かり． 世異の研案者

を鳶ぜて直界の轟を潛るんだ」と麥魯ようなことを言・ て大いに盛り上か・ていたち句でも．

た．今ではそ れか現実ａ 亊とな．ている．ここ数年「し４ かい２口ａｏ」は海外に遠値し各

・ の研究者を業せて躙査潜航を衍ない、多 大な成果をあげている． モ４な涓水爾査舶の歴史

の一ページに参加できたこと|ご脯庸するとと もに、「L んかい ２ａ１０」関係者の皆櫁の益了

のご同属を・ ります．
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「しんかい2000」での思いで

潜水調査船「しんかい2000」1000回潜航おめでとうございます。

吋畏備長 福井 勉

髱は曙匍5S年12月ｌｎ濺池技栖郎からＳ幽圍発技爾郎直驥室整備士の夢令をも･らい畦友鳶

£埀追浜£屬で「しんかい10齠」を鴎瑚|ず作耋中の釁舶「なうしま」に乗船しました．膰掘

|夕された「しんかい匐薗」’を旬めて見て継紺な輳器．装置かところ歌し と羞み込まれていて

見るものｉ てか初めての装置、讎しそうな機魯で覚えなけれぱと取扱珊哽儷と 百・ 引きｃ 毎

ｌ でした.

ll綽證友と なり、記全すぺき最lle 潜黄かコネクターのトラブ ルで瀧航が４ 止になり．そ

れから卜 色々なｌ 鏖事かもりまＬた．このことli襤だけでなく一普にと、ても良い差驗いい鯖

葺lごなったことと感います.

「し んかい加劔」に亅鶚船して、・Om 飽和潜本を休驥した畤、長い減圧時間か必蹙でμ圧

か貉了するまで外にＩ ることもで 遠な か．たか「 しλ かい 匐脯」でＳＯｍ潜航した時 は減圧

する母蜀もなく、 疎匐「なうしま」韜よに格納さ11たらすぐに」り チか鬪かれ外に 世11て新

皹な空気か吸えた．諂航中は●き窓より誨の顛子、鈿爾を観察廁来たことに感抛しました．

瀏騎潜航か 終了Ｌ、司麑潜航11 回孝廼両での行鷦か多く、研究者の獪下舶時は岸東に壜岸

したので．地元のÅとも忖き侖いか鏐くなり「しんかい20 仭」の名を広げ．参味を食し、名

所巡りをした記讎かも　　　　　　 ．

ります。

「 しんかい加釦」 か

ら「 しんかい仙00」 と 。

仕事も変 わり穉在無人 陬言-,･ ！゙f や･･｡。。｡｡

探査機「 かいこう」の

仕事をしています。

「 しんかい鴉卯」時

の貴重な 経験衣吟 でも

役にたっています。

「しんかい匐圃」の

疂４のご 活藏を顕詩し

ています。

瀰

富士心をバックに「しんかい20圀」のオペレーション
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「しんかい2000J1000 回潜航を迎えて

「しんかＵ剛 」可令 依 田代 志男

平成10琴４月11a ついに1佃l回潜航ｎを迎えた。

一叩=鬮 いつものとおり潜航蒻チエｉ クを闕晧

・II:4g 辯鑪丱叨作業夸1ごついて最芻礦認を日本工冕新圈社原田記者（刷乗者 ）を交え

チｘツク

・gs; 】4 ベ ンド全囀潜航関蛤

gいつ もよりja 分握度早く順調な浚り匐し|ごホットし、 この まま無事 厚上し

てくれり

・ID:27 魯慶1111 予足 嵋値糶に着座

弓目の記念潜購に「伊平屋凹地ｔ・ 」を遍足した塵由であ る、起吠に肓ん

だ海皿- 蓆毎の巷定な墻 所にしか生息しな14 軅朦集の軈窰 ・版発な地蔵卯

詆鋤種象で あるF 熱水吹 き出し」「 チムニー」などが錮・ て おり、 鳶・ ある

取耐潜航にな ることを折りつつ淘座麹痙か闢抬された。

・】・21 スヶ 夕、一ル外叨ｕＱｃ【水中通話樛】による。ヱ個の湟ｉ 氏より潛皿中ｅ 翩

田記者に対 し避取耐を有う。（ａ頃取豺襴れしている記者も逆取材|こli戸 惑

l.･気味、「 なかなか言葉かでないので少し考えます」という堋面もあ・ た。）

・j4:lj 彫底し11:5aまで「中・ 埀●●め飼察」

・15:25 浮上

こうや・ てIR 念潜航も柵事萋了し先 ずは安賭、「 潜航中止」の昜合はiう までｌ 霾を曜長

墫ｌ 未石の か。事圃に考え打ち合わせした心塵事か皓鬻li ヌヶ ジュールどおりａａ樫で消化

でき。全てＱx刪

さて、私は前任の段野司令より平康８年３月31 日に引麗。４月１ａ 豺8回 且の潜航を １回

目とし今日に至っています。引き継ぐ数日前に松原社長より「段野司令か今回魚遽脇上爾魯

となり、その 破任として司令毒をおまえ出来るか？」か今の私の第一歩であったと思ってい

ます。

そして、司令として１回目の848 回潜航時は「 異常なし潜航用意よし亅 のパイロ ットの会

話に対し「潜入」と号令したか内心は不安だらけで心皿力ｑｉ限の動きをしていたもので す。

賺庭間際になって雛底時間は誰か? そんなスケジュールで ？と戸惑７てみたり、張りうめた

１亘であったことを今で も思い起こします。

（不安だらけで１日を待っていただろう陸上スタフフに無事潜航か終了したことを伝え、一
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搆感伍まウだ状配にもなったりして･･･? ）

「しんか4 匐ヽ韜」システ ムか刪和弱年4こ縫蜃さ れ、関恨者のたゆまざる努力と大重な耆労

の結魯で今ｕか有ること1ご蓐壥し、今後は「しんかい加闥」を利用Ｌていただく研究者のー

●になるよう ｒＬんかい匐脯」システ ムの哽状躍胯でな く、改善・欹良にうとめ、トラブル

を梟輿に価ぐことをモットーとし、益ａプロ ポーザルか埔え。それに応えられるよう寛力し

ていきたいと思。ています。

叙・ で|まありますか、躙倆者及び先申の方々に茴瀏申し上げたいと扈います。
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「しんかい2  0 0 0 」「なつしま」への追想．

「なつしま」初代船長 井 村 齊

思い雇こせぱあれから早いものでもう１９琴翁までも運ることになり ます．

「 濳冰涓査 鯨支蜑母船」の艤装．擂り出し、及ぴ「 潜水調査船Je ・ 用支援|こ圃わる潼蒭

について艤装員曼として直僅せよとの会赴（ｕ本永迪峠）からの指令か当時汕タンカーに船

長として濛旬して航町中だ・ た私のもとに鹿突に入電して潮ました．

甘時の私にとっては全くの鳶知の分脣の飴舶でありました．一抹の不安と新しい他申 へ屬

壜する期待とか入り交じる心境でタンカーを下船、￥邇会社1ご出碵して蒻艢の聴取と引き鋺

き紬強のＨ４を過ごすことになりました．

疂年海一筋に生きて来た私に瑜うて、社外の、むかもそれぞれの分脣において卜･.プ クラ

スのプレ ーンを右するセンターの方々と応刔1 ることはシ今彳にな．てしまうｉ と若干の気

鶴れのMtfi* りましたか、それでも、ｉ 苟の「濳永司査船邏崘凖●寔」、濶海羂発岐 碕別

の建造徊当のÅ 々．司令をはじめ葡池調査船の運航を袒ちうとす 曷人々の・ 鳶魯れるご 指導

によ９て多くを学ぷことかできました．

また、センターの毒体的な面から卜 黼立以睾旬めて本格的な船幽の槌造と・ 屬釣な重代利

孚の 粋を裏めた「 掫鼻蘢水船」を建造するということで魯々か魯老と艱叫 をこめて見守って

いることが弘の詢にもじ．くりと丘わ ．てきて身の引き楠まる息いかしていたことを今 更な

から鱒明に覚えており ます．

舳に長く梟 ．ているとい．ても調査船を 手がけることは旬めてでありました．調査欄ｓ 類

に関連する名称、朧麓．碇用方法などを戸惑いなからも輿飼1ご・ り剿んだことを§ い起こし

ます. 「 譱水調査韜」の慎皿や濶航1ご間する釧念についても可令惴の皆さλのレクチャーを

受けました.

一一力、庵鏐科学セ ンターも．科学技術斤も本弗岡な司麦船を 手かりてはいなかったので、

例えば・・ の擦りｌ し纜名の干算要求のある・ の邑目、徼・ などで船でljごく普圃の必旻品

目、叢鷽でもなかなか理解か得られなくて圃・ てしまったケースもあり ました．

さて、「 潜冰調査艢支瞹毋舶」は昭 和５５年８月（１９ａｏ年）「なう しま」と命名され

て、 当時の科学岐歯庁長官中JII一郎氏のご咄彦のもとで睾４しく進水をいたしました．船体

lμ| 畸重工神戸工崎の手|こより魁体内 外．タンク内の饂4 まで麹艢に繪虞された立派な欄追

をも・ ております．そして同年 】ａ月３ ０日に目ｌ 峺く壊工しました．

翌５６年１月 くｊ Ｄ８１年）三菱鳶 工神戸工崎において墻工した「しんかい2000 」と

毎事に合鉢を濛たし、「し４ かい2000 」の着水・錮収及ぴ潜航文援・ 務を主体とした憤

然ll鑢鋺淘の逾に皿きました．
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日ゐ慣熟●|練に 喫け暮れなから。最晒設儷の魂の鈿くの「し んかい2000 」にも輿う か

の皿きｉ かろ 包ました。 潜航には支障かなくても椙飽か万 全でないと納得してもらえな い又

全主義のÅ４ に支|して跼足していただくため|こ小さな放・ の途 中の浮上及びそめ手直し、大

かかりな蘿亀の敖隊で富品羣をメ か一毒りとしてその闕待掻せざるを朞ない辛か。だ回々、

肢衛の先蝠を装●する申で闘発櫚・ のノウハウの蓄積など生みの聊のメーカー、そして なに

よりも瀧水司 査・ 「しんかい2000 」を必死にな・ て・ 飆岐 循の慵鳥に頑儷りを見せた遡

航チームに敬囂を表すると共に、「なうしま」 クル ーにも遡航に岡してはいつでも支援 梟窗

を遵衍出耒る体制を蜷えて皿くようにと緩急を交えて叱咤したことをよく覽えています。

あるl劉ま、 桐帳湾の袒鳥直方で蠢皇1をチャ タ して瞿氏状 況を視察に来たj2 者ｌ か餽寤

する中で潜竸を圜 詒、記者ｌ か潜入を碌ｊ し満足して・ 相で嶬|ご母りかlj、掏澎か具え なく

なりかlj た明 に、 故障のため浮上ａ やむなきにｉ つたこともあり。危うく亀者発表|ご哂され

なくて浹んだこともありました。

センターの 本岫前にコンクりートのスロープ かまだ残、ており、当偕岸壁の着工繭のある

夏ｅ 夜、「なうしま」は自 風i 懦 総桴を北東迴して諭迴する情報|ごより、画柏のためセンター

紳の赤まI台の 内旬の俚癲爾に観鴎しておりました。台耳の逾富予想としては「なうしま」は

合風の左摩円に秡・ することになり風身も右・ 円に此べて・ く、最誹近崎には北向きの 鯛に

なり防波堤か独を君・ てくおる目驫旦でした。

ところ か思 わぬ伏兵に慌てたのです、 讖瀘の高まりと央に蹙 京湾のなかに轟曲していた小

型鑼皿群か更に居４吻 の良い「なうしま」周辺に集まってきたのです。

目じ瞋向1二刔して揆朗しても船の左 右へのふれ目りは各々達います。右にふれるつつ ある

舶と左へふれ目 りつつあａ舶か接麗してしまうおそれがあ るからです。こちらで汽酋を 喘ら

し、船舶電話で船名を岬 んでフ ビールしても応答もありません、萬は疂々強くな句今戔鋼舶

喟叨鬪を縫ｇて脱出することも危映で不可齟です。そこでエンジンとサイドスラスターを翩

使して隰の収まった翌齠まで惠喉苦闘の遥か一い一 夜とな 。てしまいました。明け方|ご遙か

センターの鵞 髱方向を靤めたら、センターで管倉していた小さい木膚か風爾に吹き上げられ

て かなりの●鯵の陸上|こ打ち上げられ、バラパラに破損しておりました。前夜の矚の凄まじ

さを印童づけた薑しのようでした。

坡工、裁銃 後の約 】年目の昭和５６年 】ａ月（1981 年）、亶鳶瞶淘埠頑|ご・ いて「し

んかい2  0  00 」「 なうしま」のー覯公闘餮襦の陥に当時の皇ゑ孫浩售頴下のご・ 廛を偉ぎ

式負か挙行さ れました。艦長として顔下の圃内ご見学のご案内の燿に橘したことlj 臚|ご惑・

の極みでありました。

時恰も、その囑より「しふかい２ ０ａ Ｄ」「なうしま」覩舍 システムの旬潮故戸も亀爾さ

れつつあり、爾圃に恨魯II 鑢行動から調重有動|ご聊石してい・ たように起憶しています。

「しんかい２ａａｎ」の司令匍のメンバ ーも自信に蹣ち。仙方からの唱瓠を筒するよう な司

査彳i輿を寅繃するｕ 々でした。
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蜀舶「なう しま」の嫖細・ のr 潛冰 縄査船Ｊｅｌ 水・爾収作耋もａｌｉ傭翁の域に通してき

ました．毎飜着水作・ に取り餡む時|ごは．気輿・海象及ぴ目圃の状況を十分|ご峡耐した 上で

実施するのでそれ曜の曹労ljないか、悶刷ａ 擱取畔に多く発生するようです．

錮収予足時間に亟る萌に天候ｅ 急変やうねりの 画まりなどで 急邏擶取の母要に迴られ ると

大震です．「 し儿かい２００ａ」か文字・ り２ａＯａｍ付近まで●脈していると皴底から厚

よまで亅時圃１ ０分ばかり豐します．天餓の急変はそれを持・ てはくれません．

司令の「劔底・浮よ世よ」の号令と 鯑1ご行●を躙貽します、とても長く噛じる｜時薦４０

分か・ きて浮上し た「Ｌんかい２０ａＯ」の錮・ 作 業1ごかかるのですか、 当躬海況は錮収マ

ニ．フルの限男噐重にあり、週獪ｅ平穏畤のー より慎重|ご苟間をかけての作ｌ にな ねます．

匍事に鰛取を鮗えたときの霧ぴもまた翕別のものかあります．

この天恨・海況急寳による奮.劼度の 高い謳皿作業lj、特に「 しλ かい６５･ｕｏ」をさ めて

宿由的に今盖も画面しなり ればならない麗壥であり ますか、反・ 飴遥の緊直した時の・ の見

せ所であるとも云えましょう．

こぽれ翩|ごなりますか、か、て「しんかい2000 」を建画 中のあ 石ｕ、ｉ 陶曩に遅 畆申

であうた米ll ウフヅホ ル海楞研戔Ｓ ａ 誰海澗審柘アルビン号のj ぞイロットを鮗硬 して いる

２名の方々C 当時はりタイヤーして甫カllフｔ ルニア大学の海 洋間直翩瞹j かセンタ一を訪

闘して曰く、r 深海醺冰鉛の運貰は大変難しい岐搦を必甓とする、就いては我々か十分 指導

してやるからコン サルタント料をくれ」という意味の價寔かあ、た靤、旬画センター、将に

徊当塵事、司令侑・ 脈拍当のメンバーはこれを壜銘と|まねのけました．

早い週いはあるにしても開発スタートからの 苦労li米国も日本も同様であり． ｒし４ かい

２ ００Ｕ」は画航踪攬Ｕ「アルビン号」より浅いl」れとも総合的な蓍備において騁ると 色劣

らないものを冽しており．月時建造申の支援母船もまた優れた性能を駆使廁来るという 儡倔

か既に醸成されていたのです．

さて、帳面も残り夕なくな、て来ました．

「しんかい2  0 00 」は髮かけ１８年の長きに亘りいろいろな目 面|こ直遍しなからも営々

と●蕕回輦を篦ねつつ、逓に平成１０年４月ｌｊ日（ｌｇｇａ年）沖縄周辺の伊￥錻貫曾|ご

おいて目圃 度く1  0 DO 回り 潜球回数を逮a1 吹 しました．そのま巣4ま内外の学畜 嶝分冊か

らも多大な評価を受けつつ、文なる目欄をも・ て潜航躙盡|ごよる大いなる貧齟を果たして行

くことでありましょう．

海拑匠|ま售覯のあら碵る可能性を包 括す る夕衛靤な全庫であることはいうをまた右いか．

また其処|こは淑如の・ 腆牲も存在しております．墻９た細識と技・ を基に烝４慵襴|こ安全・

Ｓ事放を旨として璽羞に謎事Ｌ、社会 に大いに涓 鍬さねることを祈念して簔わりにしたいと

思いｌｙ 。
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運航委託を受けて

日本海洋事業株友会社社長 松 原 功 一

崩木飼臺韜「しんかい2･el」の110c回画罵 遠戚おめでとうございます。

Is扈年1月馮ｕ相篌絢における揶|鬪潜航以来、17年目|ごしてひとつの区切りであるla図回瀧

輿を達成しましたか、Ｂ冰で飴めてｅ・ 海有Å爾ぶ調査皿として笹鈿ａ 艢カを結集．大変な

耆旁を重ねてla00 回に灣遷したこと|ご関係者|こ深甚なる敬意をｊ Ｌます．

10劃目の潜航のなか1ごは世界的な発見も多數有り．詭岸爾究、瑞瑞研究の粛港1ご大きく麕

与してまいりました．完成時より私どもも昜圃「なうしま」の運康をとおして磋究開発シス

テムに参加してまいりましたか、まさ|ごセンターさλのハード、ソフトの両・ にお11 る岐銜

團発の橦み薑丿冫の鹵●と恩4 まゝす．

前年胡 に「しんかい卵僵」か完成、さらに軻しい深海・ 究システムの閥 竟に敢り鈿むた

め曜に画魯にの ．ている ｒしÅ44 囓xlJa 逐亂を蕚 膝に 委託することとなり、・ 社はｓ 事

2月より飃輿の 育暖を始め、翌s9 年s月より「し４ かい匐闖」の・ 飆を受匠さt!ていただき、

そｅ とき 叨潜航か詞4回でゐりました か、まだよちｊ ち歩きで昏さんにご心配をかけました

かとうにかここまでまい 石ことかで きました．

受託当畔はチームを倡顛していても．無事浮・ 諞収完･f するまで 蕕ち灣くことかできませ

んでした．センター闘係者ｅ 支麌|ご対し誌・ をお借りしてあらためてお礼を申し上げます．

邏威受託ｇ 梟、「ドルフィン 寞」との運航 合理化や傴史者の 要望の 奮い陬厚での・ 音ｌ

査斧賢旬延艮など4璢駟軻ｕこ努めてまいりました圦 誨洋谺 死巾直扇のた６ 安全はもとより、

一屬め効率俛．訛貰月上に男める母淒かあ ると鑓躪しております．

研究機会の●加のため年間潜航回数の増加及ぴ海底長時圃潘 佃、調査覩・ 向上のため 眉明

度の７ ７プ、llo度碗衂．映像の鄒明度アップなど、作業槍鉋向上のため動力鍠の 了 ．プ．

狭隘旬調査の小璽匍人機の昜載、再底にもり る悛・ 圓定礦母欟能め保有など夕の瞹躇の こと

もあり ますか技驫開発に寄与してまいりたいと・ えております．

また、支慶母船の 機能岡上をＩ るとともに 屬の皿力体調により研究 遙l黏こ番与で きるよう

努めていきたいと考えております．今後ともご鈿導宜しくお驤いいたします．

明略維新ｇｌ 、四方を海に圀まれて1 るヽｕ本は本産盞、海運屬、造佃鼻などを申心に 経濱

発展を迦lfてま1･りましたか、これら適業は既iご康肭屬をすぎた＆いえ ますか、舞台とする

淘のことlよ十分に知られているとは言えない状況にあると恩い ます．

今豐膠i咄 面している重稾課囀はいろいろとありますか、量 裾旻課岡liA 口の・ 匐へめ刔

応であると愆います．儒刄の人口か墸加すれlj、食鮮の不足．エネルギー・資蒼梢贇の増島|．

恤球聡壇魯屬ｔ 、人口過密による自然災 害の釜 客心堵加など 廖間連えれぱ 再変量男釣な勍
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争発生の恐れすら心配しなければなりません。

これら虱璽皿題を解決、改善する鍵は海にあります。両洋及び地球の解叫を加速させる必

要があると信じております。 潜水調査船はその主役を努めることとなるでしょう。

今暖とも世界の海で、一段と機能アップして活躍する必萎かあります。

地球（人類）の未米は海にあり。

「しんかい2000 」の今後一爾の活躍を 祈念します。

冐 示

4i,.S･　.,., ｀C･｡II` ･. t

iMfl m 航にあたり墹亊長より表彰状をいただく
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19叨年

昭和55年

191 年

昭和鉐年

1鮖2年

剛勧7年

1詒泝

昭和58年

19&4年

昭和59年

IS5 年

咽和叨年

19郎年

昭和61年

し ん か い2000 の あ ゆ み

2a00m 潜水調査船支援母船「 なつしま」 進水

川崎重工業 神戸工鳩

2Ⅸxｈ 潜水謌査船 ｒしんかい2匯扣亅 善水

三菱璽工翼 抻戸造船所

浩宮鍛下をお迎えして ｒしんかい以刃剛 および「 なうしま亅 の竣工式典（晴海）

ｒしんかい2ひひ0亅 による訓練潜航闘始 相模湾水犀笳ｍでコ ネク ターのト ラブ

ル奥生（１月26日）潜航時間わずか８分で浮上

ｒしんかい20叩亅 による研究調査開始（富山湾） 水犀叨ｍ石川県水産巨暇崎嗷

員による調査潜航（７月22日）

ｒしんかい2000』伊豆半島門 脇岡の東方沖合、水深1,270m で枕状溶岩発見

100回目の潜航（駿河湾水深 ４ａ ｍ）

ｒしんかい2aひ0』初島坤 水深1.1暝卜 でシロウリガイの群衆（コロニー）を発見

第１回『しんかい20匐』 シンポジウム開催

「しんかい2倪狛亅 で深海生物ハオリムシ発兄（四国沖）

「しんかい2000J 女畦初めての潜航（東海区水研 石橋さん）（10月）（駿河湾

水深2跖m ）

2闖回目の潜航（駿河湾 水深235m ）

「しんかい卯00亅 沖縄トラフで我が国初めて42 ℃の皿水噴出現象尭見

外国人初めての潜航（ハワイ大学 マラホフ氏）（11月）

女性外国人初めての潜航（メリーランド大学 レアカさん）（11月）

19艀年　3 匐回目の潜航（日本海胃森沖薦 水深I,735m）

昭1062年

IS8 平

昭和63年

ｒ廴λ かい2匯削 のテレピカノうで砌られたｉ 鍬情報（静１・ 嶽j を、 吉響信

号を岡いて支援母砲に臨・ する「 永4Xi･i・ 伝送シヌテム」の・ 送試験 を行い、
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諄89年

平 成元年

1990年

平成２年

1992 年

平成４年

1993 年

平 成５年

1994 年

平成６年

画面を46 杪で伝送することに成功した。

沖縄トラフ伊是名海穴で白色になった海匠の所々 から破化炭酸ガスを主 成分と

する泡が目瞬する極めて砂しい現象（ 炭酸ガスハイドレート） を初めて観察し

た。

沖岡トラフ伊是名海穴水躍1,340m で我か国 では初めて、 高温の 黒煙様の為水を

激しく噴出するチムニー廼称ブラックスモーカーを発見した。

400回目の潜航（駿河湾 水深1.960m ）

初島沖シロウリガイ麗生域で採取したチ、－ブ ワ一ズ（･ヽオリ ムシ） と シロウ

リガイから深海微生物を捨出し、 深海皿境プログラムの研究の一顧 として陸上

で培養を行った。

匐0回目の潜航（日本海奥尻海嶺 水深1.624m ）

駿河湾の海底から見た足 から極めて強力な石柚分解岡が発見さ れた。

叨0回目の潜航（駿河湾 水深1,52am ）

北海世両酉沖地震後の 奥凡圃沖潜航調査を行い、 両底の 表面に噴砂、 地割れ、

亀裂などを又見した。 また底生生物の多く が土 石流によって埋もれる、 深い方

へ流されるなど観察さ れた。

7叩回目の潜航（日本海奥尻島南酉沖 水深1､7&Om ）

鹿児島湾沖の水深82m から世界で最も浅い海峨でｔ 皀する深両生物のサッマ･ オヽ

リムシを発見した。

1995年　a ひ0回目の再航（南酉諸島伊平屋凹皿 水深670m）

平成７年

1996年　 誕扣回目の潜航（南海トラフ金洲／瀬 水深33jm）

平成８年

j998年

平成10 年

jO仭回目の噌航を行う。 日本工業斬聞 原田成樹記者が潜航

南西諸島伊平屋海域 水深1,027m

－ １１１ －
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しんかい2000システムの概要

庵雇の司査植靤は海洋資源の朋発。圸諞・津波の原因となる海底咄姫炭働のli か、歌々の

生盾に大きく彭瞽する気象や生・ 学、畑球物理学及ぴ水産学等の学爾研大辱種４叨社会的卿

鑪により行おれている。 また海洋ａ 調査観測lj近年とみに憮岬肉 に重重観さ れてきており、

とりわけ礫海底の孱査暇測lj 未知ｅ 雌分が多いだけに一層技且されてｌ ている。

海中。海底の特足の場所を美庫に直接視認｡したり。 写真錮影やビデ オに収ｓ Ｌたり。輿測

調査欟霤を周いての爾査にはその墹の状況に応して最適の方注か屬しられる有人●冰舶が多

用されて 遘ｔ いる。

有Å潜水軸で実施される海洋調査項目は多岐にわたっているか、現在2D闃。潜水司 査レ ヌ

ｆ ムに刪せられてい曷も司は次の邇りである。

lll 海匠竃物輿ｉ の司査

海底虻物資●の分布、生喩璢墻の調査１ 海岐駄物資源の闢発、番取技碯1こ閨する澗査

121 海康地形、地譬等に闃する司査

壗霎・津直下知及び広（ 地球旬直学観点から名要な再暖地形、両底柵羞、 壇質、 爾力、

礁力等に矚する司査

13a 濛淘生物輿漏・徹生物の爾査

底 ダう躙など司禾Ilj周深海生偽満潮の生態・分布・底貿譫の調査。深海・ 生駒の鐺瑣等

!11 海洋物理関係の調査

海運、匈象、水産などの関 係の漣い海中の墻分、水温、旄|匈溘逮零の司査

E51 中原膕生勧｛プラフクト冫・タラｙ 類｝の生態調査

2・･Q 潜水調査船シｘｆ 刻丿潮本調査舶の機能を最大覯に兄揮Ｌ、これらの調査硝大を効

率的かつ安全に１ 行するために、潜水調表翦、支援毋韜及び陸上基地からなる１←タルシス

チ亠はそれぞ れが匐互に調達して次のような磴箆 か発揮できるようになっている。 本レ ヌ？

Ａの主要な苟復は次の涓りであ る。

ID 嵩水戻査葡 か母船裕 秡式であるために世界のどの海毒（2ax1. 以浅）でも謖査観測で き

も。

121 毋舳に螫● 補肥扱偏と研究設備を有Ｌ．洋上基壇の續割を十分果たすことかでき、 長期

間の連峡運用と碍究が･ij鱸である。

1311 胛］伺涓鼈で長鴫闢海巾あるいは海底で調査観圃で きる。（水深2加as まで濺航する崎

合の標準鴎舳鵐閼は約ｓ畤闢）

1411 シーステー1311 ／３有義禎高j.Is㎡ の波浪・ でも漣1抑 朧 （緊２畤にはシーステ一

１４（１／３有羲波高2.ｓ ）でも繝収できる。

蔔| 母圃の観II』轜・ 及ぴrF･jl フ４ン ー３Ｋ」 を|･いてii う潜航海域の事凾調韲活動は潜航

－ １１５ 一



効率化と安全性の向上に碍与している。

剛 母船に搭載した高精度航法装置とａ響航法装皿による母船と噌水川の高精度な位皿情報

を含めオペレーシ 。ﾝ 情報システムを完備している。

爛水目 東舳 ｒＬ£かい2・眤

「 廴んかい2暝蜀」は我が国 初の深々度潮水調査韜であり、覗竃を週Ｌての目視による観圃

のほか、 マニピ、レーダーによる變料の睇爾畿び各栢・ 画』柮・ の謖Ｉ 、池巾テレビカメラや

名種升葡鏨・ による圃査観測か司鏨である．さ ら|ここれら司司査観梱を鋤串的4こ行うため．

魂ぼ／櫑釁比司大きい材掌1の採用、ｌ 嬖竃鼠概器仍油洫均圧化等によりj4! 軽量化を囿り．

本中運●雀を|匈上させて いる．

また．本佃lj巳頼性ｅ 高い材料、榻冒の採岡、高覇度の強度解析・殷計、撞嬰シスｆｓａ

二掘齔．檎・ ｅ 巽･富監芻譬爾及ぴ緊急安全シヌｆ イの孤ｌ ． ならぴ1こ髄造開始から完成まで

ｅ 各段階|ごおける縋番な試験検曹等1ごより 極めて高い安全畦か確保されている．主要ａ 朏分

の概爬はう ぎのとおりである．

舳倖榻迫

の 耐匠殼

乗艮の乗り こむ内雀2.2.. 厚さ3口印ｍの球儡で．・ 力知kg ／．.･の縋扁張力鋼で造 られて

いる． メタタりj1樹脂憫覗名ａ自C 観測窓 ２、 カノう怱１）を有し．内 部には瞬船．各稷・

の監視・制誨を行うコン｝ロ ールコ ンソーjﾚ．剛内の酸累． 炭酸 がｘ、湿度苟を調卸する瑁

墹副匐装置、ミし ど・ レーダー握詐盤等jl 配置されている．

乗員は循櫂者２名、研覚者１名であり、迴常ljテレビ及ぴＣＴＦＭ艇力皿害物探知ッ一ナ一

苟で監視Ｌりっ擽舶Ｌ、覗罵を涓 廴て．外郎を観察するが必重|こ応ｔて司窓から自眼外郎を

見っっ掃鉛幽滲るようなiJ握式 のコ ントｇ －ｊ&Ｊ・ 夕ｘも有Ｌている．

② 外迴・浮力判等

倔圧鍛及ぴ耐匠頽外ｅ 名機耄は骨岡に啝り忖lj られ、周圃 を外皮で躙・ ている．釁個朏潜

水司直鉛の● 水擶収畤ｅ 荷搨に刔 廴で十分な強度を有Ｌ、軅飆で耐蝕徃に優れたチ タン及ぴ

チタン合金、 外皮は寧り外し容易な構造のＦＲＦで追られている．

褊皿淳量調節のための外皮内名所に取り忖lj られる胃力材は直礎十ミクロンの黴小 がｊｘ

中空球をエ・ キシ倒脂で彫成したも叨で．比禰1.54、圧匂強碇約710 ㎏ ／csl である．

電 源装皿

画電池を電 源とし。 インバ ータにより直流を交雄に交観し、推世モニターその他の機Ｓ に

給電している。（通信系の一 郎は直流）。主蓄電池にはエネルギー鴨度が最も高く小型軽量化

できる酸化裂―亜船電池を採川している。 叉に、小型曜量化のため主蓄電池、配電盤・推進

－116 －



モータ等主要な亀気機器は油漬均圧化されてい る。

安全のため、王蓄罵池は２群に分割されており、一 方が故障しても所要の電力か得られる

ようになりている。 その地主蓄亀池から電力が得られない場合６考慮し、緊急浮上の間必裏

母小限の装置に罵電できるように応急用電 池を耐圧殼内に装備している。

推進装置

左右に卯度の百振り可能な主推進器１基及び水平・ 垂直に百振り可能な補助推進器２基を

有する。速度は前進４段。後進２股に設定されており、最大速力は勾３ ／ツトであ る。これ

らの推進装皿により操船畦能は非常に優れ、その場回 頭、垂直上昇下降も可能とな、ている。

重・ 卜1 矗凋節裝Ｉ　　　　　　　　　　　 。

高匠空倔iごよる韭･り ズトタンタ排水装置。海水ポｙプによる哺劫 タンクａ 排水奮置、シ・・

・バ ラス｝奴棄裝・ 及ぴ水鯛穆送式11gs 調壟鴿・ よりなる。潮人、荐上|こ廝Ｌて の擺・ 謖

節lj レ・ 、卜･り ストの投璽により、海匠でｌ 戔する・ の搨量調節lj、 栢勵 タンクへの注排

水|ごより|そう。 また、潜航前撞の淘・ で画駝舷母持は主に･4うｘトタンク排水で行う。冰鈿

｝り蠡司鑼奮置は、潮水綢麑舶蜀崘後に嗅ljられた 夕冫夕の祠を曲圧によ芍水鈿を魯動する

こと|こより。±10 度の1 1J ム調整が可能なシステム|こなっている。

航海通信装 置

水中電話機CTFM 前方障害物探知ソーナー、 ジャイロコンパス、深度汁、高度／深度

ソーナー、トランポンダー、鴛楾機、レ ーダーレフレ タター及ぴ点滅灯を有する。水巾にお

ける潜水調査船の位皿は支援母船により水巾通話槻を湎して伝え られる。

水中で主 要な役割を果たす音響機器のため、主な雑音源である油圧ポンプ推進モータの雌

速歯車等について水中放肘雑音の低減を図っている。

救難安全装置

緊急時には、ドロップウェ イト、 マニビ、レーダーその他の重皿物合計8叨kg を投 棄する

ことができ、インバータ川耐圧容器等４個巾２咽の剛 圧容器が破損しても浮上できる。また、

更に安全性を高めるため、救難プイシステムを有しており支援母船により鴨収索を川いて引

き揚げることも叫能である。

なお、事故時の乗目の生命維持のため通常の運航時問８時間に加え72時剛分の破案楠船、

炭酸ガスの吸収ができるようにな 、ている。
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司査観胴11鷁Ｉ　　　　　　　 ・

汎用性かあり、各君調五観瀰』で錮繁に用いられているもの は．固 定観測装・ として建逾吋

より取Ｎ けているか． 綢耆目的に応むて必豐となる綢畜観測奮圖も取吋けられるよう電●と

ぺ４ロード100kg を槌保Ｌている．

固定観圃裝・ としては、油圧式 ６自由度のマニピ、レーダー、ＣＣＤテレピカｊｊ、スー

パー/ヽ －プ予レピｉ メラ．・・ 伝送装 鱇、Ｘｆ レ オカメラ、旄|匈疏通計及びSTD  <塩分、

齟 、 難 ）祠 祕 る．

躙査目的に応 匕とも磑lj基本的 に研究者か準備Ｌていただくが、鎔本・ 、採齠毒、水中温

度jl･●汎用慢のあるも司li、センター〔湟洵圃負研究驤〕と研究者具同で屍発・改良に努め

てお 町、今後も躙査刔象の多樋化に倖い斬匐閨発・改良をめざＬている．

『しんかい2匯刃』の要目

全艮（ペイロ ード ラックを除Ｏ

幅（岾助推進器を除く）

高さ（番底脚下面から下搆上面まで）

吃水（着底脚下面から）

空中重量

ペイロード

最大潜航庫度

耐圧尽殼

水中速力

乗員 数

ライフサポート

－11S －

9､3m

3､Om

2.9m

ご
ご
内圧2.2m 材料ＮＳ凶

巡航 】ノット最大３ノ･，卜

３名（操縦者２名 研究者１名）

３名に対して80時閏
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「しんかい2000」配置図
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支援母船「なう しま」

「なっし ま」は裂が国 利の潜水調 八恥専川支援八船で、榊水凋査船の 輸送、臣仰補船、 谷

水揚収、 潜航支援、潜航海域の事前調査収び課取した資料の分析、保管の機能を持っている。

本船は。船首啖付平甲板船で、 潜肌支援時 の低速傑船皿能を確保するため、２磯２納（可

変 ビ､･チプロペラ）、２舵及びパウズうスターを町する。 また、噌水調査船の召水の搨 収の

甦、船足 のＡフレームクレーンの操作と操船を１ヶ所で吁うため、船橋甲 板後郎に後部操陀

室を設けている。

刈水､謌査船 支援閥連装置の概要は以下のとおりである。

着水揚収システム

諸外四の実績と優れた実川性等から柚尾Ａフレ ームクレーン方式を採川しており、通常は、

シースデート３以下の波浪中で着水隘収を行うが、賢急時には、シースデート４での搨収も

可能である。吊榻索 は勣荀・ 緩和のため、テトロン、ナイロンダブ ルブレードロープとし、

加圧一童気ハ ラムテンシ。ナにより水切り時 の相対動揺を帖償する。

着水搨収時。海而での「 しんかい20叨」への吊樹索取付け取外しはダイバーが吁うか、女

全確保と作業簡輿化のため、吊搨棄先端の口動嵌合シズ十ムを採川している。なお、後膳操

舵乎からは一連の作業か直接観認できるか、テレビカメうにより槇からの 監視も可能となっ

ている。

潮航支襴レズｆ 亠

鑽黻海峨の予備調査棊ぴに支攜母船及ぴ潜水調査船叨位爾叨把握、潜水調査船の毒司 ・萱

旬を町うシステムである。

事ｉ 凋・|胃倆櫚ｌ にlj等深線ｌ 作図装置、ＸＢＴ（投下式友ｌ 圃定苫国）等がも 叭 乂、

M10m 縊皺Å擺査概「 り レフ 、ンー３Ｋ」により凾畩誨域め水深、商底墻JS. 水温。 水巾麝

速分兆･をあらかｔあ凋杳Ｌ．司査地点及ぴ目 噸の設竃、障・ 物の揆||」､並びに潛水凋資韜司･i

うｘｉａ 令、翡懦旋Ｓ の最適使11jのためのデータ収桑を行う。

誘導・詞制レ ぷｆ 刻j 、 支援曄船測僮11j高翩・ 航法裝・ 、 音旬黼ａ 装ｌ 、母合管制表不装

I鰐より成り、次の手順で治本調査佃の魂導 一官制を町う。

G］ 衛屋覯ｌ･装罰、電波墳法装置（Ｄ－ＣＰＳＩ、ド 、プｉ －ログ・ からなる支援 曝舶溂位

jlj高精度航法装訓によ 叭 友援哮船の絶対Ｑ.ｌ をぶめる。 また。淘岷に卜うンヌｊ ン ダをａ

１ １、翕響叙法装置により、その位置（海底）を幽平貞とＬて支孤踝轗aQia を 正禳に測定

する。

・ 弯響航法裝Ｉ によ叭 支綢ｌ 船及び海底基準j,!.i,と涓冰凋査舶との相刹｛11611を飼足し、永

巾通丿一鑁により潮水凋五船への逼知及び誘司をiliう。

な匐、丈援母舶及ぴ潜水月 査船 の位ｉ 情報及ぴ關連装Ｓ から司爾々の情報は、鉈合管制表

-  120-



示装置により総合、表示、記鯒されるようにな・ ているため効米的な誘導・管利が可能であ

り。更に後 可支筏け船及び潜水斜査船の航跡を再及することも可能である。

音響装置には８～訪咄Z の・ 音波を川いているか、所要の叫 能を兄揮させるためには、支

援毋船の水中放剛 雑音を魯力低減する必要がある。このため主殴 及び主発電 概並びにポンプ、

雌速機苓の主な雑音原は雁器の低騒音化を図 ると人に防振支持するほか、機関 室、空孱機室

の刈壁に防 こ対藁を旌しており、水巾放射雑亡は通常の船舶の約20分の１（ａ 圧）になって

いる。

③ 気象衛星「ひまわり」受信システムにより、各種又象画像をリア･レタイムに受信し、 衣

示印刷山来るので、調査海城周辺の気象状度の把握がより容易になった。

皿備補給 システム

噌水調査船の効率的運川のために必要な整仰点険、補給を支援母船上で行うためのシステ

ムである。

整備、補給の内容は、潜水調重船主畜電池及び応急電池の充放電、環境制御装置への酸素、

炭隈 ガ ス吸収刑の補充、レｌ ･、 トパラストその他の消耗品 の補充、油圧、電気系統の点検、

潜水調査船搨収後の輿水洗浄等である。

ラボラトリー

泗水調査船及び支援母船の観測装ｌ で;|･測したデータの解町及び採取したサンプルの分析。

保曹を行うための３つのラボラトリーを介'している。暗室、忽速冷凍機、超純水製造装置、

カードリ･､ジ恥木器、 ビデ オ再生録口装匱等の常設の設備ほか、 研究古か必輩な機器を持ち

込み設置する箏もできる。

全 艮

型 叫

型 深

計肉満載吃水

支媛母船「なつしま亅 の要目

67､Om

13.0m

6.3m

3.75m
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総トン数

航海速力

航続距 離

乗員数

1553,03トン

12ノ･･卜

剖闖マイル

最人55名
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腟上基地

トータルシステムと 廴てのｌ皿es ● 水調査鉛シス予ぷ司一つである陸よ 基勧lj、 専川伊

里。潜冰調査舳及び支援母船の点検菫僵司|まか迦甎僖閥。 研究埀曷等を行うために次の機・

を有するような施設となっている。

!|| 潜水調査舳に閔する軈能

引 楢水藹盡船を岸壁から遡黴。取容できること。

司 椙水調査船司螫自・醫壥かで きること。

･ ）ヽ治水諞杳韜ｇ 蓄罵池の充 放電。消耗品・予倡品の貯蔵、鯆拍かで きること。

こ）濶本鯛査舶に装自 する輿・ 防壁僣及び饋単な隹麑ができること。

ホ）高圧 タンク等で刷匠試験その他の瑞試驤かで きること。

121 支援母船に閼する欟健

○ 岸壁に接岸、輿留 かでき、潜水Ｓ 壺船を嗤描げXlj 植込みがでｉ ること。

り 伸丿白畤に睦電 の供給、jl人罵話の踏縫、使用加できること。

･･）消耗昌、予飼晶等の噛勧、植充かで き石こと。

二）椹・ Ｌている音響機・ 、観瀰』樶罵の修理、隹自、・ 螫かできること。

13 その他句雁能

イ３ 遡航管理裏・ か執れること

司 採取試料の保管如で 遘ること･

ｇ 上の繝齟をもたらせるという● 旨1ご哂９て。セｙターは、咽和157^8 月。低潮函｛横爾

賀港工事基準面｝下水蓆&5･n 、長さ196sO 接卵伊壁をＳｇ 、次いで、町齠輿年１月。 潘冰

胃重舶淀偕、32t 天井走ii クレーン、高圧タンク詮・ 場所。 諂嗜・充電畿備・ を有する別水

躙盡佃壁俑暘を完畩させた。

（2・lm 揃水屑蠢舶シヌテ亠開 発廼直の記録・ ２羣2ぽ幻ａ・ 本調査船 シスｆ 亠の概豐から

仙粋）

－ １２３ －
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山 口 運

歴 代 部 ・ 室 長

(現 如東亜科学岐術協会理事)

昭和55 年７月１日～昭和57年６月１日

第１何～第19回耐航（19 回）

（庫海開 発技術瓢運航室長）

堀 田　 宏( 現 研究担当理事)

昭和57年６月２日～昭和弱年６月3心日

第20回～第179回潜航(1 弱枦))

(深雇開発技術部深海研究運航室長)

(深庵研究隊艮 運航邸長兼務)

か 谷 良 隆

昭和弱年７月１日～昭1062 年６月匐日

第180回～第283回潜航（104回）

中 戸 弘 之

廣 田

胃 木

(現 邸日本船l卜標牟協会)

昭和62年７月１日～昭 和心年 ２月29 日

第2剛回～第319回再航（跖回）

（理事 運航郎艮事務取扱）

平成３年３月１日～平成５年１月 ９口

第525回～節661回池航（137回）

（理事 疋航郎艮事務取扱）

馨 (現 東洋精機㈱律務取締役)

昭和63年３月１日～平成３年２月Ｓ 日

第320回～第524回世航（2Q51fj））

昆 (現 日本海洋事業㈱監査役)

平成５年４月１日～平成８年６月蔔日

第印2回～第877 川潜航（216）司）

-  Itt-



伊 藤 英 樹 (堋 海洋生態・瑞埔扇究郎長)

平戚８年７月１日～平成９年３月31 日

第878回～擽927回嵩航（50回）

（運航部艮代理）

宮 崎 武 晃 (現 研究業務部艮)

平成９年４月１日～

第92吻]～第1叩O回～

歴 代 司 令

加 藤　 洋

昭和55年７月１日～昭和60年１月31日

第１回～第1陷 叫刈航（150刈）

山 田 章 夫 (現 東京湾啖断道路㈱航行安全センター)

昭和60年２月１日～昭和62 年３月31 日

第151 川～第2仞回潜航（119回）

町　 啓 介 (現 東京湾フ ，lj一㈱取締役庵病隊艮)

昭和62年４胃 】日～平成元年３月31 回

第罸0回～第398回（129回）

段 野 刈 興 (現 研究葵務部JI･ 画調整課長)

平成元年４月１日～平成８乍３月31日

第399回～第84?回潜航（449回）

依 田 代志男 (現 司令)

平吸８年４月 １日～

第848回～第1匯扣回～
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「しんかい2000 」の1000回までの記録

１．初めての･潜航

翩旬57 年｜月26日（|儡2年）

幽航梅域 ； 相模湾初魯沖（僥淘市の南東約15Km ）

乗船・･：舶 長 坂 倉 ● ・

絹 ・ ｌ 代 宵 三

l. ｌｇｌ回目凾航

平成10 年ｌ 刃11日（1996 年）

潮航淘域 ； 抻芻 卑伊平膕島沖（沖縄本島の北西鉤1加Kmj

（この簡域li､ 海底の鳥本活動とともに癩水性畦物芻塵か鰻亀でさる）

乗船者：舶 ＆ 于 漏 和 宏

植 詼 大 野 芳 生 ．

同癩者　 回本工業新聞 原 田 峽 樹

3.

乗韜者 逓べ9鮖名

（ うち、外目人 遥べ30名

夊 性 遷べ10名 １うち．外目Ａ １名）

）

東船者の研耳別潜航回数

q） 海洋科学技術センター

② 工業技術院地質調査所

③ 東京大学海洋剛文所

④ 日本梅洋事業株式会社

⑤ 海上保安庁水囲郎

⑥ 静岡大学

⑦ 東京大学理学部

⑤ 琉球大字

⑨ 名古屋大学大気水圏卜学研究所

⑩ 神余川県水産試験場

４．個人別

① 海洋科学技術センター　 檜 本

②

③

④

同

同

同

田

仲

藤

281I1 口］

｀
四

叩
川

回

回

回

回

卵

猖

猖

謌

川

．″
　

作

巾 武 男

二 郎

倉 克 則

170－

四

四
四

22回



５

６

⑤ 東衣大学海洋研究所　 太 田　 秀　18 回

パイロットの最高回数　　 桜 井 利 明　318 回

世界で始めて観察、 発見

① 伊是名

度酸ガスの液状化　　　　 第d12潜航 平成元年（1989年）

凧水マウンド付近から炭酸ガスか液化した砲か噴き出しているのが観案された。二

酸化炭素の海中、海底での挙動を知る手がかりを得た。

② 駿同湾

石油分解菌　　　　　 第653潜航 平 成４年（192 年）

極めて強力な石紬分解薗か発見された6 現在、実験室レベルから現場レベルの心川

研究が進んでいる。

③ 鹿児島湾 最 も浅い･ヽ オリムシ　　 第767潜航 箏成６年（1994 年〉

これまで深海生物であると考えられていたハオリムシ類を鹿児島湾奥の水深82m 垉

点で発見した。これは世外で最も浅い記母であり、 硫化水案直度などの環境条件さえ

整えば、･ オヽリムシ順は浅梅域でも生息できることを示した。この･ オヽリ ムシは、他

のハオリムシと異なり睦上飼育が可能である。このことは、八ｔ リ ムシという一群の

生物グループのぎまざまな側面を明らかにする可能性を腿めている。

７． 日本で始めて発見、観察

① 熊野灘 三 脚魚　　　　　 第52潜航 昭和58年（193 年）

この生物は、 二つの腹ビレと尾ビレで海底に立っている。生 きた状態で観察さ れた

のは、裂が国で初めてであり、その後は、日本の他の海域でも観察されている。

② 相模湾初島沖

シロウリガイ　　　 第115潜航 昭和59 年（I郛4年）

1977 年にガラパゴス沖で初めて允見された深海化学合成生物群桑か日本近海にも存

夜することを示した最初の発兄である。 初畠坤で は水深8匐～12 吩ｍにかけてシロウ

リガイ順が生息しており、他に６シンカイヒパリガイ類やハオリムシ順など化学合成

生物群集固町陲として知られる生物の存在を確認している。この兇見が契機となり、

及在までに日本各地の地殻運助の盛んな両匠９ 数箇所から化学合成生物群集が発見さ

れている。

③ 四国沖 ハオリ ムシ頸　　　 弟180 潜航 昭和ａ 年（1健6年）

この発見で、日本周辺の化学合成生態系にもハ オりムシが生且していることか証明

された。その後、･ヽオリムシは相模湾、駿河両、沖縄ト ラフ、小笠原沖、鹿児鼠湾な

どで発見されている。

④ 琉球トラフ凧水マウンド　　　 第231潜航 昭和61 年（IS6 年）

沖縄トラフは背弧においてリフティングか起こりつつあると考えられており、それ
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1ご関連したと見られる火ｉ 崎彫等が認められていた。 その火・ ａ うち。μ平屋凹内の

画芻なうしま洳 －１淘丘において、わか岡睛辺の海域でlj 初めて活動勾な墨本活塒が

摶231●鮠で発見さ ねた。 観圃された熱本の最高の朏皮は12℃で、 そこには熱水活黼

で彫成された鷁褐色の粘土鉱物等からなる沚・ 物からな る高まりI‘ マウンド ’が形成

されていた｡

⑤ 海彫庵山 目のない白いカｘ　　 姉339甬航 昭爾6S年（）9卿年〕

無水噛11L 生物群集叨一員とＬて知られるユ／･ヽ ｆ が５ 顧が、日本月辺で芻めて発

見されたのlj小丑原父禺押の海形海ｉ である。 このカ判丿事種であることか匍られて

いる。 休が白く。 目叨ないカ５で、そめ名は。・ 穹に舞う「湯の華亅 に由来する。

・ 伊是名　 ブ ラ・ クスモ ーカー　　 匍411涓鷸 平 威元年（1・１年）

巾齠抻・ １ラフ哨郎めカルデラ簡地彫ｓ 伊是名掏穴では、1・諂年ａ●碗月 耆で すで

に、軼笏ｅ 全胃の植化物からなるチ亠ニーを彫成するような為水活動が碓蒭 されてい

た｡1襃汾年に皿その伊 是各梅穴の愚水活飴域で1癬ｔ に遯す るＳぽ の金属魯硫化伽画劼

子を盒むプ ラ。クスモーカーが日本近両で初めて発見された。

⑦ ズワイガニのカ･yプり冫ダ　　　$431 潜航 季成元年（）919事〕

ズワイガニは盾饗な水崖資鍄の一っであるil、その生輿は不明 な貞か多い。縲が曙

を飽き穐えるような交尾行圃 が濛海匠で 初めて観察された。

⑤ 本曙海山 鳥本亀床　　　　 弟512 潜煢 響成３年｛IS1 年｝

伊豆・ 小笠原の海底火山から火ｉ 活動に胖う簡水鉱峠と生勧郡輿を初めて 発見し

た。本黽両山の熱水鉱床に皀 まれる金や錮の割合lj、・ Ｓ 鉱嘩ｇ 上に多いことが明 ら

かとなった･

⑤ 』ﾋ淘圃南西沖地震によ石膏動簒l象　 節sa 潛鹹 ●瞋５年（19qa 年3

・ 底の表面に圃砂、地割れ。亀列などを発兄Ｌだ。生爾の多くか埔縺により発唾 廴

た土石洫1ごよって埋もれる、あるいlj水Ｓ の庫い方へと涜されていた。同様の現象11

1995年の阪紳濆略地震でlj 陲１ で観察されてい る。
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他の潼木調査船の潜航回数

船 名 潜航深度 活 助 期 間 潜航回取 所 有 者 備　 考

ア ル ピ 冫

し ん か い

は く よ う

しんかい66りり

框im

四 ｍ

跏 ｍ

Ｗ ｍ

llM 年６丹

～IS8 事３月

(曳在)

1脱退年３月

～1976年８月

(廃船)

l胯1年４月

～】9㈲年３月

(現在)

190 年６月

～IS8 年３月

(曳在)

3196徊

307回

藝01回

4ﾕ4回

ウフズホール

海洋研究所

(アメリカ)

両上皿安斤

新倉本海事

味式会社

海洋卜 学技術

センタ一

現在、広島の海上

保黄大牟に皿示

173



東蔔研究者べ１１９

１．橋 本　 蕁

２．田 中 貢 男

９．仲　 二 郎

９．座 翕 克 則

パイロ。１ペス｝３

１．桜 毎 利 明

２．鈴 木 ・ －

ａ．満 願 躪 之

濺鉱時間

記 録

(深海研究部)

(深海研究剛)

(深海研究部)

(海岸生態・ 爾境剛究郎)

(研究業務部)

(研究業務部)

(研究業務廊)

佃
皿

に

Ｉ

318回

ｌ冶回

194回

最長 ７畤同20分 マり十夕 水深1, 戡7S

・SI 回潜航 平慶９年】胡 １日

乗船嗔究者 センター 土 ・ 真 二 氏

日海甲 ｆ 重 匐 惺 氏 ・ 視 冰 ，恵 太 氏

最短 １分 捕槙滝 初島沖 水深20E

弟】回瀲航 昭和51年】月脯日

坂 龠 髑 両 氏 ・ 田 代 省 三 氏

潜航踝度

最高 勾佃Ｓ 無野淵

弟521可画航 昭和Ｓ年３月５日

井 田 正比古 氏 ・ 内 田 徹 夫 氏

最低 勾。 匐観灣 初鳥狆

搨】回潜航 昭和磑年１月2S日

坂 翕 膀 両 氏 ・ 田 代 省 三 氏

溂舳水湶舍1↑

約114gg （癩痲～福岡11 前KS ）

－17 ●－



「しんかい2000」及び「しんかい6500」の潜航実績

平成８年７月19日

海洋科学岐術センター

深梅開発技術部 西村

１。利用状況の推移

図ｊは「Ｌんかいａｌｏ」及び ｒＬ４ かい6s･ 」の年間涓黼徊魏（lll翰・ｆ ズ かを鍮く。以

下祠ll の擂彫である。「２１１」.r 略仭』ともに年岡ｓ 回iii鎖であり。 も
うぱ ら運航休制上

の朏合で年岡潅航徊数jl決まっている。

図21jr2100j 、「6510 」に一度でも屬舶Ｌたことのある試皿研究軈l 等の戳ｓ 推移である。

毎年譱実に増畑Ｌているが。 年問潜友回数目体朏翊えていなことから。１度しか濺航予々ン

スのない欄間がまだまだ多いことが伺える。具倖的にljr20 仭』、raaa 』、を通 ｃて｜吹 し

か潜航Ｌたことかない礫鬨1ま全a9鎖間のうち釣１／３、３２皿間に倡ぽる。

・ ３の上段li海嘩爿 学技術センターか甸年開 いている「深海シン・ ジウム」で発表された

論文轂の権移であり、「2a 剛 、『伺oI 』｡あるいは支襴毋艢の「なつＬま」、「よこすか」など

をjllいて実鵬Ｌた司査研究の威堰を示している。年問刈航回数が隰られているにもかかわら

ず。論文蝕ａ 首実に増加Ｌており、潜航の中身 が瀰くな・ていくことか伺われる。

こめ ことは、下段ｅ論文著者戮（のべ人 数3 の鹽侈から６伺われる。これによると旨文頷

か約２倍1ご増加する閾。 奠謇潛か４倍に急増Ｌている。それだけ｜回の椙航に岡わる研犬者

の黷か増加 廴ていることになり、岫球物理、崎球科９、生物学など多分胃岡の協力のもとで

実施される潜鰄調壺が増えている皿近の傾|匈か反映さ れているもｇ と恩 われる。

2.  * 』挧分野叨推夥

１ ４．図 ５の上段にlj剛究分野刷dこ潛嶇回黜を・ Ｌた．ｌ 物閨傴｛水塵ａ む｝、 墻影・埴

質関碍．康生樒閥邨、そｇ 鉋（淘滯物理、圸蹣化字．海洋工学等）に分けた。rｌ濶 』 の場

傴、冷水湧出 や為水淺|liの発見に伴って蹶生物闃係丿嵋 々に増えている以外は、生物､ 地形・

塒貫．その他司同の役翻1こ人きな変化は兄られないが、 下段の調査刔象剩の漕航鯏詮叨推眇

を兄 ると、兄見された冷水湧出域や熱水・ 出峨|こ橢り・ Ｌて灑艙する創合が増えており、様々

な観浪|裝Ｉ を持ちｉ んだ鯛杳圃究へと大きく変iﾋしている．

「65恥」の場自 に｛｝「ｘｘｌ亅 に比 べて唾物屍係の翊航割合がぐんと少なく・ 、ており、Ｒ

わりに地球代学分胃の刈航 か増えている．司 査刔摯と 廴ては角水湧出城の濶叙か大幅に増え

ている．

－17S －



３。 潜航翼度

図６、図７は就航以来の水犀gljの潜航回数を示す。上段には研究分野別，下段には調査対

象別に示しており，『2帥O』の場合は冷水洩出域及び熱水湧出城が秤在する1,0叩～1.5叨ｍに

ピークがある。「65ひ0」の鳩合は熱水湧出城 のある2屑Om ～2,500m と3,5叨～4,000m に ピー

クがあり，次いで海両斜面の6,Q匐～6,Mim にとーグがある。

（以上）
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( グラフ作成：高橋)
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しんかい20㈲及ぴしんかい6500潜航回皿の哈移（l･|練・テストを除く）

図 １



しんかい6500に乗船したこ とのあ る磯関皿の雇移

図 ２

－171 ・



深海シンポジウム掲轆論文共著者数の陂価

図 ３

－179 －



図 ４
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しんかい65卯回査対象町潜姐回数の皿移

図 ５

181



排

2α0

150

10 心

ＳＯ

０

泡 荐 ）

3鬨

50

ZQO

15Q

100

50

0

1～SQ 心

1 ～5Qa

印1 －1 ，QQQ 1｡り01 －1 ，5 卯

ｔ４かい2蘯l 水牟別・碩支分男瀏画鉱回皿｛19嵋～94 ｝

S01 －1 ，000 1001 ～1.5QO

しんか112goc 翕・ 剩・・ 査刔豢別濃艫回臉｛19e3 ～釧｝

髑 ｌ

182

1.S01 ～2.000

1 覩・度（ｍ）

1501 ～2.vGO

姐吭深度(ｍ)



60

SO

如

30

20

10

0

(齠 臥j

¶ヽ M刄501 ヽ
¶,∽0

圀 戳 ｝

卯

SO

り

劼

20

10

0

Lヽ 514 5Q ¶ヽ
| 仙4

1｡∽|-l, 弛r- 2, 匐1- 2,S 口¶-
1,soQ j, 如10･ ∝埣

寸碑| ，

l,50口
3､S91ヽ
4,叭３

乢骰l ヽ

41M沁

4,X1- S,91 ≒S,SI 一 色,§1 －
SXM  S. ≫0  6.000 45 卜卜

灑航丿 度 陋 ｝

廴んかいs5弱本深Ill・瓠實うa野別潜航回・ ｛1偕3～詞｝

l,sI- |. ¶01- j.仙|-1.1 ●1≒3,sI- I,sII- 4. 閻|-4. 罪1ヽ 1. 躑|-5.511-i. 欄･ヽ
|,1匐j,as I,sI 口 ふ,as J.9 ≫ 4. 伽a 4511 5.1 s5 闃･ － 6.ys

屬鯛・・lsl

廴儿 か い6 馘珀水 深 別 ・ 詢 重刈 皿 別 灑 航 回 勸 （1911 － 膕 ）

図 ７

-  |≪3-



－

Ｘ

Ｌ４かい2･･ ／しんかい駟叨 榻飃別・ 航回黴ａ 曜魯（●||軅・テストを餘○

19砌年 IS4 年 IS5 年 l辧年 1弛7年 19田年 19籾乍 1990年 1991年 1992年 1圃3年 1994年

海路卜 学贋術センター 21/14 16/19 匐/12 12/10

水産庁

海上保安斤水路郎 3/a 3/3 4/2 4/2

神奈川県水産課

静岡県水産譚

山彫県水産踝

石川県皿林水産卵水産課 1/

石川県水産試皿場 1/

福井県水産試皿場 1/ 1/

神奈川皿水産皿皿場 1/ 1/

宮崎県水産試皿場

曹山県水産Ｍ詒場 1/

干葉癲水産試皿場

青森県水産試皿場

東京酩水産試皿場

東京都水産試験場八丈島分崎 1/

小 笠 原 水 置 セ ン タ ー

沖縄県水産皿験場

山形県水・ 試皿固

岩手県水産試験場

島根県水産試験場 2/

崢岡県水産試験場 1/ 2/

静岡県水産試皿場伊東分場

鹿児鳥県水産試験場 1/

北海道立中央水産試皿崎 1/ 2/

新潟凧水産皿皿場 1/ 1/

凧取凧水産試験崎

吹田県水産振興センター 1/

京都府立海洋センター



－
ａ

／

1認3乍 19剛年 19芻年 IS6 年 IS7 年 IS8 年 皿 年 19卯年 1991年 199 年 1四 年 LIM 年

官崎県水産研究開発センター 1/

海洋水置賢源開発センター 1/

価災科学技術研究研 1/ /1 1/

国埀環境研究所 /1

生命工幸工業技術研究厨 /1

可力中央研究所 /1

舞鶴海江輿皿台

工業技術院地賢耳査所 5/5 7/2 7/ 3/6

水産斤中央水産研究所 1/ l/ 1/

曾本海区水産研究所 1/

遠洋区水産研究所

東海区水産母犬所

東北区水産研究所 2/

南西海区水産研究所 1/

東京大学両洋研究所 5/6 6/6 3/3 6/2

東京大竿地震研允所 /l 1/1

名古母大学水圏卜牟研究所 l/ 1/ 1/

凧簒大学防竃研究所 1/1

静岡大学 3/1 1/2 3/1

東衣水産大学

琉球大学 2/ 1/1 1/ /1

東海大学 1/ 1/ /3

神戸大学

北海世大学

鹿児島大牟 1/

新潟大学 /1 /1

富山大学 1/l /l 1/ l/2

東京大学 /2 y 2/3

横浜国立大学

乙古区大学

岡山大学 1/ /1 /2



皿 年 1984年 IS5 年 19秘年 1詞7年 皿 年 1989琴 1吩0年 1991年 1992年 1弱3年 1弱4年

千葉大幸 1/

嵋井大学 1/

山彫大学 1/ 1/

九州大学 /1 1/ 1/1

愛媛大夕 1/

岩手大学 レ
創・ 大学 1/

筑破大学 /1 /1 /1 /1

大阪市立大学 /1 /1 /1

高知大学 /2

水産大幸校 1/

時事通信社 1/

NHK l/

ＡＢＣ放送

ハワイ大幸 1/

メ り － ラ ンド大 学

マイアミ大学

パり大学 1/

･日 高等大幸院 /2 1/ 1/

口 国 ダ フ ダ ー＝ ． オク シ デ ン タ ル 大 牟 /2

ピエール・マキ・キ４リー大学（Par,s.N｡.6） /2

Unlv,PajSNQ,7 /1

Ru 礑ers unWerslty /2 /2

Hawa11 大竿 /4 /2

SanJoseSta 匐 Ｕｍｖ． /2

Indiana  Uriiv. /2

米国砲賢調匡所 1/

米国そントレー水族皿 1/

スミ･yニフン博物綰 /1 1/ 1/

―
・
一
か

Ｉ



『しんかい2000,』運航チーム等名簿
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１。司　 令 俵 田 代志男

剛司令待遇 柴 田 拓 之

二等膳技士 相 原 重 劃 一干 董 和 宏・ 光 藝 戡 皀

大 野 芳 生 ・ 川 端 良ID ・ 徳 尭 好 広

肖 下　 漕

三等瀧技士 千 釐 罌 志 ・ 植 冰 紳 文 ・ 松 本 意 太

干 田 饗 介 ・ 辻　 昌 久 ・ 很 蓍 洋 一

北 村 噛 利

ｌ．ｒし儿かい匐闔j・ 航チームｏＢ名摶

司　 令 扱 野 済 櫚 ・ 舗　 桷 介 ・ 山 田 章 夫

加 ●　 洋

硝 司 令 吉 中 忠 飼 ・ 綏 翕 ● 海

測 執 長 僅 井 利 明 ・ 田l ｔ 省 －・ 并 旧 ｆ 訛古

溂 嶇 士 止 ● 魎 之 ・ 赤 蹕 克 文 ・ 内 田 徹 夫

諧 肢 士 早 田 和 好 ・ 植 冰 光 弘 ・ 三 楠 宣 司

伊 藤 一 曷・ 高 鱚 儡 二 ・ 小 杉 吉 Ｅ

木 田 定 春 ・ 菅 ● 孝 夫 ・ 熊 谷 輝 二

愃 ● 長 今 昇 義 司 ・ 褊 井　 蚰

徨 ● 土 直 辺 正 之 ・ 褊 岸 良 秋・ 奠 本 碍 陥

備　 和 紳 ・ｉ 鵐 正 秀・ 鈴 本 冒 一

佐々冰 義 高 ・ 大 江 淳 一 ・ 本 下　 黶

石 山 雅 則 ・ 餃 ● 孝 弘 ・ 小 倉　M

吉 簡　 剛 ・ 牧　 哲 司

航法管制艮 樊 ・　 桂

航法電制士 小 節 孝 文 ・ 輿 本 菊 夫・ 高 槙 零 度

部　 目 小 錮 竃 一 一鈴 冰 曹久男 ・ 漏 重 栄 治

椎 冐 正 紀 一月 屬 一 男



(年 月 日)

昭和5＆10.31

昭和57.4.21

7 25

昭和s＆7､17

7.31

昭和ｓ．７．８

９．４

昭佃60.3.10

7.28

8､16

昭和61.7､ 恥

9. 21

昭和62.7.12

95

昭和９.5.1

5.26

7.17

7 31

平戒1.5.3

9.3

9.10

10.8

平成2 ，a18

9. 23

平成3 、8.11

平成4.  4.14

4 15

8.27

平成1.10.4

一般公開一覧表

1000回刈航までの一触公開一覧表

（場 所） （見学者散）

晴 海〔岐罵式〕

初 島

鉛の科学館

七尾港

富山新港

釜石港

沖 縄

鹿児島港

紬島港

翕山新雇

那爾碓

酒田港

那覇港

仙台艦

清水港

二見港

函館港

十勝港

二見港

臥田雇

小樽雇

三崎港

三崎碓

敦賀港

博多港

晴海

晴海

奥尻

刈府港

5,591名

1656 名

3,284名

628名

2,106名

S2 名

6,023名

520名

1｡518名

711名

こ
二

(年月日)

平成5.7.31

8. 28

10.24

平成6.5.7

5.8

8.13

9.10

9.11

平成7. 4.22

4 23

7 20

7.21

7. 28

9.15

9.16
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平戊8. 4.27

4.28

?.20

7.27

9､29

平成9.7.25

＆3

＆22

】S8 －

く場 所） （兄学者数）

大 湊

伊万里雇　　2.543 名

田子の浦港　4.150 名

大願港天保山　2,252 名

大取港天保山　 ４ｘ廻名

岩内港　　2,702 名

和歌山下津港　3,6&5 名

1囗歇山下津港　4,747 名

檎浜港　　474 名

植浜港

鹿児島港　　450 名

鹿児島雇　　637 名

赤穂港　　2,164 名

睹多磨　　4221 名

賻多港　　3,097 名

三岡彫　　741 名

久米笳　　1.590 名

久米鳥　　880 名

むっ市関根浜池1 団1 名

足鷲港　　642 名

瞋須貿新港　2､217 名

三井廼船佃由良工場374 名

金択雇　　3811 名

墳 港　　4,775 名



報道取材および体験乗船一覧表

IQ仞回潜航までの報道取材および体験乗射一覧表

(年 丹 日)

昭和158. 7.11

昭和62.11.21

昭和163. 3.25

1027

平成2 ，3､25

9.12

平成4.t11

6、8

平成5.  8.19

平成7.  5.28

9.12

平成9.7,17

10.4.11

嵋

騒河両

粗樸湾

駿河湾

奥尻海嶺

相模湾

沖縄伊平屋

沖縄伊平屋

T  B

[俳

日

朝

産

Ｎ

巾

[ 乗

Ｓ

優]

経

日

経

Ｖ

Ｂ

Ｔ

N  H  K

時 事

ＴＶ朝日

共 同

読 売

日本工業

船 ＝

橋 本

近 藤

久保田

朝 日

蜷 川

内 田

引 野

畠 山

戸 沢

北 川

由 顛

岡 耶

原 田

189

者）

裕

正

啓

羲

曲

幹

幸

臣

介

之

彦

夫

畢

之智

真 介

廠 彦

廟二郎

文 彦

成 剛
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海 洋 科 学 技 術 セ ン タ ー

Japan Marine Science &  Technology Center

所在地 ■●237･0061 神奈川県横須賀市夏鳥町２番地15 ℡.(0468)66,3811(代裏)

むつ事務所■●0 35･0022青森県むつ市大字関根字北関根690番地 ℡.(0175)25,3811(代表)

東京連略所■●105･6791 東京都港区芝浦１丁目２番１号 シーバンスＮ館７階 ℡. (03)5765-7101

U R L　　htlp: ／／ｗｗｗ. jamstec･ ｇｏ. jp/
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